
モ
ー
ラ
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
）
・

シ
ラ
ビ
ー
ム
性
モ
ー
ラ
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
）
・

シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
か

柳

田
　
　
征
　
　
司

　
　
（
国
語
学
研
究
室
）

第
一
章

東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
か

第
一
節
　
問
題
の
所
在
と
先
学
の
説

　
一
、
問
題
の
所
在

筆
者
は
・
拙
著
『
膣
玉
条
た
日
本
語
音
韻
舞
．
に
お
い
て
、
現
代
の
、
東
部
方
言

と
西
部
方
言
と
で
対
立
す
る
言
語
事
象
の
う
ち
、

　
ω
　
音
便
に
お
け
る
違
い

　
　
①
ハ
行
動
詞
の
音
便
　
　
東
部
方
言
促
音
便
　

西
部
方
言
ウ
音
便

　
　
②
形
容
詞
連
用
形
の
音
便
　
東
部
方
言
　
原
形
　
　
　
西
部
方
言
　
ウ
音
便

　
ω
　
断
定
の
助
動
詞
に
お
け
る
違
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
部
方
言
　
ダ
　
　
　
　
西
部
方
言
　
ジ
ャ

の
二
類
三
種
の
事
象
に
つ
い
て
、
そ
の
違
い
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ

生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
更
に
、
上
代
の
東
部
方
言
が
西
部
方
言
と
比
べ
て

顕
著
に
違
っ
て
い
る
点
が
、
母
音
の
ゆ
れ
と
打
消
の
助
動
詞
「
ナ
フ
」
の
二
点
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
、
そ
の
違
い
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
上
に

立
っ
て
、
現
代
の
東
西
方
言
問
に
認
め
ら
れ
る
、

　
　
③
打
消
の
助
動
詞
に
お
け
る
違
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
部
方
言
　
ナ
イ
　
　
　
西
部
方
言
　
ン

が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
東
西
対
立
を
示
す
言
語
事
象
と

し
て
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
違
い
が
大
き
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
本
章
は
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な

ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
論
じ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
二
、
先
学
の
説

　
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
な
説
が
あ
る
。
提
出
さ
れ
た
順
に
か
か
げ
る
。
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愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文
・
社
会
科
学
　
第
二
十
七
巻
　
第
二
号
　
＝
二
～
七
八
　
一
九
九
五



柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

○
金
田
一
春
彦
博
士
説

　
①
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
で
き
る
ま
で
（
文
学
　
一
九
五
四
・
八
、
金

　
　
田
一
『
日
本
の
方
言
　
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
遷
と
そ
の
実
相
』
（
教
育
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

　
　
一
九
七
五
・
九
）
に
収
む
）

　
②
柴
田
君
の
「
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
を
読
ん
で
（
国
語
学
2
6
　
一
九

　
　
五
六
・
一
〇
、
金
田
一
『
日
本
語
音
韻
の
研
究
』
（
東
京
堂
　
一
九
六
七
・

　
　
三
）
に
富
む
）

　
③
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
発
生
の
問
題
点
　
　
都
竹
・
山
口
両
氏
の
所
論
を
読
ん

　
　
で
　
　
　
（
国
語
学
5
8
　
一
九
六
四
・
九
）

　
④
『
日
本
語
の
歴
史
5
近
代
語
の
流
れ
』
（
平
凡
社
一
九
六
四
二
こ

　
⑤
南
牟
婁
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
例
（
三
重
県
方
言
9
　
一
九
五
九
・
一
〇
、
『
日

　
　
本
の
方
言
』
（
前
出
）
に
工
む
）

　
⑥
東
西
方
言
の
違
い
の
成
立
に
つ
い
て
（
言
語
生
活
　
一
九
七
一
二
〇
）

　
⑦
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
と
変
遷
（
羅
腋
日
本
語
1
1
方
言
』
一
九
七
七
・
一
一
）

　
⑧
愛
知
県
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
（
国
語
学
懇
話
会
編
『
国
語
学
論
集
』
1
　
一

　
　
九
七
八
∴
二
）

　
⑨
味
噌
よ
り
新
し
く
茶
よ
り
古
い
ー
ア
ク
セ
ソ
ト
か
ら
見
た
日
本
祖
語
と
字

　
　
音
語
　
　
　
（
言
語
　
一
九
八
0
・
四
）

○
馬
淵
和
夫
博
士
説

　
①
日
本
語
の
歴
史
（
上
代
）
（
解
釈
と
鑑
賞
　
一
九
六
九
二
二
）

　
②
『
国
語
音
韻
論
』
（
笠
間
書
院
一
九
七
一
・
四
）

○
馬
瀬
良
雄
氏
説

　
○
東
西
両
方
言
の
対
立
（
『
離
岩
日
本
語
1
1
方
言
』
（
前
出
）
、
馬
瀬
『
言
語
地
理

　
　
学
研
究
』
（
桜
楓
社
　
一
九
九
二
・
一
一
）
に
収
む
）

　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

服
部
四
郎
博
士
説

　
0
日
本
祖
語
に
つ
い
て
2
1
・
2
2
（
言
語
　
　
一
九
七
九
・
一
一
、
一
二
）

　
O
S
・
R
・
ラ
ム
ゼ
イ
博
士
説

　
　
①
↓
冨
O
匡
囚
団
0
8
臣
巴
⑦
。
け
き
創
9
Φ
臣
の
什
9
。
巴
U
o
＜
色
ε
目
①
三
〇
h

　
　
　
冨
麗
器
ω
①
＞
8
①
彗
（
口
轟
く
9
居
O
匂
3
ヨ
巴
。
｛
》
ω
響
凶
。
ω
け
巳
一
①
ω
＜
o
ピ
ω
Φ

　
　
　
Z
o
■
H
目
零
㊤
）

　
　
②
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
歴
史
的
変
化
（
言
語
　
一
九
八
0
・
二
）

　
　
③
U
碧
陰
品
①
9
き
α
q
①
ぎ
冨
b
碧
騨
毒
口
Φ
O
身
ω
ω
㊤
o
霊
守
画
吻
§
ミ
（
↓
冨

　
　
　
旨
8
ヨ
巴
o
h
冨
b
碧
Φ
ω
Φ
ω
巳
α
δ
ω
＜
o
ピ
◎
。
Z
ρ
H
芝
ぎ
8
『
δ
Q
。
b
。
）

右
の
諸
説
を
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
と
、
基
層
語
が
関
与
し
た
と
見
る
説

と
、
基
層
語
の
関
与
を
想
定
し
な
い
説
と
に
分
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

　
　
基
層
語
関
与
説
　
　
　
馬
淵
説
・
馬
瀬
説

　｛　
　
基
層
語
不
関
与
説
　
　
右
以
外

次
に
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
先
後
関
係
の
と
ら
え
方
か

ら
、
基
層
語
不
関
与
説
は
三
つ
に
分
か
れ
る
。

　
　
共
通
祖
語
か
ら
分
離
し
た
と
す
る
説
　
　
　
　
　
　
服
部
説

　
　
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
生
ま
れ
た
と
す
る
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
田
一
説

　
　
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
生
ま
れ
た
と
す
る
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ム
ゼ
イ
説

次
に
、
右
の
服
部
説
と
金
田
一
説
と
を
、
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
が
分
離
し
た
時
期
の

認
定
の
し
方
か
ら
見
る
と
、
次
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　｛　
　
文
献
時
代
以
前
分
離
説
　
　
服
部
説

　
　
院
政
期
以
後
分
離
説
　
　
金
田
一
説

　
以
下
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
、
形
容
詞
連
用
形
の
音
便
、
断
定
の
助
動
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

ジ
ャ
・
ダ
、
打
消
の
助
動
詞
ソ
・
ナ
イ
、
の
東
西
の
違
い
に
つ
い
て
の
考
察
を
振
り

返
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
先
学
の
説
を
検
討
し
、
筆
者
の
解
釈
を
提
出
し
て
み
た

い
。
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な
お
、
こ
こ
で
ど
う
し
て
も
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
代
日

本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
京
阪
式
ア
ク
セ
．
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
（
と
、
更
に

一
型
ア
ク
セ
ン
ト
）
と
に
大
ぐ
く
り
に
分
け
て
と
ら
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
根

本
の
と
こ
ろ
に
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
野
善
道
氏
の

説
か
れ
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
○
「
甲
種
系
」
　
・
「
乙
種
系
」
、
「
京
阪
式
」
・
「
東
京
式
」
、
「
（
ア
ク
セ
ン
ト
の
）

　
　
系
統
」
と
い
っ
た
術
語
は
一
体
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

　
　
た
概
念
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ク
セ
ン
ト
学
界
一
般
に
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
あ

　
　
ま
り
明
確
に
定
義
さ
れ
な
い
ま
ま
に
使
わ
れ
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ

　
　
の
時
そ
の
時
で
違
っ
た
意
味
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
議
論

　
　
が
混
乱
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
思
う
。
（
書
評
・
紹
介
　
金
田
一
春
彦
著
『
国

　
　
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
　
原
理
と
方
法
』
　
塙
書
房
　
一
九
七
四
　
五
〇

　
　
　
（
注
6
）

　
　
頁
）

　
○
「
京
阪
式
」
は
、
系
譜
の
明
ら
か
に
異
な
る
「
真
鍋
式
」
と
「
讃
岐
式
」
を
含

　
　
む
総
称
と
し
て
、
更
に
は
も
っ
と
多
義
的
な
用
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る

　
　
の
で
、
対
に
な
る
「
東
京
式
」
と
共
に
、
一
切
用
い
な
い
こ
と
と
す
る
。
無
用

　
　
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
甲
種
（
系
）
、
乙
種
（
系
）
」
と

　
　
い
う
用
語
も
、
明
確
に
定
義
さ
れ
な
い
限
り
有
害
で
す
ら
あ
る
の
で
、
や
は
り

　
　
用
い
な
い
。
（
日
本
本
土
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
と
分
布
（
2
）
六
〇

　
　
　
（
注
7
）

　
　
頁
）

　
○
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
類
の
な
か
で
、
恐
ら
く
最
も
一
般
的
で
あ
り
、
今

　
　
日
な
お
国
語
学
の
概
説
書
等
に
も
載
っ
て
い
る
通
説
は
、
「
京
阪
式
、
東
京
式
、

　
　
一
型
式
」
の
三
類
型
に
分
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
分

　
　
類
基
準
が
明
確
で
は
な
く
、
重
要
な
タ
イ
プ
だ
け
を
取
り
上
げ
た
も
の
だ
と
し

　
　
て
も
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
共
時
的
タ
イ
プ
の
分
類
な
の

　
　
か
、
歴
史
的
（
系
譜
的
）
分
類
な
の
か
、
そ
の
出
発
点
か
ら
分
明
で
は
な
く
、

　
　
人
に
よ
っ
て
指
す
内
容
が
か
な
り
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
「
京
阪
式
、
東
京
式
」

　
　
は
「
甲
種
、
乙
種
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
関
係
も
ま
た
単
純
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
）

　
　
い
。
（
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
一
七
八
頁
）

氏
の
指
摘
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
（
な
ら
び
に
甲

府
ア
ク
セ
ン
ト
）
と
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
を
と
り
あ
え
ず
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
代
表
と

し
て
取
り
上
げ
、
両
者
の
歴
史
的
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
京
阪

式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
を
分
か
つ
ポ
．
イ
ン
ト
が
あ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
と
い
う
立
場
を
と
り
た
い
。

第
二
節
音
便
等
に
お
け
る
東
西
の
違
い
か
ら

　
一
、
東
西
方
言
間
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象
と
母
音
優
位
・

　
　
　
子
音
優
位
と
い
う
考
え
方

　
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
は
、
東
西
方
言
間
に
認
め
ら
れ
る
違
い
の
一
つ
で
あ

る
か
ら
、
東
西
方
言
間
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象
全
体
の
中
で
、
統
合
的
に

整
合
性
を
も
っ
て
把
握
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
既
に
論
じ
た
こ
と
の

あ
る
言
語
事
象
を
中
心
に
、
東
西
方
言
間
に
認
め
ら
れ
る
言
葉
事
象
を
振
り
返
っ
て

お
き
た
い
。

　
東
西
方
言
間
で
違
い
の
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象
と
し
て
、
表
1
の
よ
う
な
事
象
が

　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
東
西
方
言
間
に
認
め
ら
れ
る
違

い
は
、
母
音
優
位
の
西
部
方
言
、
子
音
優
位
の
東
部
方
言
と
し
て
把
握
さ
れ
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

考
え
方
が
今
日
通
説
と
な
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
説
は
、
母
音
優
位
・

子
音
優
位
と
い
う
違
い
を
、
両
方
言
の
性
格
の
違
い
を
と
ら
え
た
も
の
に
と
ど
め
な

い
で
、
東
西
方
言
間
の
違
い
を
生
み
出
し
た
原
因
と
し
て
説
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

即
ち
、
基
層
語
の
関
与
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
平
た
く
言
え
ば
、
西
部
に
母

音
を
好
む
人
が
住
ん
で
お
り
、
東
部
に
子
音
を
好
む
人
が
住
ん
で
い
た
た
め
に
、
①

か
ら
⑨
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
表
1
）
東
西
方
言
間
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象

言
　
語
　
事
　
象

東
部
方
言

西
部
方
言

①
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
音
便

促
音
便

ウ
音
便

②
形
容
詞
連
用
形
音
便

原
形

ウ
音
便

③
促
音
化
・
促
音
挿
入
語

多
い

少
な
い

④
一
音
節
名
詞

短
呼

長
呼

⑤
特
殊
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト

核
を
担
わ
な
い

核
を
担
う

⑥
母
音
の
無
声
化

目
立
つ

目
立
た
な
い

⑦
ア
ク
セ
ン
ト

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

③
動
詞
命
令
形

口

ヨ
〉
イ

⑨
断
定
の
助
動
詞

ダ

ジ
ャ
〉
ヤ

⑩
打
消
の
助
動
詞

ナ
イ

ソ
（
〉
ヌ
）

観
点
か
ら
見
直
し
て
お
き
た
い
。
結
論
を
表
示
す
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
母
音
優
位
・
子
音
優
位
と
い
う
違
い
で
顕
著

に
対
立
し
て
い
る
の
は
、
①
の
ハ
行
動
詞
の
音
便
の
ケ
ー
ス
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
西
部
方
言
が
ウ
音
便
で
、
子
音
を
捨
て
て
、
母
音
を
残
し

て
お
り
、
東
部
方
言
が
促
音
便
で
、
母
音
を
捨
て
て
、
子
音
を
残
し
て
い
る
か
ら
、

母
音
優
位
・
子
音
優
位
で
対
立
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
例
え
ば
、
②
の
形
容
詞
の
音
便
の
場
合
を
見
る
と
、
西
部
方
言
は
ウ
音

便
で
、
子
音
を
捨
て
て
、
母
音
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
母
音
優
位
と
認
め
ら
れ
る
が
、

東
部
方
言
は
原
形
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
母
音
優
位

で
も
子
音
優
位
で
も
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
西
部
方
言
と
比
べ
る
と
、
子
音

を
捨
て
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
子
音
優
位
と
と
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
け

　
こ
の
説
は
、
『
万
葉
集
』
の
東
歌
・
防
人
歌
か
ら
、
東
西
方
言
の
対
立
が
古
く
か

ら
存
し
た
も
の
と
考
え
た
上
で
、
こ
れ
と
、
現
代
方
言
に
認
め
ら
れ
る
東
西
対
立
と

か
ら
、
一
気
に
右
の
よ
う
な
考
え
方
を
導
き
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、

現
代
方
言
に
認
め
ら
れ
る
東
西
対
立
が
、
少
し
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
た
時
、
そ

こ
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と

を
怠
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
中
世
日
本
語
研
究
を
専
門

と
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
点
を
考
慮
し
、
東
西
方
言
の
違
い
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
の
解
釈
を
述
べ
、
母
音
優
位
・
子
音

優
位
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
説
の
妥
当
で
な
い
こ
と
を
、
①
②
⑨
⑩
の
言
語
事
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
論
ず
べ
き
こ
と
が
多
く
、
長
文
と
な
っ

た
た
め
に
、
論
旨
が
把
握
し
に
く
い
点
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
上
に
、
以
下
の
論
述

に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
要
点
を
た
ど
り
、
そ
こ
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ

と
を
明
確
に
し
た
い
。

　
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
表
1
に
引
い
た
言
語
事
象
を
母
音
優
位
・
子
音
優
位
と
い
う

（
表
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）

東
西
方
言
間
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象
と
母
音
優
位
・
子
音
優
位

事
　
象

東
部
方
言

西
部
方
言

母
　
音

子
　
音

母
　
音

子
　
音

①
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
音
便

十

十

②
形
容
詞
連
用
形
音
便

十

③
促
音
化
・
促
音
挿
入
語

十
十

十

④
一
音
節
名
詞

ま
た
は
一

十

⑤
特
殊
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト

長
音
：
－

一
．

擾
音
・
促
音

「

⑥
母
音
の
無
声
化

一
一

一

⑦
ア
ク
セ
ン
ト

⑧
動
詞
命
令
形

十
？

⑨
断
定
の
助
動
詞

十
？

⑩
打
消
の
助
動
詞

十
？
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れ
ど
も
、
①
の
血
行
動
詞
の
ケ
ー
ス
ほ
ど
母
音
優
位
・
子
音
優
位
で
対
立
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
次
に
、
④
の
一
音
節
名
詞
の
長
呼
と
短
呼
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
一

音
節
名
詞
の
長
呼
と
短
呼
と
の
い
ず
れ
を
原
形
と
見
る
か
、
あ
る
い
は
品
形
と
も
も

と
も
と
存
し
て
い
た
と
見
る
か
に
よ
っ
て
違
う
け
れ
ど
も
、
長
呼
が
原
形
、
ま
た
は

両
形
が
も
と
も
と
存
し
て
い
た
と
見
た
場
合
に
は
、
西
部
方
言
は
母
音
優
位
で
も
子

音
優
位
で
も
な
く
、
東
部
方
言
は
母
音
劣
位
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
こ
と
と
な
る
。
逆
に
、

短
呼
が
原
形
で
あ
っ
た
と
見
た
場
合
に
は
、
西
部
方
言
は
母
音
優
位
と
見
ら
れ
る
が
、

東
部
方
言
は
母
音
優
位
で
も
子
音
優
位
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
あ
と
一
々
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
目
的
で
は
な
い
か
ら
省
略
す
る
け
れ
ど

も
、
ハ
行
動
詞
の
音
便
に
認
め
ら
れ
る
東
西
方
言
間
の
違
い
が
、
母
音
優
位
・
子
音

優
位
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
て
来
る
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
想

像
に
か
た
く
な
い
。

　
二
、
東
西
方
言
間
の
違
い
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
か

　
e
ハ
行
動
詞
の
音
便
に
認
め
ら
れ
る
東
西
方
言
間
の
違
い

　
そ
こ
で
、
東
西
方
言
間
の
違
い
が
母
音
優
位
・
子
音
優
位
で
最
も
顕
著
に
対
立
し

て
い
る
と
こ
ろ
の
、
ハ
行
動
詞
の
音
便
に
お
け
る
東
西
間
の
違
い
が
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
の
解
釈
を
述
べ
た
い
。
以
下
に

述
べ
る
筆
者
の
考
え
方
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
母
音
優
位
・
子
音
優

位
と
い
う
よ
う
な
、
基
層
語
を
想
定
す
る
考
え
方
の
妥
当
で
な
い
こ
と
が
言
え
た
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
先
ず
、
表
3
に
よ
っ
て
、
東
西
の
文
献
資
料
に
ハ
行
動
詞
の
音
便
が
ど
の
よ
う
に

現
わ
れ
て
く
る
か
を
、
現
代
か
ら
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

現
代
方
言
に
お
い
て
は
、
西
部
方
言
ウ
音
便
、
東
部
方
言
促
音
便
で
対
立
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
東
西
の
対
立
は
違
っ
た
様
相
を
示
し

て
い
る
。
即
ち
、
例
え
ば
、
室
町
時
代
末
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
西
部
方
言

（
表
3
）
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
行
動
詞
の
音
便
の
現
わ
れ
方
を
見
る

時
　
　
　
　
代

東
　
部
　
方
　
言

西
　
部
　
方
　
言

平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代

（
促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
）

促
音
便
・
ウ
音
便
併
用

室
町
時
代
末
期

促
音
便
・
ウ
音
便
併
用

ウ
音
便
専
用

江
　
　
戸
　
　
時
　
　
代

促
音
便
専
用
へ
移
行

ウ
音
便
専
用

現
　
　
　
　
　
　
　
　
代

促
音
便
専
用

ウ
音
便
専
用

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
か
ら
ウ
音
便
専
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
東
部
方
言

資
料
で
あ
る
竜
門
抄
物
に
は
促
音
便
の
ほ
か
に
ウ
音
便
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
東
部

方
言
資
料
に
お
け
る
促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
は
以
後
江
戸
時
代
の
間
続
い
て
い
る
。

こ
の
東
部
方
言
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ウ
音
便
を
従
来
は
文
化
の
高
い
都
（
西
部
方
言
）

の
こ
と
ぽ
を
借
用
し
た
も
の
と
説
明
し
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
ハ
行
動
詞
の

音
便
の
変
遷
全
体
を
見
る
時
、
そ
し
て
、
更
に
、
形
容
詞
連
用
形
の
音
便
の
ケ
ー
ス

を
勘
案
す
る
時
は
、
東
部
方
言
に
お
い
て
も
ウ
音
便
が
固
有
に
生
ま
れ
て
い
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
次
に
、
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
西
部
方
言
の
資
料
を
見
る

と
、
今
度
は
、
こ
ち
ら
の
資
料
が
、
ウ
音
便
だ
け
で
な
く
促
音
便
を
併
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
有
坂
秀
世
博
士
は
、
こ
の
西
部
方
言
資
料
に
認
め
ら
れ
る
促
音
便
を
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

部
方
言
の
混
入
し
た
も
の
と
説
明
し
、
こ
の
考
え
方
に
従
う
者
も
あ
る
が
、
西
部
方

言
資
料
に
認
め
ら
れ
る
促
音
便
の
用
例
が
微
々
た
る
例
し
か
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
有
坂
博
士
の
時
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
説
が
出
て
来
る
の
も
止
む
を
得
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
西
部
方
言
資
料
に
多
量
の
促
音
便
の
例
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
東
部
方
言
の
混
入
と
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
の
用
い
ら
れ
方
を
見
て
も
、
室
町
時
代
の
漢
文
訓
読
で
は
促
音
便
の
方
を
専
用
し

て
い
る
。
都
で
漢
文
を
訓
読
す
る
の
に
、
東
部
方
言
の
促
音
便
を
借
用
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
理
由
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
西
部
方
言
に
お
い
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て
も
固
有
に
促
音
便
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
　
（
表
4
）
時
代
を
く
だ
っ
て
東
西
の
違
い
が
生
じ
た
道
筋
を
追
う

た
だ
、
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
西
部
方
言
資
料
に
促
音
便

形
が
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
平
安
・
院
政
時
代
に
限
る
と
、

見
つ
か
っ
て
い
る
例
は
一
〇
〇
例
に
届
か
ぬ
ほ
ど
例
が
少
な
い

点
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
は
促
音
の
表
記
法
が
確
立
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
東
部
方
言
資
料
に
目
を

や
る
と
、
残
念
な
が
ら
確
か
な
資
料
が
存
し
な
い
。
た
だ
、
．
東

部
方
言
の
室
町
時
代
・
江
戸
時
代
が
促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
で

あ
り
、
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
西
部
方
言
が
促
音
便
・
ウ

音
便
併
用
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
東
部
方

言
に
お
い
て
も
促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る

の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
即
ち
、
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
西

部
方
言
と
東
部
方
言
と
の
間
に
、
ハ
行
動
詞
の
音
便
に
つ
い
て

質
的
な
違
い
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
質
的
な

と
こ
と
わ
る
の
は
、
室
町
時
代
末
期
の
東
西
間
の
違
い
か
ら
見

て
、
促
音
便
と
ウ
音
便
と
の
勢
力
関
係
に
何
ら
か
の
違
い
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
間
に
、
い
つ
、
ど
の
よ

代
時
倉
鎌
政
院
安
平

語
幹
2
音
節
以
上
の
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
幹
1
音
節
の
語
づ
霞
9
e
騨
①
（
習
ひ
て
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犀
餌
e
詳
Φ
（
買
ひ
て
）
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
目
鋤
「
讐
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
讐
け
①
　
　
　
　
　
吋
餌
9
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
（
促
音
便
）
　
　
　
　
銘
鑓
巳
8
　
　
　
　
　
　
　
　
（
促
音
便
）
　
　
　
（
バ
行
転
呼
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
（
ハ
行
転
呼
）
　
　
　
　
　
　
（
タ
・
ラ
行
動
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
と
衝
突
）
　
　
　
冨
葺
①
↑
審
　
　
↑
嘱

期
末
町
室

促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
昌
餌
轟
簿
ρ
　
φ
鋤
ご
…
8
臣
暮
ρ
　
　
ざ
”
8

ウ
音
便
専
用
づ
餌
「
り
”
8
早
り
　
8

（
促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
）

代
現

促
音
便
専
用
口
9
「
舞
8
吋
緯
審

ウ
音
便
専
用
昌
餌
『
O
”
8
吋
。
”
8

促
音
便
・
ウ
音
便
至
心
轟
轟
9
ロ
霞
舞
8
ぎ
”
9
犀
『
8

東
　
　
部
　
　
方
　
　
言

西
部
方
言

沖
縄
・
山
陰
方
言

う
に
し
て
、
な
ぜ
東
西
方
言
間
に
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
違
い
が
生
じ
た

道
筋
を
表
4
に
よ
っ
て
時
代
を
く
だ
っ
て
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　
平
安
・
院
政
・
鎌
倉
時
代
か
ら
見
る
と
、
先
ず
原
形
か
ら
促
音
便
形
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
場
合
、
語
幹
二
音
節
以
上
の
語
と
語
幹
一
音
節
の
語
と
で
は
事
情
が
異
な
っ
て

い
た
。
例
え
ば
、
語
幹
二
音
節
以
上
の
梅
屋
鎚
e
津
①
　
（
習
ひ
て
）
は
促
音
便
を
起

こ
し
て
ロ
輿
鉾
8
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
促
音
便
は
タ
・
ラ
行
動
詞
に
先
に
起
き
、

ハ
行
動
詞
の
そ
れ
は
遅
れ
て
生
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
注
－
拙
著
）
か
ら
、
語
幹

一
音
節
語
の
場
合
に
は
、
先
に
促
音
便
を
起
こ
し
て
い
た
タ
・
ラ
行
動
詞
の
促
音
便

と
衝
突
す
る
た
め
に
、
原
形
で
と
ど
ま
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
勝
ッ
テ
」
「
刈
ッ
テ
」
「
借
ッ
テ
」
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
「
買
ッ

テ
」
が
生
じ
る
と
衝
突
す
る
た
め
、
「
買
ヒ
テ
」
で
と
ど
ま
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
音
便
生
起
の
初
期
に
お
い
て
は
、
原
形
と
音
便
形
と
が
併
用
さ
れ
た
か

ら
、
語
幹
二
音
節
以
上
の
語
の
場
合
に
も
原
形
が
併
用
さ
れ
て
い
た
が
、
語
幹
一
音

解
語
の
場
合
に
は
原
形
で
と
ど
ま
る
傾
向
が
そ
れ
以
上
に
強
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
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そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
原
形
は
い
わ
ゆ
る
角
行
転
呼
現
象
を
生
じ
て
、
例
え
ば
、

§
鑓
巳
什
ρ
冨
巳
8
の
形
と
な
っ
た
。
こ
の
形
か
ら
ウ
音
便
形
銘
蜀
9
ρ
惹
⊆
酔
⑦
が

生
ま
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
冨
暮
①
は
冨
巳
け
Φ
か
ら
音
韻
変
化
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
タ
・
ラ
行
動
詞
の
促
音
便
形
と
衝
突
し
な
い
形
と
し
て

生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
新
し

く
ウ
音
便
形
が
生
じ
る
と
、
こ
れ
は
古
い
促
音
便
形
に
次
第
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
う
し
て
、
先
に
表
3
で
見
た
よ
う
に
、
室
町
時
代
末
期
に
お
い
て
は
、
西
部
方

言
で
は
促
音
便
か
ら
ウ
音
便
へ
の
交
替
が
完
了
し
、
ウ
音
便
専
用
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
他
方
、
東
部
方
言
で
は
、
こ
の
交
替
が
完
了
せ
ず
、
促
音
便
と
ウ
音
便

と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
何
も
起
き
な
け
れ
ぽ
、
東
部

方
言
に
お
い
て
も
、
遠
か
ら
ず
ウ
音
便
を
専
用
す
る
日
が
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
、
室
町
時
代
末
期
に
、
西
部
方
言
と
東
部
方
言
と
の
間
に
ウ
音
便
専
用
、

促
音
便
・
ウ
音
便
併
用
と
い
う
違
い
が
生
じ
た
の
は
、
促
音
便
か
ら
ウ
音
便
へ
の
交

替
に
お
い
て
遅
速
の
差
が
生
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
交
替
の
速
度

が
西
部
方
言
に
お
い
て
速
か
っ
た
の
は
、
都
の
こ
と
ぽ
の
方
が
地
方
の
こ
と
ぽ
よ
り

も
活
性
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
西
間
の
違
い
は
促
音
便
か
ら
ウ
音
便
へ
の
交
替
に
お
い
て
遅
速

の
差
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
オ
段
長
音
の
開
合
の
混
同

が
生
じ
る
と
、
事
態
は
大
き
く
か
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
表
5
に
示
し
た
よ
う
に
、

オ
段
長
音
の
開
合
が
区
別
さ
れ
て
い
る
間
は
、
ウ
音
便
形
は
一
応
語
幹
を
俣
持
し
え

て
い
た
け
れ
ど
も
、
開
合
が
混
同
す
る
と
、
ウ
音
便
形
は
語
幹
が
動
揺
す
る
具
合
の

悪
い
形
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
東
部
方
言
に
お
い
て
は
、
ウ
音
便
形
を
や
め
、
併

用
し
て
い
た
も
う
一
方
の
促
音
便
形
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
の
問
を
経
て
、

現
代
語
ま
で
の
間
に
促
音
便
形
専
用
と
な
っ
た
。

　
ウ
音
便
形
が
語
幹
が
動
揺
す
る
具
合
の
悪
い
形
に
な
っ
た
と
い
う
点
は
西
部
方
言

（
表
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

オ
段
長
音
開
合
の
混
同
に
よ
る
語
幹
の
動
揺

に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
西
部
方
言
に
お
い
て
は
ウ
音
便
形
専
用
に
な
っ
て

い
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
を
捨
て
る
わ
け
に
い
か
ず
、
ウ
音
便
形
を
い
わ
ぽ
我
慢
し
て

使
い
続
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
西
部
方
言
に
お
い
て
は
、
ハ
行
四

段
活
用
動
詞
に
、
語
幹
が
動
揺
し
た
異
形
、
ヒ
ロ
ウ
ー
ヒ
ラ
ウ
（
拾
）
、
ト
ウ
ー
タ

ゥ
（
届
く
）
な
．
ど
の
語
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
の
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
、
室
町
時
代
末
期
に
ウ
音
便
・

擾
音
便
併
用
で
あ
っ
た
バ
・
マ
行
動
詞
の
音
便
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
ウ
音
便

を
捨
て
、
擾
音
便
に
回
帰
し
て
い
く
事
実
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場

合
も
、
ウ
音
便
を
比
較
的
遅
く
ま
で
と
ど
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
方
言
で
は
、
語

幹
の
動
揺
か
ら
生
じ
た
異
形
、
タ
タ
ム
・
タ
ト
ム
（
畳
）
、
ナ
ラ
ブ
・
ナ
ロ
ブ
（
並
）

な
ど
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
沖
縄
方
言
や
山
陰
方
言
で
は
、
表
4
の
下
方
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
代
東

部
方
言
と
同
じ
く
、
一
般
に
促
音
便
を
使
っ
て
い
る
が
、
タ
・
ラ
行
動
詞
と
衝
突
す

る
語
幹
一
音
畳
語
の
場
合
に
の
み
、
ウ
音
便
形
（
ま
た
は
、
そ
の
転
化
形
）
を
用
い

　
　
（
注
1
5
）

て
い
る
。
今
ま
で
の
考
察
で
は
、
西
部
方
言
と
東
部
方
言
と
の
違
い
の
問
題
と
し
て

取
り
あ
げ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ハ
行
動
詞
の
音
便
の
現
わ
れ
方
は
、
中
に
位
置
す

る
西
部
方
言
と
外
に
位
置
す
る
東
部
方
言
、
沖
縄
・
山
陰
方
言
と
の
違
い
で
、
日
本

列
島
の
上
に
い
わ
ゆ
る
A
B
A
型
の
分
布
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

之
と
は
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
も
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

あ
る
。

　
口
形
容
詞
連
用
形
の
音
便
に
認
め
ら
れ
る
東
西
方
言
間
の
違
い
．

　
形
容
詞
連
用
形
の
音
便
に
つ
い
て
東
西
方
言
間
に
違
い
が
生
じ
た
事
情
と
原
因
と

は
心
行
動
詞
の
音
便
の
場
合
に
よ
く
似
て
い
る
。
即
ち
、
表
6
に
示
し
た
よ
う
に
、

室
町
末
期
に
お
い
て
は
、
西
部
方
言
で
は
ウ
音
便
専
用
に
な
っ
て
い
た
が
、
東
部
方

言
に
お
い
て
は
い
ま
だ
原
形
・
ウ
音
便
形
併
用
の
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
中
段
長

音
の
開
合
の
混
同
が
起
ぎ
る
と
、
ウ
音
便
形
は
語
幹
が
動
揺
す
る
具
合
の
悪
い
形
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
東
部
方
言
に
お
い
て
は
、
ウ
音
便
形
を
捨
て
て
、
併
用
し
て

い
た
原
形
の
方
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
の
間
を
経
て
、
原
形
に
回
帰
し

た
。
し
か
し
、
現
代
東
部
方
言
で
も
「
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
「
存
ジ
マ
ス
」
に
続
く
場
合

に
だ
け
、
ウ
音
便
形
を
残
し
て
い
る
。
ウ
音
便
形
が
こ
の
形
に
残
存
し
て
い
る
の
は
、

ウ
音
便
形
が
上
品
で
も
の
や
わ
ら
か
な
ひ
び
き
を
も
つ
形
で
あ
っ
た
た
め
に
、
丁
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ

体
の
こ
の
言
い
方
に
よ
く
あ
つ
た
上
に
、
「
～
ク
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
で
は
、
同
一
調
音

点
・
調
音
法
の
音
が
連
続
す
る
た
め
に
原
形
に
も
ど
り
に
く
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ウ
音
便
形
が
語
幹
の
動
揺
す
る
具
合
の
悪
い
形
に
な
っ
た
こ
と
は
西
部
方
言

に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
西
部
方
言
で
は
こ
れ
を
専
用
し
て
い
た
た
め
に
捨

て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
西
部
方
言
の
あ
る
方
言
で
は
、
ウ
音
便
形

を
、
例
え
ば
、
ア
コ
（
赤
）
ナ
ル
・
ウ
レ
シ
ュ
（
嬉
）
ナ
ル
か
ら
ア
カ
ナ
ル
・
ウ
レ

シ
ナ
ル
に
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
幹
保
持
を
は
か
っ
て
い
る
。
な
お
、
沖
縄
方

現

代

室

町

時

代

末

期

平
安

院

政

鎌
倉

時
代

』時

代

袋
S
形
容

詞
連
用

形
音

形
容
詞
連
用
形
音
便
の
東
西
の
違
い
の
成
立

　
東
部
方
言

原
形
・
ウ
音
便
併
用

原
形
・
ウ
音
便
併
用

原
形
専
用
（
刷
甥
ザ
イ
マ
ス

ウ

音

便
専
用

ウ

音
便
専
用

原

形

ウ

音
便
併
用

西

部

方

言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

言
で
は
、
形
容
詞
連
用
形
に
原
形
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

東
部
方
言
に
共
通
し
て
い
る
。

外
の

　
国
断
定
の
助
動
詞
ジ
ャ
・
ダ
の
違
い

　
断
定
の
助
動
詞
の
ジ
ャ
・
ダ
ニ
形
が
、
「
デ
ア
ル
」
の
「
ル
」
が
落
ち
た
「
デ
ア
」

か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
来
は
、
「
ヂ
ャ
」
を
西
部
方

言
で
生
ま
れ
た
形
、
「
ダ
」
を
東
部
方
言
で
生
ま
れ
た
形
と
と
ら
え
、
な
ぜ
方
言
に

よ
っ
て
異
な
る
形
が
生
じ
た
の
か
を
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
や
a
母
音
の
広
狭
の
違

い
な
ど
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
室
町
時
代
な
ら
び
に
江
戸
時
代
の

東
部
方
言
資
料
に
は
「
ダ
」
と
と
も
に
、
「
ヂ
ャ
（
ジ
ャ
ご
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

他
方
、
室
町
時
代
の
京
畿
の
抄
物
に
は
「
ヂ
ャ
」
と
と
も
に
稀
に
「
ダ
」
の
例
が
散

見
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
希
項
周
瑞
と
い
う
禅
僧
が
寛
正

六
年
（
一
四
六
五
年
）
に
京
都
三
条
六
角
で
講
義
し
た
『
論
語
講
義
筆
記
』
に
は
「
ヂ

ャ
」
と
と
も
に
「
ダ
」
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
京
都
に
お
い
て
も
、
「
ダ
］

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
同
じ
方
言
で
「
デ
ア
」
か
ら
二

形
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
「
デ
」
に
口
蓋
音
が
起
き
て
い
な
い
聖
血
。
か
ら
生
ま
れ

た
形
が
「
ダ
」
で
、
後
に
な
っ
て
口
蓋
化
が
起
き
た
象
Φ
か
ら
生
ま
れ
た
形
が
岳
9

　
　
　
　
　
（
注
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
テ
オ
ル
」
が
転
じ
た
形
に
、
「
ト
ル
」
「
ド
ル
」
（
降
ッ

ト
ル
、
読
ン
ド
ル
）
の
形
と
「
チ
ョ
ル
」
「
ジ
ョ
ル
」
（
降
ッ
チ
ョ
ル
、
読
ン
ジ
ョ
ル
）

の
形
と
が
、
方
言
に
分
布
し
て
い
る
の
に
似
て
い
る
。
口
蓋
化
し
た
江
①
か
ら
早
く

生
ま
れ
た
形
が
後
者
で
あ
り
、
非
口
蓋
音
に
も
ど
っ
た
8
か
ら
生
ま
れ
た
形
が
前

者
で
あ
っ
た
。
完
了
の
助
動
詞
、
「
タ
ル
〉
タ
」
が
、
「
テ
ア
ル
」
か
ら
転
じ
て
、
「
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院

ル
」
の
「
タ
」
の
形
し
か
も
た
ず
、
「
チ
ャ
ル
」
「
チ
ャ
」
の
形
を
も
、
た
な
い
の
は
、

こ
の
変
化
が
、
「
テ
」
・
に
口
蓋
化
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
時
代
よ
り
も
古
い
時
期
に

変
化
を
終
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
ダ
」
が
古
く
生
じ
、
新
し
く
「
ヂ

ャ
」
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
隊
形
は
西
部
方
言
に
お
い
て
も
東
部
方
言
に
お
い
て
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も
生
じ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
西
部
方
言
と
東
部
方
言
と
の
問
に
違
い
を
生
じ
て
く
る
の
は
、
「
ダ
」
か
ら
「
ヂ

ャ
」
へ
と
交
替
し
て
い
く
過
程
で
、
「
ヂ
」
に
象
〉
創
巴
と
、
破
擦
音
化
が
起
き

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
東
部
方
言
に
お
い
て
は
、
「
ダ
」
「
ヂ
ャ
」
が
併
用
さ
れ
て

い
る
時
代
に
「
ヂ
」
に
破
擦
音
化
が
起
き
た
た
め
、
破
擦
音
化
し
た
「
ヂ
ャ
」

（靴

n
）
よ
り
濾
∴
ダ
」
の
方
が
語
幹
を
保
持
で
き
る
た
め
に
、
「
ダ
」
の
方
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
室
町
時
代
の
断
定
の
助
動
詞
の
活
用
形
は
表
7
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
活
用
形
は
い
ず
れ
も
d
形
で
保
た
れ
て
い
た
。
西
部
方
言
に
お
い
て

も
、
「
ヂ
」
に
破
擦
音
化
が
起
き
た
が
、
そ
れ
が
起
き
た
時
、
西
部
方
言
で
は
「
ダ
」

か
ら
「
ヂ
ャ
」
へ
の
交
替
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
た
め
に
、
「
ヂ
ャ
」
を
使
い
続
け

る
し
が
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
西
部
方
言
と
東
部
方
言

と
の
問
に
、
違
い
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
右
の
経
過
を
簡
単
に
表
示
す
る
と
、

表
8
の
よ
う
に
な
る
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
に
も
山
陰
方
言
と
熊
本
方
言
と
に
お
い
て
、
東
部
方
言
と
同
じ

（
表
7
）
断
定
の
助
動
詞
の
各
活
用
形
の
形

（
表
8
）
ジ
ャ
・
ダ
の
東
西
の
違
い
の
成
立

　
　
時
　
　
　
　
　
代

破
擦
音
化
が
起
き
る
前

破
擦
音
化
が
起
き
た
時

現
　
　
　
　
　
　
　
代

東
部
方
言

ダ
・
ヂ
ャ
併
用

ダ
・
ヂ
ャ
併
用

ダ
専
用

　
西
部
方
言

ダ
・
ヂ
ャ
併
用

ヂ
ャ
専
用

ジ
ャ
専
用

く
古
い
「
ダ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

の
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
、

　
四
打
消
の
助
動
詞
ン
・
ナ
イ
の
違
い

　
現
代
東
部
方
言
で
用
い
ら
れ
る
打
消
の
助
動
詞
「
ナ
イ
」
が
『
万
葉
集
』
東
歌
・

防
人
歌
に
見
え
る
「
ナ
フ
」
の
遥
か
な
後
喬
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
「
ナ
フ
」
に
つ
い
て
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
打
消
の
助
動
詞
が

上
代
に
お
い
て
、
西
部
方
言
「
ズ
・
ヌ
」
、
東
部
方
言
「
ナ
フ
」
と
対
立
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
部
方
言
に
お
い
て
も
打
消
の
助
動
詞
は

「
ズ
・
ヌ
」
で
あ
っ
て
、
「
ナ
フ
」
は
打
消
の
継
続
の
意
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
東
歌
・
防
人
歌
に
用
い
ら

れ
た
「
ズ
・
ヌ
」
と
「
ナ
フ
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
明
ら
か
に
な
る
。
打
消
の
助

動
詞
は
古
く
ナ
行
に
活
用
す
る
語
で
、
そ
の
未
然
形
に
「
ナ
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
継
続
の
意
を
表
わ
す
「
フ
」
が
つ
い
た
形
が
「
ナ
フ
」
で
あ
っ
た
。
西
部
方

言
で
は
、
ナ
行
に
活
用
す
る
語
形
が
次
第
に
衰
退
し
、
「
ニ
ス
」
か
ら
生
ま

（
注
2
0
）

れ
た
「
ズ
」
の
語
形
に
早
く
移
行
し
た
た
め
に
、
打
消
の
「
ナ
フ
」
を
生
み
出
す
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
部
方
言
で
は
、
古
く
「
ズ
＋
ア
リ
」
の
「
ザ
リ
」

に
よ
っ
て
打
消
の
継
続
を
表
わ
し
て
い
た
。
打
消
表
現
は
本
来
継
続
の
意
を
含
む
た

め
に
、
や
が
て
「
ナ
フ
」
「
ザ
リ
」
は
、
継
続
の
意
が
明
確
で
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
単
な
る
打
消
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
中
古
・
中
世
の
間
に

お
け
る
「
ナ
フ
」
の
動
静
は
資
料
が
な
い
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
連
用
・
連

体
・
已
然
形
に
用
い
ら
れ
た
「
ナ
へ
」
の
ハ
行
転
呼
音
形
「
ナ
エ
」
か
ら
転
じ
た
「
ナ

エ
」
　
（
昌
巴
⑦
）
が
、
中
世
に
生
じ
た
音
転
化
の
動
き
と
、
形
容
詞
「
ナ
イ
」
へ
の
類

推
に
よ
っ
て
「
ナ
イ
」
形
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
文
献
資
料
に
よ
っ
て
確
認

し
う
る
の
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
で
あ
っ
て
、
室
町
時
代
末
期
の
東
国
で
「
ナ

イ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
東
国
で

も
「
ヌ
」
も
併
用
さ
れ
て
い
た
。
東
部
方
言
の
「
ナ
イ
」
は
、
そ
の
淵
源
は
上
代
に
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

さ
か
の
ぼ
る
け
れ
ど
も
、
中
世
に
入
っ
て
、
旧
里
Φ
〉
昌
巴
の
音
韻
変
化
と
、
形
容

詞
の
活
用
に
類
推
し
て
「
ナ
イ
」
形
を
生
ん
で
は
じ
め
て
、
「
ヌ
（
ソ
）
」
に
対
抗
し

う
る
存
在
に
な
っ
た
は
ず
で
、
東
西
対
立
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
の
は
中
世
以
後
の

こ
と
と
見
ら
れ
る
。

　
㈲
命
令
形
ヨ
・
ロ
の
違
い

　
東
西
方
言
間
に
認
め
ら
れ
る
命
令
形
の
ヨ
と
ロ
と
の
違
い
は
、
早
く
上
代
に
存
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
正
し
い
な
ら
ば
、
そ
の
淵
源
は
古
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
東
歌
・
防
人
歌
に
は
～
ロ
形
と
と
も
に
～
ヨ
形
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

東上
豊代
方東亜寝せ為為
言葺けろ　よう
ヨ方ろ
・言（＿（（（
ロのニー一一一
の一「〇四四四四
違ロ・・…
いし四三三三三
がが四四三四五
ど現二九六九一
の代〇九九一七
i　一　V　V　X　N　V

二
〇
・
四
四
〇
五
）

一
四
二
二
四
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
「
ロ
」
が
現
代
方
言
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
西
部
方
言
ヨ
、

　
　
　
　
　
　
ロ
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
は
い

ま
だ
説
得
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
も
い
ま
だ
こ
の
問
題
を
解
く
こ
と

が
で
き
な
い
で
い
る
。

　
因
促
音
化
・
促
音
挿
入
語

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
東
西
方
言
間
の
違
い
に
基
層
語
が
か
か
わ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
西
部
に
母
音
を
好
む
人
が
住
ん
で
お
り
、
東
部
に
子
音

を
好
む
人
が
住
ん
で
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
下
行
動
詞
の
音
便
の
場

合
が
西
部
方
言
母
音
優
位
、
東
部
方
言
子
音
優
位
で
最
も
顕
著
に
対
立
し
て
い
る
事

象
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
対
立
が
生
じ
た
の
は
新
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
と
は
、

西
部
方
言
で
も
東
部
方
言
で
も
促
音
便
と
ウ
音
便
と
が
と
も
に
生
じ
て
お
り
、
そ
れ

が
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
西
部
方
言
ウ
音
便
、
東
部
方
言
促
音
便
と
い
う
別
の
道
を

歩
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
解
し
て
、
母
音
優
位
、
子
音
優
位
の
問
題
で
残
る
の
は
、

現
代
東
部
方
言
に
促
音
化
や
促
音
挿
入
語
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
オ
ッ
カ
ナ
イ
（
〈

オ
ホ
ケ
ナ
シ
）
、
オ
ト
ッ
ツ
ア
ン
（
〈
オ
ト
ウ
サ
ン
）
、
シ
ョ
ッ
パ
イ
（
〈
シ
ホ
ハ
ユ

シ
）
ウ
ッ
チ
ャ
ル
（
〈
ウ
チ
ヤ
ル
）
等
々
の
促
音
化
・
促
音
挿
入
形
が
注
目
さ
れ
て

き
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
は
、
東
部
方
言
の
人
た
ち
が
子
音
を
好
ん
で
い
る
の
で
は
な

く
、
促
音
を
好
ん
で
い
る
の
だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
東
部
の
人
が
促
音
を
好
む
の

は
、
古
く
か
ら
の
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
す
る
。

先
ず
資
料
に
つ
い
て
見
る
と
、
室
町
時
代
の
京
畿
で
成
立
し
た
抄
物
と
、
東
国
系
抄

物
と
に
つ
い
て
、
促
音
化
・
促
音
挿
入
語
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
間
に
違
い
は
全

く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
資
料
か
ら
す
る
と
、
東
部
方
言
の
人
た
ち
が
促
音
を

好
む
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
東

部
方
言
に
お
け
る
ハ
行
動
詞
の
音
便
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
東
部
方
言
に

お
い
て
は
、
オ
段
長
音
の
開
合
が
混
同
し
た
た
め
、
江
戸
時
代
以
降
、
ハ
行
動
詞
の

ウ
音
便
を
や
め
て
、
促
音
便
に
改
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
ウ
音
便
を
捨
て
て
、
促
音
便
に
切
り
か
え
て
い
っ
た
動
き
が
、
東
部

方
言
の
人
た
ち
に
、
長
音
形
を
促
音
形
に
改
め
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
「
オ
オ
ケ
ナ

イ
」
「
オ
ト
ウ
サ
ン
」
か
ら
「
オ
ッ
カ
ナ
イ
」
「
オ
ト
ッ
ツ
ア
ン
」
・
を
生
み
出
さ
せ
、

更
に
は
、
促
音
を
多
用
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
三
、
右
の
考
察
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と

　
以
上
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
か
か
わ
る
東
西
方
言
間
の
違
い
④
⑤
⑥
⑦
を
除
い
て
、
音

便
に
か
か
わ
る
違
い
①
②
③
と
そ
の
他
の
違
い
⑧
⑨
⑩
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
の
解
釈
を
述
べ
て
き
た
。
⑧
の
命
令
形
の
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ヨ
・
ロ
の
違
い
に
つ
い
て
い
ま
だ
解
釈
を
与
え
得
な
い
こ
と
が
心
残
り
で
あ
る
が
、

以
上
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
、
筆
者
鳳
次
の
四
つ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
と
思
う
。

　
第
一
は
、
東
西
方
言
の
違
い
は
、
あ
る
特
定
の
原
因
が
あ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
時
期
に
あ
る
特
定
の
原
因
が
あ
っ
て
、
二
つ

の
方
言
は
別
め
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
①
の
邪
行

動
詞
の
音
便
に
お
け
る
違
い
は
、
西
部
と
東
部
と
の
問
に
、
ウ
音
便
専
用
、
促
音
便
・

ウ
音
便
併
用
と
い
う
、
交
替
の
遅
速
に
よ
る
状
態
の
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
二
段

長
音
の
開
合
の
混
同
が
生
じ
た
た
め
に
、
生
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
②
の
形

容
詞
の
音
便
に
お
け
る
違
い
も
、
西
部
と
東
部
と
の
間
に
、
ウ
音
便
専
用
、
原
形
・

ウ
音
便
形
併
用
と
い
う
、
音
便
進
行
の
遅
速
に
よ
る
状
態
の
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、

オ
段
長
音
の
開
合
の
混
同
が
生
じ
た
た
め
に
、
生
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
③

の
東
部
方
言
が
促
音
化
・
促
音
挿
入
語
を
多
用
す
る
傾
向
は
、
①
の
邪
行
動
詞
の
音

便
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
以
後
、
・
東
部
方
言
に
お
い
て
、
ウ
音
便
を
捨
て
て
促
音
便

に
か
え
て
い
く
動
き
が
原
因
と
な
っ
て
、
生
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
た
。
⑨
の
断
定
の

助
動
詞
に
お
け
る
違
い
は
、
ヂ
に
破
擦
音
化
が
起
き
た
こ
と
が
原
因
で
、
そ
れ
が
起

き
た
時
、
東
部
方
言
で
は
ダ
と
ヂ
ャ
と
を
併
用
し
て
い
た
た
め
に
ダ
を
選
ぶ
こ
と
と

な
り
、
西
部
方
言
で
は
ヂ
ャ
専
用
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
ヂ
ャ
で
我
慢
す
る
し
が
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
⑩
の
打
消
の
助
動
詞
に
お
け
る
違
い
の
、
遠
因
は
、

東
部
方
言
に
お
い
て
打
消
の
助
動
詞
の
未
然
形
「
ナ
」
が
お
そ
く
ま
で
生
き
続
け
て

い
た
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
継
続
の
「
フ
」
が
つ
い
た
「
ナ
フ
」
が
、
中
世
に
入

っ
て
、
音
韻
変
化
と
形
容
詞
の
活
用
に
ひ
か
れ
た
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
「
ナ
イ
」
形

と
な
っ
た
こ
と
が
、
優
勢
で
あ
っ
た
「
ン
」
を
お
さ
え
て
、
打
消
の
助
動
詞
の
位
置

を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
確
認
し
た
い
こ
と
は
、
東
西
方
言
間
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ

生
じ
た
か
を
右
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
基
層
語
の
関
与

を
想
定
す
る
考
え
方
、
即
ち
、
西
の
人
が
母
音
を
好
み
、
東
の
人
が
子
音
を
好
む
と

い
う
考
え
方
は
妥
当
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
な

が
ら
、
こ
こ
で
、
念
の
た
め
に
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
う
言
う
時
、
筆

者
が
、
日
本
列
島
の
上
に
住
し
た
民
族
が
歴
史
を
通
じ
て
単
一
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
上

に
、
北
方
系
の
人
と
南
方
系
の
人
と
が
住
し
、
混
じ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
言
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
2
）

上
に
そ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
に
確
認
し
た
い
こ
と
は
、
東
西
方
言
の
違
い
が
生
じ
た
時
期
は
比
較
的
新
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
①
の
ハ
行
動
詞
の
音
便
、
②
の
形
容
詞
の
音
便
、
③
の
促

音
化
・
促
音
挿
入
語
に
お
け
る
違
い
は
、
単
玉
長
音
の
開
合
の
混
同
の
時
期
、
即
ち
、

江
戸
時
代
に
入
っ
て
生
じ
た
も
の
ど
考
え
ら
れ
る
。
⑨
の
断
定
の
助
動
詞
に
お
け
る

違
い
は
、
ヂ
の
破
擦
音
化
の
時
期
、
即
ち
室
町
時
代
後
期
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
⑩
の
打
消
の
助
動
詞
の
違
い
は
、
遠
因
は
上
代
に
存
す
る
け
れ
ど
も
、
東
部

方
言
に
お
い
て
「
ナ
イ
」
が
「
ン
」
よ
り
も
優
勢
に
な
る
の
は
、
形
容
詞
の
活
用
が

口
語
文
法
の
活
用
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
p
。
一
①
〉
巴
の
音
韻

変
化
が
盛
ん
に
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
中
世
以
降
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。
⑧
の
動
詞
の
命
令
形
の
ヨ
・
ロ
だ
け
が
上
代
か
ら
存
し
た
違
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
第
四
に
確
認
し
た
い
こ
と
は
、
古
い
形
を
も
つ
方
言
が
、
新
し
い
形
を
も
つ
方
言

の
あ
と
を
追
っ
て
、
い
つ
の
日
か
新
し
い
形
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
行
動
詞
の
音
便
に
つ
い
て
言
え
ば
、
促
音
便
が
早
く
成
立
し
た

古
い
形
、
ウ
音
便
が
お
く
れ
て
成
立
し
た
新
し
い
形
で
あ
る
か
ら
、
西
部
方
言
が
新

し
い
形
を
用
い
、
東
部
方
言
が
古
い
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
東

西
両
方
言
は
、
促
音
便
か
ら
ウ
音
便
へ
の
交
替
の
動
き
に
遅
速
の
差
を
生
じ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
オ
段
長
音
の
開
合
の
混
同
が
生
じ
た
た
め
に
、
異
な
る
道
を
歩
ま
ざ
る

を
得
ず
、
違
い
が
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
古
い
形
を
、
用
い
る
こ
と
に
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

な
っ
た
東
部
方
言
が
、
い
つ
の
日
か
新
し
い
形
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。
古
い
方
言
、
新
し
い
方
言
と
言
う
と
、
古
い
方
が
い
っ
か
遅
れ

て
新
し
い
形
に
な
る
よ
う
に
錯
覚
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
二
つ
の
方
言
が
、
同
じ
方

向
に
変
化
の
道
を
前
後
し
て
歩
ん
で
い
る
場
合
に
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
の
場

合
は
、
西
部
方
言
が
新
し
い
ウ
音
便
形
を
使
い
続
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

東
部
方
言
が
古
い
促
音
便
形
を
専
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
東
部
方

言
が
い
つ
の
日
か
ウ
音
便
形
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
、
も
し

こ
の
音
便
の
対
立
に
変
化
が
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
共
通
語
と
し
て
の
東
部
方
言

の
影
響
が
強
く
な
り
、
西
部
方
言
が
い
つ
の
日
か
ウ
音
便
形
を
捨
て
て
促
音
便
形
に

な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
語
教
育
に
お
け
る
共
通
語
教
育
が
進
ん
で
お
り
、
マ
ス
コ

ミ
の
発
達
が
い
ち
じ
る
し
い
現
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
影
響
関
係
に
よ
る
、

外
部
要
因
に
よ
る
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
古
い
形
を
用
い
て
い
る
方
言
が
、
内
的
変
化
に
よ
っ
て
い
つ

の
日
か
新
し
い
形
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
　
先
学
の
説
に
対
す
る
批
判

　
一
、
基
層
磁
極
一
馬
淵
博
士
説
・
馬
瀬
氏
説

　
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
生
じ
た
原
因
を
基
層
語
の
関
与
を
求
め
る
説
と
し

て
は
、
既
に
あ
げ
た
よ
う
に
馬
淵
博
士
説
と
馬
瀬
氏
説
老
が
あ
る
。
そ
の
主
張
す
る

と
こ
ろ
を
こ
こ
に
具
体
的
に
引
く
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
い
ず
れ
も
、
東
西
両
ア
ク

セ
ン
ト
の
違
い
を
、
基
層
語
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
右
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
東
西
間
に
違
い
の
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象
①
②

③
⑨
⑩
に
関
し
て
は
、
そ
の
生
起
に
基
層
語
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
東
西
の
違
い
も
基
層
化
が
関
与
し
た
と
は
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
3
）

れ
な
い
。
こ
の
方
向
の
考
察
は
有
効
で
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
服
部
四
郎
博
士
が

　
　
　
　
（
注
2
4
）

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
言
語
の
研
究
は
一
応
あ
く
ま
で
自
律
的
に
行
わ
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
自
身
の
基
準
に
従
っ
て
蓋
然
性
の
大
小
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
考
察
が
他
の
諸
科
学
の
研
究
結
果
と
矛
盾
し
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
後
者
に
ひ
か
れ
て
、
言
語
そ
の
も
の
の
研
究
に
お
け
る
判
断
を
誤
っ
て

は
な
ら
な
い
」
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
二
、
文
献
時
代
前
分
離
説
－
服
部
博
士
説

　
e
服
部
四
郎
博
士
説

　
服
部
四
郎
博
士
は
、
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
約
二
〇
〇
〇
年
の
昔
に
北
九
州
で

話
さ
れ
て
い
た
日
本
祖
語
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

　
博
士
は
、
は
じ
め
、
「
原
始
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』

法
政
大
学
出
版
会
　
一
九
五
一
・
一
二
）
に
お
い
て
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
『
類

聚
名
義
抄
』
の
ア
ク
セ
ン
ト
（
京
都
式
系
ア
ク
セ
ン
ト
）
と
が
、
原
始
日
本
語
か
ら

二
つ
に
分
か
れ
出
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
、
そ
こ
か
ら
「
無
理
な
く
説
明
で
き

（
注
2
5
）

る
」
「
原
始
日
本
語
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
推
定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
「
日
本
祖
語
に
つ
い
て
2
1
・
2
2
」
（
言
語
　
一
九
七
九
・
一
一
、
一
二
）

に
な
る
と
、
「
原
始
日
本
語
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
先
の
説
を
廃
棄
し
て
、

沖
縄
方
言
に
存
す
る
長
音
に
注
目
し
、
日
本
祖
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
と
し
て
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
6
）

る
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
想
定
さ
れ
た
。
金
田
一
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
服
部
博
士
の
説
の
特
徴
は
、
次
の
二
つ
の
考
え
方
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
1
、
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
激
し
く
相
違
対
立
す
る
二
つ
の
体
系
で
あ
る
と

　
　
い
う
考
え
に
立
っ
て
、
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
約
二
〇
σ
0
年
前
の
日
本
祖

　
　
語
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と

　
2
、
沖
縄
方
言
を
、
日
本
祖
語
に
近
い
姿
を
伝
え
る
方
言
と
見
て
、
日
本
祖
語
の

　
　
推
定
に
沖
縄
方
言
を
重
視
し
、
そ
こ
か
ら
、
日
本
祖
語
に
多
量
の
長
母
音
が
存

　
　
し
た
と
推
定
さ
れ
た
こ
と

服
部
博
士
に
よ
れ
ぽ
、
日
本
祖
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
は
、
二
音
節
名
詞
に
つ
い
て
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見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
以
上
の
諸
点
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ぽ
、
日
本
祖
語
の
2
音
節
名
詞
に
は
『
類

　
　
聚
名
義
抄
』
の
5
類
の
区
別
に
対
応
す
る
5
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
区
別
が
あ
っ

　
　
た
、
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
そ
れ
で
は
そ
の
お
の
お
の
は
、
ど
の
よ
う

　
　
な
ア
ク
セ
ン
ト
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
語
諸
方
言
の
す
べ
て
に
つ
い
て
精

　
　
密
な
研
究
を
行
な
っ
た
上
で
な
い
と
、
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
さ
し
あ

　
　
た
り
次
の
想
定
を
公
に
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
「
第
↓
類
」
と
「
第
二
類
」
は
高
く
始
ま
り
、
「
第
三
類
」
「
第
四
類
」
「
第

　
　
五
類
」
は
低
く
始
ま
る
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
第
四
・
五
類
の

　
　
ω
」
の
全
部
お
よ
び
「
同

　
　
じ
く
②
」
の
一
部
分
の
　
　
（
表
9
）
日
本
語
祖
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
推
定

　
　
単
語
の
第
－
音
節
母

　
　
音
、
さ
ら
に
「
第
三
類
」

　
　
の
大
部
分
の
単
語
の
第

　
　
2
音
節
母
音
は
長
く
か

　
　
つ
低
く
始
ま
っ
た
の

　
　
で
、
そ
こ
に
“
ア
ク
セ

　
　
ン
ト
の
山
”
が
で
き
る

　
　
可
能
性
は
ど
の
方
言
で

　
　
も
持
っ
て
い
た
。
故
に

　
　
「
甲
種
ア
ク
セ
ン
ト
」

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
の
四
周
の
方
々
の
「
乙

　
　
〃
種
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
諸

　
　
方
言
で
、
そ
う
い
う
変

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む

　
　
化
が
独
立
に
起
こ
っ
た

　
　
と
し
て
も
不
自
然
で
は

な
い
（
琉
球
諸
方
言
の
状
態
参
照
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
乙
種
ア
ク
セ
ン
ト

方
言
で
「
第
三
類
ノ
ω
」
が
他
の
「
第
三
類
一
般
」
に
合
流
し
、
「
第
四
・
五

類
ノ
②
」
が
「
第
四
・
五
類
ノ
ω
」
に
合
流
し
た
一
と
言
わ
れ
て
い
る
一

の
は
、
こ
の
両
群
の
間
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
相
違
が
あ
り
、
お
の
お
の
の
群
の
中

に
は
類
似
点
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
第
一
類
」
と
「
第
二
類
」

と
は
高
く
始
ま
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
た
の
で
、
琉
球
諸
方
言
、
九
州
方

言
の
一
部
、
東
北
方
言
の
一
部
、
島
根
方
言
の
一
部
な
ど
で
、
両
者
が
合
流
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
第
二
類
」
の
第
2
音
節
の
母
音
は
恐
ら
く
長
く

か
つ
低
く
始
ま
っ
た
た
め
に
、
「
乙
種
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
の
一
部
）
で
こ
こ
に
“
ア

（
服
部
博
士
説
、
金
田
一
博
士
再
構
、
原
表
横
組
み
）

類
語

語
　
例

私
　
見

服
　
　
部
　
　
博
　
　
士
　
　
の
　
　
お
　
　
考
　
　
え

音
　
調

分
類

語
音
上
の
制
限

第
1
音
節
の
音
調

第
2
音
節
の
音
調

推
定
さ
れ
る
具
象
的
な
音
調

1

鼻
。
風
。

カ
　
ゼ

全

〔
高
く
始
ま
る
〕

　
　
一
　
　
　
／
カ
　
ゼ
　
カ
　
ゼ
？
　
　
両
音
節
と
も
長
い
こ
と
も

2

別
　
卜

ω

騒
儲
占
局

長
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
キ
ー
バ
ー
　
キ
ー
パ
ー
？

音
。
橋
。

ほ
と
ん
ど

し
な

〔
短
い
〕

い
長

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
オ
ト
ー
　
オ
ト
ー
？

3

甕
。
蚤
。

ヤ
　
　
マ

ω

長
　
い

る
縁
磁
低

　
　
　
　
　
ー
カ
ー
め
一
　
カ
ー
め
一
？

花
。
山
。

一
般

〔
短
い
〕

　
　
　
一
　
　
　
　
　
＼
ヤ
マ
ー
　
　
ヤ
マ
ー
り
・
　
ヤ
マ
ー
？
・

舟
。
中
。

ω

長
　
い

　
ー
ナ
…
カ
　
ナ
ー
カ
？
　
　
　
第
2
音
節
長
い
こ
と
も

4

笠
。

ナ
　
刺

ω

a
で
終
る

ー
カ
ー
サ
ー
　
カ
ー
サ
ー
？

馨
。
粕
。

a
以
外
で
終
る

る
ま
始
く
低

〔
短
い
〕

留
長

ー
ノ
ミ
i
？
．

声
。
蔭
。

弓
手

ω

な
　
　
し

長
　
い

る
ま
旧
く
高

　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
コ
ー
ゑ
　
　
コ
ー
ゑ
？
　
　
コ
ー
ゑ
？
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
／
コ
ー
ゑ
？
　
コ
ー
ゑ
？
　
　
第
2
音
節
長
い
こ
と
も

5

（
鮒
？
）

②

a
で
終
る

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
フ
ー
ナ
ー
）
　
（
フ
ー
ナ
ー
）
？
　
（
フ
ー
ナ
ー
）
？

汗
。
雨
。

a
以
外
で
終
る

〔
短
い
〕

留
長

i
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ー
ア
め
一
　
ア
め
一
？
　
ア
め
i
？
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
ク
セ
ン
ト
の
山
”
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
（
こ
う
い
う
変
化
が
起
こ
り
得

　
　
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
徳
之
島
亀
津
方
言
の
第
三
表
の
単
語
を
比
較
）
。
（
日
本

　
　
祖
語
に
つ
い
て
2
2
　
一
一
〇
頁
）

　
金
田
一
博
士
に
よ
れ
ぽ
、
服
部
博
士
の
想
定
さ
れ
て
い
る
日
本
祖
語
に
お
け
る
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
7
）

音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
は
表
9
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
多

量
の
長
母
音
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
口
服
部
博
士
説
の
問
題
点

　
右
に
服
部
説
の
特
徴
を
二
点
に
ま
と
め
た
が
、
こ
の
説
の
問
題
点
も
、
こ
の
二
点

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
注
目
し
て
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
分

離
の
時
期
を
推
定
さ
れ
た
金
田
一
・
奥
村
三
雄
両
博
士
の
説
が
あ
っ
て
、
そ
の
分
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
8
）

の
時
期
の
新
し
い
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
第
一
節
で
確
認
し
た
第
三
の

点
か
ら
も
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
生
じ
た
時
期
を
新
し
い
と
見
る
説
が
妥
当
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
2
に
つ
い
て
は
、
金
田
一
博
士
に
よ
っ
て
、
沖
縄
方
言
に
認
め
ら
れ
る
多
量

の
長
音
を
九
州
方
言
に
連
続
す
る
も
の
と
し
て
、
新
し
く
生
じ
た
も
の
と
見
る
説
が

　
　
　
　
　
　
（
注
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
0
）

提
出
さ
れ
て
お
り
、
平
山
輝
男
博
士
も
こ
れ
を
支
持
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
注
1
旧

稿
に
お
い
て
金
田
一
博
士
説
に
つ
く
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
。
金
田
↓
博
士
の
こ
の
論

の
背
後
に
は
、
博
士
の
、
沖
縄
方
言
を
日
本
祖
語
の
姿
を
と
ど
め
る
古
い
方
言
と
は

見
な
い
考
え
方
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
筆
者
も
拙
著
『
鐘
罰
塒
三
半
た
日
本
語
音
韻
史
』

に
お
い
て
、
沖
縄
方
言
の
ハ
無
音
の
P
音
も
三
母
音
化
傾
向
も
、
京
畿
の
中
世
語
の

状
態
か
ら
生
じ
た
も
の
と
認
め
た
。
現
代
沖
縄
方
言
に
認
め
ら
れ
る
長
音
は
、
日
本

祖
語
の
姿
を
と
ど
め
る
も
の
と
は
見
な
い
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
三
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
祖
心
癖
i
ラ
ム
ゼ
イ
博
士
説

　
こ
の
説
は
、
『
類
聚
名
義
抄
』
に
記
録
さ
れ
た
声
点
、
平
声
と
上
声
と
を
、
定
説

と
は
逆
に
前
者
を
高
い
ピ
ッ
チ
を
表
わ
す
も
の
、
後
者
を
低
い
ピ
ッ
チ
を
表
わ
す
も

の
と
解
し
て
、
『
類
聚
名
義
抄
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
東
京
式
ア
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
1
）

セ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
が
全
く
成
り
立
ち

　
　
　
　
　
（
注
3
2
）

得
な
い
こ
と
は
、
『
日
本
書
紀
』
か
ら
推
定
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
大
和
の
ア
ク
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
3
）

ト
が
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
一
点
を
と
っ
て
み
て
も
明
白
で
あ

る
。
『
類
聚
名
義
抄
』
の
声
点
、
平
声
・
上
声
の
調
値
は
金
田
一
春
彦
博
士
が
推
定

　
（
注
3
4
）

さ
れ
た
よ
う
に
、
前
者
低
・
後
者
高
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
ラ
ム
ゼ
イ
説
の
発
想
の
根
底
に
は
、
金
田
一
博
士
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

が
古
い
と
す
る
説
に
対
し
て
、
新
し
い
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
が
、
東
西
に

分
か
れ
て
い
く
つ
も
の
地
域
で
、
互
い
に
関
係
な
く
起
こ
っ
た
の
は
不
自
然
で
あ
る

と
す
る
考
え
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
不
自
然
で
な
い
こ
と
は
次
節
金
田
一
博
士

説
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。

　
四
、
院
政
時
代
以
後
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
祖
形
説
－
金
田
一
博
士
説

　
e
金
田
一
博
士
説

　
第
二
節
三
で
確
認
し
た
四
つ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
第
三
節
一
で
は
基
層
語
の
関
与

を
想
定
す
る
説
の
妥
当
で
な
い
こ
と
を
論
じ
、
二
で
は
文
献
時
代
前
分
離
説
の
妥
当

で
な
い
こ
と
を
論
じ
、
三
で
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
祖
母
説
の
妥
当
で
な
い
こ
と
を

論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
基
層
語
の
関
与
を
想
定
せ
ず
、
分
離
の
時
期

を
比
較
的
新
し
い
も
の
と
見
て
お
ら
れ
る
金
田
一
博
士
説
が
、
最
も
蓋
然
性
の
高
い

説
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
研
究
は
そ
の
方
向
で
進
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　
金
田
一
博
士
の
説
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
院
政
時
代
以
後
の
京
阪
式
ア
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
5
）

ン
ト
か
ら
生
じ
た
と
す
る
も
の
で
、
起
き
た
変
化
を
表
1
0
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
も
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セ
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い
て

東西両方言の対応関係

i和歌山）　（甲府）
語　　　　　　　彙

名義抄の

Aクセント

補忘記の

Aクセント

（1） ●●一〇●

第一類2拍名詞　　　　　　　　　　例「竹」

謌齬ﾞ2拍動詞の連体形　　　　　　例「置く」

謌齬ﾞ1拍名詞　＋“が”“は”　　例「蚊が」

上上

i●●）

徴徴

i●●）

第一類1拍名詞　＋“も”“へ”　　例「蚊も」
（2） ●○一〇● 第二類1拍名詞　＋1拍助詞　　　　例「葉が」

謌齬ﾞ一段2拍動詞　＋“て”　　　例「寝て」
上平
i●○）

徴角

第二類2拍名詞　　　　　　　　　例「音」 （●○）

（3） ●○一〇●’ 第一類2拍動詞の命令形　　　　　　例「置け」

第三類2拍名詞　　　　　　　　　例「花」 平平

第四類2拍名詞　　　　　　　　　　例「笠」

（4） 0●一●○
第二類2拍動詞の連体形　　　　　　例「書く」

uよい」類2拍形容詞の連体形　　　例「よい」 晶晶 晶晶

第三類1拍名詞　＋“が”“は”　　例「手が」 （○●） （○●）

（5） ○●’一●○
第五類2拍名詞　　　　　　　　　　例「雨」

謫�ﾞ2拍動詞の命令法　　　　　　例「書け」

「形」類3拍名詞　　　　　　　　例「形」

（6） ●●●一〇●●
第一類3拍動詞の連体形　　　　　　例「上る」

謌齬ﾞ2拍名詞　＋“が”“は”　　例「竹が」

上上上

i●●●）

徴徴徴

i●●●）

第一類1拍名詞　＋“から”　　　例「蚊から」

第一類3拍形容詞の連体形　　　　　例「赤い」
（7） ●●○一〇●● 同形容詞の副詞形　　　　　　　　例「赤く」

第一類2拍名詞　＋“も”“へ”　　例「竹へ」 上上平

「小豆」類3拍名詞　　　　　　　例「小豆」 （●●○） 徴徴角

第一類四段3拍動詞の命令形　　　例「当たれ」 （●●○）

（8） ●●○一〇●● 第一類3拍形容詞の終止形　　　　　例「赤い」

「頭」類3拍名詞、　　　　　　　例「頭」
平平平

i○○○）

「二十歳」類3拍名詞　　　　　　例「二十歳」 上平平
第二類2拍名詞　＋1拍助詞　　　　例「音が」 （●○○）

第一類2拍動詞　＋“な”“ぽ”　例「置けば」

（
9
） ●○○一〇●○

第一類1拍名詞　＋“より”“まで”例「蚊より」

謫�ﾞ1拍名詞　＋2拍助詞　　　例「葉さえ」

上平上

i●○●） 徴角角

i●○○）

「命」類3拍名詞　　　　　　　　　例「命」

第二類3拍動詞の連体形　　　　　例「動く」 平平上

第二類3拍形容詞の連体形　　　　例「白い」 （00●）

第三類2拍名詞　＋“が”“は”　　例「花が」

「兎」類3拍名詞　　　　　　　　　例「兎」

（1の ○○●一●○○
「歩く」類3拍動詞の連体形　　　　例「歩く」

謗l類2拍名詞　＋“が”“は”　　例「笠が」

平上上

i○●●）

角徴徴

i○●●）

第三類1拍名詞　＋“から”　　　例「手から」

「兜」類3拍名詞　　　　　　　　　例「兜」

第二類3拍形容詞の副詞形　　　　　例「白く」
（
l
l
） 0●○一●○○

第二類一段3拍動詞　＋“て”　　例「掛けて」

謫�ﾞ四段2拍動詞　＋“ぽ”　　例「書けば」

平上平

i○●○）

角徴角

i○●○）

第五類2拍名詞　＋“が”“は”　　例「雨が」

第四類2拍名詞　＋“も”“へ”　　例「笠も」

（1勾

●○一●○
「よい」類2拍形容詞の副詞形　　　例「よく」

謫�ﾞ一段2拍子詞　＋“て”　　　例「見て」

去　平

i○●○）

徴　角

i●○）

（備考）　（2）と（7）は文末に立たぬ語。（3）と（8）は文末に立ちうる語。（4）と（5）は『名義抄』時代ある種の助

　　　　詞が付いた場合，差異の有無未詳。（ゆの語彙のうち，「兎」類3拍名詞は甲府で○●●型の

　　　　ことが多い。（12）の丁丁は，『名i義抄』時代は3寸寸であった。

（
表
1
0
）
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
対
応
表
（
金
田
一
博
士
）
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

の
と
さ
れ
た
。
な
お
、
『
日
本
の
方
言
』
の
補
注
で
は
、
下
降
調
に
関
し
て
、
次
の

補
訂
を
加
え
ら
れ
た
。

　
　
㈲
㈲
の
語
彙
の
間
に
は
、
○
●
▼
型
　
対
0
0
▼
型
と
い
う
別
が
あ
っ
た
。

　
　
㈹
の
語
彙
の
う
ち
「
赤
い
」
の
連
体
形
は
●
●
e
型
で
、
そ
れ
が
室
町
時
代
ま

　
　
で
の
間
に
●
●
○
型
に
合
流
し
た
。
㈲
の
「
白
い
」
の
連
体
形
は
○
O
e
型
で

　
　
あ
っ
た
。
ω
の
「
雨
が
」
は
○
●
●
型
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
掛
け
て
」
も
そ

　
　
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
㈹
の
語
は
θ
○
型
と
す
べ
き
だ
っ
た
。

　
下
降
調
・
上
昇
調
を
加
え
た
表
は
『
日
本
語
の
歴
史
5
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
博
士
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
内
輪
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
・
中
輪
東
京
式
ア

ク
セ
ン
ト
・
外
輪
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
分
け
ら
れ
る
が
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
分

離
の
具
体
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
中
輪
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
属
す
る
甲
府
ア
ク

セ
ン
ト
と
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
対
象
に
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
お
い

て
も
動
輪
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
。

　
博
士
は
表
1
0
の
よ
う
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
力
を
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

∩
い
¢

2
　
3
　
7
　
8
　
0
」

の
の
①
，
⇒

こ
の
語
頭
が
隆
起
す
る
形
は
、

に
、
前
部
要
素
か
ら
の
続
き
で
生
じ
や
す
い
形
で
も
あ
っ
た
。

掲
出
金
田
一
論
文
②

第
一
拍
か
ら
高
く
発
音
す
る
こ
と
は
労
力
を
伴
う
の
で
、
語
頭

が
低
下
し
た
。

高
い
発
音
は
労
力
を
伴
う
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
退
し

た
。

一
旦
、
一
種
の
労
力
の
節
約
を
図
っ
て
、
直
前
の
拍
（
の
高
さ
）

に
同
化
（
○
●
↓
0
0
、
0
0
●
↓
○
○
○
、
O
●
○
↓
○
○

●
）
し
た
後
、
明
晰
な
発
音
を
し
ょ
う
と
し
て
、
語
頭
が
隆
起

し
た
（
0
0
↓
●
○
、
○
○
○
↓
●
○
○
、
○
○
●
↓
●
○
●

　
　
　
（
注
3
6
）

↓
●
○
○
）
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
語
が
複
合
語
の
後
部
要
素
に
立
っ
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
第
一
節

　
　
　
（
『
日
本
語
音
韻
の
研
究
』
三
二
七
頁
）
・
④
二
四
六

頁
）
・
⑤
（
『
日
本
の
方
言
』
＝
一
六
頁
）
で
は
、
三
重
県
南
牟
婁
郡
阿
田
和

（
注
3
7
）

町
の
方
言
の
例
を
と
っ
て
、
複
合
語
に
お
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
タ
キ
が
一
音
節

後
へ
す
べ
っ
て
い
る
こ
と
の
方
を
重
視
さ
れ
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
タ
キ
が

規
則
的
に
］
音
節
ず
つ
後
へ
す
べ
っ
た
の
が
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
。

　
コ
ノ
　
コ
ソ
ナ
　
　
　

ソ
ラ
（
空
）
ハ
シ
（
箸
）

　
コ
ノ
ソ
ラ
　
コ
ン
ナ
ハ
シ

⇔
金
田
一
博
士
説
の
問
題
点

1
、
先
学
の
批
判

ω
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
法
則

金
田
一
博
士
の
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
管
見
に
入
っ
た
。

　
都
竹
通
年
雄
「
標
準
語
確
立
の
た
め
に
」
（
国
語
学
会
式
『
方
言
学
概
説
』
武

　
　
　
　
　
　
蔵
野
書
院
　
一
九
六
二
・
一
一
）
四
〇
二
頁
。

　
山
口
幸
洋
　
　
「
能
登
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
国
語
学
5
6
　
一
九
六
四
・
三
）

　
馬
淵
和
夫
　
　
「
上
代
」
（
前
掲
）

　
馬
淵
和
夫
　
　
『
日
本
語
音
韻
論
』
（
前
掲
）

　
都
竹
通
年
雄
「
東
西
方
言
の
違
い
は
ど
う
し
て
で
き
た
か
」
（
前
掲
）

　
徳
川
宗
賢
　
「
方
言
地
理
学
と
比
較
方
言
学
」
（
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
誌
1
7
　
一
九
七
四
・
四
）
（
徳
川
『
方
言
地
理
学
の
展
開
』
（
ひ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
8
）

　
　
　
　
　
　
じ
書
房
　
↓
九
九
三
・
一
〇
）
に
収
め
る
）

こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
は
、
金
田
一
博
士
に
次
の
反
論
が
あ
る
。

　
金
田
一
春
彦
「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
発
生
の
問
題
点
　
　
都
竹
・
山
口
両
氏
の

　
　
　
　
　
　
所
論
を
読
ん
で
一
」
（
前
掲
、
都
竹
6
2
・
山
口
両
論
文
に
対
す

　
　
　
　
　
　
る
反
論
）

　
金
田
一
春
彦
「
東
西
方
言
の
違
い
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
前
掲
、
都
竹
7
1
に
対
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す
る
反
論
）

筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
本
質
に
か
か
わ
る
批
判
は
、
金
田
一
博
士
の
提
示
さ
れ
た
ア

ク
セ
ン
ト
変
化
の
法
則
そ
の
も
の
と
そ
の
適
用
の
し
か
た
と
に
対
す
る
、
徳
川
氏
の

批
判
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
徳
川
氏
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
金
田
一
博
士
の
論
文
、

　
　
比
較
方
言
学
と
方
言
地
理
学
（
国
語
と
国
文
学
　
一
九
七
三
・
六
）

　
　
隠
岐
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
　
　
比
較
方
言
学
の
実
演
の
一
例
と
し
て
（
服
部
四

　
　
　
郎
先
生
退
官
記
念
論
文
集
『
現
代
言
語
学
』
　
一
九
七
二
・
三
）
、
『
日
本
の

　
　
　
方
言
』
に
収
め
る
）

を
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
、
金
田
一
博
士
が
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
生

じ
た
経
緯
を
説
明
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
法
則
に
つ
い
て
の
批

判
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
先
ず
、
右
の
二
論
文
に
お
い
て
金
田
一
博
士
が
説
か
れ
て
い
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化

の
法
則
の
う
ち
、
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
の
生
起
に
直
接
か
か
わ
る
部
分
を
見

て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
徳
川
氏
に
な
ら
っ
て
重
複
を
い
と
わ
ず
、
二
論
文
か

ら
引
く
。

　
〔
3
〕
ア
ク
セ
ン
ト
の
規
則
的
変
化
は
、
発
音
の
困
難
な
型
か
ら
発
音
の
容
易
な

　
　
　
型
へ
と
い
う
方
向
で
行
わ
れ
る
（
1
1
発
音
容
易
化
の
法
則
）
。
す
な
わ
ち

　
　
　
ω
一
つ
の
型
の
一
つ
の
拍
の
高
さ
は
直
前
の
拍
と
同
じ
高
さ
に
な
ろ
う
と
す

　
　
　
る
（
睡
同
化
の
法
則
）
。
②
語
頭
に
高
の
拍
が
続
く
場
合
、
最
初
の
高
は
低

　
　
　
に
な
ろ
う
と
す
る
（
h
語
頭
低
下
の
法
則
）
。
㈹
一
つ
の
型
の
タ
キ
は
後
の

　
　
　
拍
に
移
ろ
う
と
す
る
（
1
ー
タ
キ
後
退
の
法
則
）
。
ω
下
降
調
の
拍
は
高
平
調

　
　
　
の
拍
に
な
ろ
う
と
し
、
上
昇
調
の
拍
は
低
平
調
の
拍
に
な
ろ
う
と
す
る
（
1
1

　
　
　
平
調
化
の
法
則
）
。

　
〔
法
則
3
〕
一
群
の
語
彙
に
関
し
て
、
甲
方
言
と
乙
方
言
と
の
間
に
次
の
よ
う
な

　
　
　
対
立
が
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
語
群
に
関
し
て
は
甲
方
言
の
方
が
古
い
姿
、

　
乙
方
言
の
方
が
新
し
い
姿
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
ω
甲
方
言
で
は
一
つ
の

　
拍
が
高
、
次
の
拍
が
低
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
（
あ
る
い
は
低
高
に
な

　
　
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
）
、
乙
方
言
で
は
そ
の
拍
も
次
の
拍
も
高
（
そ
の
拍

　
も
次
の
拍
も
低
）
に
な
っ
て
い
る
場
合
。
（
1
1
高
さ
の
同
化
の
法
則
）
　
ω

　
甲
方
言
で
第
一
拍
が
高
、
第
二
拍
も
高
で
あ
る
語
彙
が
、
乙
方
言
で
第
一
拍

　
が
低
、
第
二
拍
が
高
で
あ
る
場
合
。
（
日
語
頭
低
下
の
法
則
）
　
㈹
乙
方
言

　
　
の
方
が
甲
方
言
よ
り
も
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
一
つ
あ
と
の
拍
に
あ
る
場
合
。

　
　
（
目
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
後
退
の
法
則
）

〔
4
〕
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
は
、
有
坂
博
士
の
い
わ
れ
る
盆
点
的
機
能
が
よ
く
発
揮

　
さ
れ
る
型
へ
と
い
う
方
向
に
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
語
頭
に
低
の
拍
が

　
続
く
場
合
、
最
後
の
低
を
除
き
高
に
変
化
し
よ
う
と
す
る
（
”
語
頭
隆
起
の

　
法
則
）
。
ω
一
つ
の
型
に
二
つ
の
山
が
あ
る
場
合
、
後
の
山
は
消
滅
し
よ
う

　
と
す
る
（
1
1
山
の
一
元
化
の
法
則
）
。
㈹
語
頭
の
タ
キ
、
語
末
の
タ
キ
は
消

　
失
し
よ
う
と
す
る
（
n
タ
キ
消
失
の
法
則
）
。

〔
法
則
4
〕
一
群
の
語
に
関
し
て
甲
方
言
と
乙
方
言
と
の
間
に
次
の
よ
う
な
対
立

　
が
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
し
て
甲
方
言
の
方
が
古
い

　
姿
、
乙
方
言
の
方
が
新
し
い
姿
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
ω
甲
方
言
雪
占
…

　
　
…
型
、
低
低
低
…
型
で
あ
る
語
彙
が
、
乙
方
言
で
高
低
…
型
、
高
低
低
…
型
、

　
高
高
低
…
型
な
ど
に
な
っ
て
い
る
場
合
。
（
目
語
頭
隆
起
の
法
則
）
　
ω
甲

　
方
言
で
は
二
か
所
に
山
が
あ
る
場
合
に
、
乙
方
言
で
は
そ
の
う
ち
一
方
し
か

　
　
な
い
場
合
。
（
昨
山
の
一
元
化
の
法
則
）
　
こ
の
場
合
、
後
の
山
の
方
が
消

　
　
え
る
の
が
定
石
で
あ
る
。
㈲
甲
・
乙
両
方
言
と
も
同
じ
音
調
を
も
つ
が
、
甲

　
方
言
で
は
語
頭
ま
た
は
語
尾
に
滝
が
あ
り
、
乙
方
言
で
は
滝
を
欠
く
場
合
。

　
　
（
け
滝
消
失
の
法
則
）
。

こ
の
法
則
に
対
し
て
、
徳
川
氏
は
、
先
ず
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
そ
の
輪
郭
が
『
方
言
学
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
概
説
』
5
0
ペ
ー
ジ
に
便
利
な
図
表
と
し
て
出
て
い
て
、
私
も
利
用
さ
せ
て
も
ら

　
　
う
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ま
こ
の
通
則
一
般
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
意
見
を
述
べ

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
金
田
一
氏
の
学
殖
を
信
頼
す
る
と
い

　
　
う
ほ
か
に
い
た
し
か
た
が
な
い
。
真
の
批
、
評
が
で
き
る
の
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
史

　
　
全
般
と
、
全
国
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
広
く
ま
た
詳
し
い
知
識
を
持
っ
て

　
　
い
る
人
以
外
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
八
一
頁
）

そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
「
た
だ
し
、
以
上
の
通
則
が
古
今
東
西
を
通
じ
て
普
遍
的
な

も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
一
抹
の
不
安
が
あ
る
。
」
（
八
一
頁
）
と
し
て
、
次
の

問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
た
と
え
ぽ
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
メ
キ
シ
コ
型
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
型
へ
、

　
　
す
な
わ
ち
語
識
別
の
機
能
の
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
語
統
成
の
機
能
を
発
揮
す

　
　
る
ア
ク
セ
ン
ト
へ
と
変
化
し
た
、
と
い
う
論
文
（
金
田
一
春
彦
「
古
代
ア
ク
セ

　
　
ン
ト
か
ら
近
代
ア
ク
セ
ン
ト
へ
」
『
国
語
学
』
2
2
集
　
一
九
五
五
年
九
月
）
を

　
　
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
〔
4
〕
は
、
古
代
ア
ク
セ
ン
ト
で
は

　
　
あ
ま
り
活
躍
せ
ず
、
近
代
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
特
に
目
立
つ
な
ど
と
い
う
こ

　
　
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
と
も
思
っ
て
み
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は

　
　
思
い
付
き
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
た
だ
、
〔
3
〕
〔
4
〕
〔
法
則
3
・
4
〕
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
適
用
で
き
る
の

　
　
は
、
二
つ
の
現
象
が
地
理
的
に
隣
接
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
、
地
理
的
環

　
　
境
を
考
慮
す
る
と
い
う
条
件
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
は
思
う
。
こ
の
点

　
　
で
も
〔
1
〕
〔
5
〕
〔
6
〕
〔
7
〕
な
ど
と
こ
の
〔
3
〕
〔
4
〕
が
異
質
の
も
の
で

　
　
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
（
〔
2
〕
も
そ
の
点
で
は
〔
3
〕
〔
4
〕
に
近
い
？
）
。

　
　
　
た
と
え
ぽ
、
〔
甲
〕
●
○
0
0
、
〔
乙
〕
○
●
0
0
が
あ
っ
て
、
こ
の
通
則
を

　
　
字
句
通
り
適
用
す
れ
ぽ
、
〔
甲
〕
が
古
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
あ
ら
ゆ
る

　
　
場
合
、
〔
甲
〕
V
〔
乙
〕
と
す
る
の
で
は
な
い
と
思
う
。

　
　
　
〔
丙
〕
●
○
○
、
〔
丁
〕
0
●
○
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ

　
　
る
。
金
田
一
氏
も
隠
岐
ア
ク
セ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
五
箇
村
の
●
○
○
と
出
雲

　
　
の
○
●
0
と
の
関
係
を
、
●
○
○
（
共
通
中
国
・
雲
伯
）
〉
○
●
○
（
出
雲
）

　
　
〉
○
●
●
（
共
通
隠
岐
）
〉
○
○
●
〉
●
0
●
V
●
0
0
（
五
箇
村
）
と
い
っ

　
　
た
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
で
結
び
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
共
通
隠
岐
の
●
0
0
と
共

　
　
通
中
国
の
○
●
○
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
○
●
○
（
共
通
中
国
）
〉
○
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
〉
○
○
●
〉
●
○
○
〉
●
0
0
（
共
通
隠
岐
）
の
よ
う
な
↓
見
ま
わ
り
く
ど
い

　
　
過
程
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
八
一
頁
）

　
引
用
後
者
の
前
半
部
分
に
は
、
疑
問
の
一
つ
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即

ち
、
〔
4
〕
・
法
則
4
は
、
古
代
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
あ
ま
り
活
躍
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
後
者
の
引
用
の
後
半
部
分
で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
法
則
を
認
め
た
と

し
て
も
、
そ
の
適
用
の
し
か
た
に
よ
っ
て
、
推
定
さ
れ
る
変
化
の
経
路
が
い
ろ
い
ろ

に
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
対
す
る
徳
川
氏
の
批
判
は
、
徳
川
論

文
の
前
の
方
に
既
に
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
引

用
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
氏
に
よ
る
と
、
あ
と
で
本
章
九
節
に
詳
し
く
引
用
す
る
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ン

　
　
ト
変
化
に
は
お
の
ず
か
ら
方
向
が
あ
る
と
い
う
。
で
た
ら
め
に
変
化
す
る
わ
け

　
　
で
は
な
い
。
た
と
え
ぽ
、
○
●
●
型
は
○
○
●
型
に
変
化
す
る
が
、
突
然
●
○

　
　
○
型
に
変
化
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
●
○
○
型
は
●
●
0
型
か
○

　
　
●
○
型
に
変
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
急
に
○
○
●
型
や
●
○
●
型
に
変
化

　
　
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
（
『
方
言
学
概
説
』
5
0
ペ
ー
ジ
に
便
利
な
図

　
　
式
が
出
て
い
る
）
。

　
　
　
こ
の
考
え
を
利
用
し
て
、
金
田
一
氏
の
い
う
近
畿
ア
ク
セ
ン
ト
（
高
知
ア
ク

　
　
セ
ン
ト
）
、
共
通
隠
岐
ア
ク
セ
ン
ト
（
隠
岐
ア
ク
セ
ン
ト
の
原
形
、
金
田
一
論

　
　
文
に
よ
る
）
、
共
通
雲
伯
ア
ク
セ
ン
ト
（
雲
斗
ア
ク
セ
ン
ト
の
原
形
、
『
現
代
言

　
　
語
学
』
の
論
文
に
よ
る
）
、
共
通
中
国
ア
ク
セ
ン
ト
（
中
国
主
流
ア
ク
セ
ン
ト
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白
書

1皿皿V

の
原
形
、
金
田
一
論
文
に
よ
る
）
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
案

も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　
金
田
一
論
文
で
は
、
第
－
類
は
、
共
通
中
国
方
言
の
○
●
●
か
ら
○
○
●
〉

●
○
●
〉
●
0
0
と
変
化
し
て
、
○
●
○
と
い
う
共
通
隠
岐
方
言
に
な
っ
た
の

だ
と
い
う
。
私
は
、
逆
に
共
通
隠
岐
方
言
を
先
に
立
て
て
○
●
○
＞
0
●
●
と

し
て
み
た
。
第
豆
・
皿
類
に
し
て
も
、
金
田
一
氏
は
、
共
通
中
国
方
言
か
ら
共

通
隠
岐
方
言
ま
で
○
●
○
＞
0
●
●
＞
0
0
●
〉
●
○
●
〉
●
○
○
と
い
う
経

路
を
た
ど
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
、
共
通
隠
岐
方
言
●
0
0
か
ら

す
ぐ
に
共
通
中
国
方
言
○
●
○
が
出
た
と
し
て
し
ま
う
。
第
W
・
V
類
は
、
金

田
一
氏
が
●
○
○
〉
○
●
0
＞
○
●
●
と
す
る
の
に
対
し
て
、
私
は
反
対
の
○

●
●
V
O
O
●
V
●
0
●
〉
●
0
0
を
考
え
る
。

祖
語
一
　
　
近
　
　
　
畿
　
　
　
一
隠
岐
　
一
　
　
　
雲
　
　
　
伯
　
　
　
　
一
中
国

　
　
　
一
　
●
●
●
　
　
　
　
…
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

．
．
。
憐
　
　
禍
。
．
。
…
（
…
）
ノ
　
叫
。
．
．

●
○
○
…
　
　
　
　
　
…
　
∴
（
●
●
○
↓
○
●
○
）
↓
○
●
●
…

○
○
●
…
δ
○
●
）
6
0
Q
…
●
0
9
　
　
　
　
　
　
　
4
0
●
〇

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
↓
（
●
○
●
↓
●
○
○
）
↓
○
●
○
…

○
●
●
琳
○
●
●
』
／
…
　
　
　
　
　
…

○
●
〇
十
一
○
●
O
l
i
↓
○
●
●
幸
（
○
○
●
↓
●
○
●
）
↓
●
0
0
荘
●
○
○

　
す
な
わ
ち
、
私
の
案
で
は
、
金
田
一
氏
の
共
通
中
国
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
共
通

隠
岐
ア
ク
セ
ン
ト
へ
と
い
う
考
え
が
、
ま
っ
た
く
逆
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

五
分
間
ほ
ど
で
考
え
た
も
の
だ
し
、
2
拍
名
詞
だ
け
に
つ
い
て
考
え
た
も
の
だ

　
　
か
ら
ま
こ
と
に
頼
り
な
い
が
、
金
田
一
氏
の
考
え
方
に
沿
っ
た
範
囲
内
で
、
氏

　
　
の
考
え
以
外
の
案
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
、
思
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

　
　
（
七
三
頁
）

　
両
氏
の
推
定
の
違
い
を
対
比
し
て
み
る
と
表
1
1
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

全
く
逆
の
経
路
の
推
定
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
平
安
時
代
の
京
阪
式
ア
ク
セ

ン
ト
の
形
を
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
に
よ
る
面
が
大
き
い
け
れ
ど
も
、
ま
た
、
性
格

の
大
き
く
異
な
る
法
則
3
と
法
則
4
と
を
ど
う
適
用
す
る
か
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
9
）

か
と
見
ら
れ
る
。
徳
川
氏
が
引
か
れ
て
い
る
『
方
言
学
概
説
』
五
〇
頁
の
図
（
次
頁

（
表
1
1
）
共
通
中
国
方
言
と
隠
岐
方
言

1
金
田
一
説

共
通
中
国
方
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
○
●
●
　
↓
　
0
0
●
　
↓
　
●
0
●
　
↓
　
●
○
○
　
↓
0
●
○
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）
（
明
瞭
の
変
化
）
　
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）

徳
川
説

隠
岐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
通
中
国
方
言
○
●
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
○
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）

皿
皿

金
田
一
説

共
通
中
国
方
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
○
●
0
↓
0
●
●
　
↓
0
0
●
↓
●
○
●
↓
●
0
0
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）
（
後
へ
す
べ
る
）
　
（
明
瞭
〉

徳
川
説

隠
岐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
通
中
国
方
言
●
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
O
●
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）

亙
V

金
田
一
説

共
通
中
国
方
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
●
0
0
↓
0
●
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
○
●
●
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）

徳
川
説

隠
岐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
通
中
国
方
言
○
●
●
↓
0
0
●
↓
●
○
●
　
　
　
　
　
　
　
・
●
○
○
　
　
（
後
へ
す
べ
る
）
　
（
明
瞭
）
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司
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を
引
い
て
く
る
ま
で
も
な
く
、
法
則
3
（
概
説
で
は
左
か
ら
右
へ
の
線
で
示
さ
れ
て

い
る
）
は
、
労
力
の
節
約
の
た
め
に
語
頭
が
低
下
す
る
変
化
や
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が

後
退
す
る
変
化
で
あ
り
、
法
則
4
（
概
説
で
は
右
か
ら
左
へ
の
線
で
示
さ
れ
て
い
る
）

は
、
明
晰
な
発
言
を
し
ょ
う
と
し
て
、
逆
に
語
頭
が
隆
起
す
る
変
化
で
あ
る
。
変
化

の
方
向
は
全
く
逆
な
の
で
あ
る
か
ら
、
法
則
3
だ
け
で
説
明
す
る
か
、
法
則
3
の
ほ

か
に
法
則
4
を
加
え
て
説
明
す
る
か
に
よ
っ
て
逆
の
推
定
が
出
て
く
る
の
は
当
然
と

言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
右
の
指
摘
を
う
け
て
、
金
田
一
博
士
の
法
則
4
の
う
ち
、
語
頭
隆
起
の
法
則
を
見

て
み
る
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
博
士
の
説
明
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
法
則
3
に
つ

い
て
の
説
明
よ
り
も
複
雑
で
あ
る
。
即
ち
、
語
頭
隆
起
の
例
は
、
明
晰
な
発
音
を
し

ょ
う
と
し
て
隆
起
し
た
と
い
う
原
因
と
、
複
合
語
の
後
部
要
素
に
立
っ
た
場
合
に
、

前
部
要
素
か
ら
の
続
き
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
へ
す
べ
っ
た
と
い
う
原
因
と
の

二
つ
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
後
者
の
説
明
は
、
語
頭
隆
起
の
変
化
が
、
労
力
の
節
約

で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
へ
す
べ
る
と
い
う
変
化
と
逆
方
向
の
変
化
で
あ
る
た
め
に

用
意
さ
れ
た
も
の
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
語
頭
隆
起
は
、
一
体
、

ど
ち
ら
の
要
因
で
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、

南
牟
婁
方
言
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
よ
う
な
複
合
語
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
0
）

退
が
ど
の
く
ら
い
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
方
言
研
究
者
の
教
示
を
仰
ぎ

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
金
田
一
博
士
の
設
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
法
則
に
対
す

る
徳
川
氏
の
疑
問
に
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
に
は

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ω
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
新
古
と
分
布

　
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
に
つ
い
て
の
金
田
一
博
士
説
に
対
し
て
提
出
さ
れ
て
い

る
批
判
で
、
も
う
一
つ
取
り
上
げ
て
お
く
べ
き
も
の
に
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
新
古

と
分
布
と
の
関
係
に
関
す
る
批
判
が
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
批
判
を
妥
当
な
も
の
と

は
考
え
な
い
が
、
後
に
論
ず
る
筆
者
の
解
釈
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
取

り
上
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
批
判
に
は
、
異
な
る
二
つ
の
も
の
が
あ
っ
て
、

一
つ
は
、
金
田
一
博
士
説
が
、
内
に
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
り
、
両
外
に
新
し
い
ア

ク
セ
ン
ト
が
分
布
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
同
じ
変
化
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が
平
行
的
に
起
き
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ム
ゼ
イ
論

文
が
そ
の
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
金
田
一
博
士

が
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
の
問
題
を
扱
っ
た
ま
さ
に
そ
の
論
文
（
『
日
本
の
方

言
』
七
一
頁
）
で
、
既
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
音
韻
事
象
や
文
法
事
象
で
、

起
こ
り
や
す
い
変
化
の
場
合
に
は
、
変
化
す
る
方
向
は
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、

ど
の
方
言
に
お
い
て
も
同
じ
変
化
が
起
き
る
の
が
自
然
で
、
特
別
の
事
情
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
の
方
が
不
自
然
で
あ
る
と
言
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
互
に
か
け
離
れ
た
二
地
域
で
偶
然
に
同
一
の
表
現
が
発
生

す
る
可
能
性
は
、
極
め
て
す
く
な
い
」
（
徳
川
「
方
言
地
理
学
と
比
較
方
言
学
」
六

二
頁
）
な
ど
と
言
わ
れ
る
時
も
、
そ
れ
は
言
語
の
恣
意
性
に
根
拠
を
置
く
も
の
で
、

主
と
し
て
、
語
詞
の
分
布
に
限
定
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
両
型
に
新
し
い
東
京

式
ア
ク
セ
ン
ト
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
何
ら
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
批
判
は
、
方
言
周
圏
論
に
よ
れ
ば
、
古
い
も
の
が
外
に
分
布
し
、
新

し
い
も
の
が
内
に
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
金
田
↓
博
士
説
に
従
え
ば
、
ア
ク

セ
ン
ト
の
場
合
は
、
古
い
も
の
が
内
に
分
布
し
、
新
し
い
も
の
が
外
に
分
布
し
て
、

分
布
が
逆
に
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
金
田
一
博
士
は
、
音
韻
事
象
に
つ

い
て
は
、
保
守
的
な
中
央
で
は
変
化
し
に
く
い
の
に
対
し
て
、
辺
境
地
方
で
は
、
広

い
意
味
で
の
言
語
教
育
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
、
他
地
方
と
の
交
渉
が
少
な
い
こ
と
、

文
字
や
文
学
の
類
と
の
縁
が
浅
い
こ
と
な
ど
の
た
め
に
、
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
少
な

く
、
自
由
な
変
化
が
進
む
の
で
あ
る
と
し
て
、
音
韻
事
象
の
逆
周
圏
分
布
を
提
唱
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
都
竹
氏
（
7
1
　
五
六
・
五
七
頁
）
は
、
柴
田
武
「
方
言
の

音
韻
」
（
日
本
民
俗
学
大
系
　
口
承
文
芸
　
平
凡
社
　
一
九
五
九
・
一
一
）
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
1
）

な
ど
し
て
、
音
韻
事
象
も
外
が
古
く
、
金
田
一
博
士
説
に
問
題
が
あ
る
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
金
田
一
「
東
西
方
言
の
違
い
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
六
二
頁
）
は
、

柴
田
武
博
士
の
「
方
言
の
音
韻
」
は
辺
境
方
言
が
古
色
を
湛
え
て
い
る
現
象
を
上
げ

た
も
の
で
、
「
音
韻
分
布
で
は
、
辺
境
の
方
言
の
方
が
新
し
い
」
と
、
「
大
ざ
っ
ぱ
に

言
っ
て
、
そ
う
言
え
る
」
（
六
二
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
藤
原
与
一
『
方
言
学
』
（
三
省
堂
　
一
九
六
二
・
六
）
に
も
こ
の
問
題
に

触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
新
古
と
そ
の
他
の
諸
事
象
の
新
古
と
の
「
調

和
的
な
解
釈
」
（
五
〇
九
頁
）
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
言
語
の
変
化
に
は
不
条
理
な
面
が
あ
る
か
ら
外
が
古
い
と
見
る
の
も
、
外
が
新
し

い
と
見
る
の
も
と
も
に
ド
グ
マ
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
あ
り
、
確
か
に
そ
の
点
は
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
新
古
の
分
布
の
ず
れ
の
問
題
す
べ
て
を
、
言
語
変
化
の
不
条

理
に
求
め
る
と
、
言
語
史
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
文
化
の
中
心
に
生
ま
れ
た
語
詞
が
地
方
に
伝
播

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
分
布
と
、
各
地
に
起
き
た
内
的
変
化
に
よ
っ
て
生

じ
た
分
布
と
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
都
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
漢
語
が
地

方
に
伝
播
し
て
い
っ
て
あ
る
分
布
を
な
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
が
前
者
の
典
型
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
2
）

蝸
牛
と
い
う
語
詞
の
分
布
も
ま
た
伝
播
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
、
外
が
古
く
、
内
が
新
し
い
と
い
う
分
布
を
示
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
音
韻
変
化
や
文
法
変
化
な
ど
の
多
く
の
変
化
の
よ
う
に
、
各
地

に
お
い
て
内
的
変
化
を
起
こ
し
た
事
象
の
場
合
に
は
、
右
と
は
事
情
が
異
な
る
。
ア

ク
セ
ン
ト
の
変
化
は
ま
さ
に
そ
の
内
的
変
化
で
あ
っ
て
、
金
田
一
博
士
が
、
「
他
の

方
言
の
影
響
と
い
う
解
釈
は
な
る
べ
く
避
け
、
そ
の
言
語
の
中
で
変
化
が
起
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
」
（
金
田
一
春
彦
「
比
較
方
言
学
の
立
場
か
ら
」
（
国
語
学
脳

一
九
七
六
・
三
　
六
七
頁
）
、
「
他
の
方
言
か
ら
の
影
響
と
い
う
も
の
を
な
る
べ
く
考

え
」
な
い
立
場
を
と
ら
れ
る
（
金
田
↓
春
彦
「
諸
家
の
ア
ク
．
セ
ン
ト
の
研
究
を
読
ん

で
」
（
国
語
学
凶
　
一
九
八
五
・
六
　
九
〇
頁
）
の
は
妥
当
な
立
場
で
あ
る
と
言
わ

　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
3
）

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
そ
の
変
化
が
や
は
り
内
的
変
化
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
、
既
に
見
た
、
血

行
動
詞
の
音
便
、
形
容
詞
の
音
便
、
断
定
の
助
動
詞
ダ
・
ジ
ャ
の
新
古
と
分
布
を
見

な
お
し
て
み
る
と
表
1
2
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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（
表
1
2
）
東
西
の
新
古
と
い
う
こ
と

ハ
行
動
詞

形
容
詞

ダ
　
ジ
ヤ

　
東
　
　
　
部

促
音
便
（
古
）

原
形
　
　
（
古
）

ダ
　
　
　
（
古
）

ジ

や

薪
v

翌
三

遷

豊
昼

垂

西

部

ダ

舌
v

原

形

苦
v

促
音
便

苦
v

外

西

部

　
こ
の
三
つ
の
言
語
事
象
の
場
合
に
は
、
新
古
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
外
に
古
い

形
、
内
に
新
し
い
形
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
外
が
古
い
形
、
内
が
新
し
い
形
に
な
っ
た
の
は
、
変
化
の
遅
速
な
ど
の
た
め
に
、

外
と
内
と
で
置
か
れ
て
い
る
状
態
に
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
あ
る
特
定
の
原
因
が

生
起
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
古
い
存
置
は
新
し
い
形
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
、
あ
る
特
定
の
原
因
に
よ
っ
て
、
外
と
内

と
の
方
言
は
あ
る
時
別
々
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
古
い
形
の
方
を

選
ん
だ
方
言
が
い
つ
の
日
か
新
し
い
形
に
な
る
日
が
来
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
。　

そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
時
の
状
態
の
違
い
と
、
起
き
た
原
因
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
方
言
が
、
時
に
は
古
い
形
の

方
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、
時
に
は
新
し
い
形
の
方
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
り
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
語
事
象
に
よ
っ
て
、
時

に
外
が
古
か
っ
た
り
、
時
に
外
が
新
し
か
っ
た
り
す
る
の
は
何
の
不
思
議
も
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
（
注
4
4
）

と
と
考
え
ら
れ
る
。

　
問
題
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と

が
な
ぜ
分
離
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
際
、
な
ぜ
内
が
古

い
形
の
方
を
選
ぶ
こ
と
と
な
り
、
外
が
新
し
い
形
の
方
を
選
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
2
、
そ
の
他
の
問
題
点

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
金
田
一
博
士
の
説
は
、
労
力
の
節
約
の
た
め
に
、
語
頭
が

低
下
し
た
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
退
し
た
り
す
る
と
い
う
動
き
と
、
明
瞭
な
発

音
に
し
ょ
う
と
し
て
語
頭
を
隆
起
さ
せ
る
動
き
と
が
原
因
と
な
っ
て
東
西
ア
ク
セ
ン

ト
の
違
い
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
動
き
は
、
と
も
に
さ
ほ

ど
強
力
な
動
き
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
動
き
が
働
く
と
す
れ
ぽ
、
じ
わ
じ

わ
と
作
用
し
、
変
化
は
長
い
時
間
を
か
け
て
生
じ
て
い
く
種
類
の
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
現
に
金
田
一
博
士
は
、
そ
の
変
化
を
九
期
に
分
か
っ
て
な
だ
ら
か
に

進
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
に
と
っ
て
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
の
は
、
そ
の
よ

う
な
変
化
の
動
き
が
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
生
じ
や
す
か
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
そ
の
変

化
の
動
き
は
、
後
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
後
の
京
阪

式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ど
う
し
て
、
こ
の
変
化
の
動
き
が
後
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
だ
け
起

き
、
後
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
起
き
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
東
京
式
系
ア
ク
セ
ン
ト
は
京
阪
式
系
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
そ
の
地
域
が
文
化
の
中
心
で
保

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
5
）

守
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
遅
れ
て
、
そ

の
後
を
追
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え

れ
ば
、
右
の
点
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地

域
に
お
い
て
は
、
共
通
語
化
と
し
て
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
生
じ
つ
つ
あ
っ
て

も
、
内
的
変
化
と
し
て
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
移
行
が
、
体
系
的
に
、
そ
し
て
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
、
進
ん
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
、
前
者
が
古
い
形
を
し
て
お
り
、

後
者
が
新
し
い
形
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
古
い
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
い
つ
の
日

か
新
し
い
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
後
を
追
っ
て
、
そ
の
形
に
な
る
と
い
う
関
係
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
両
者
は
あ
る
時
特
定
の
原
因
に
よ
っ
て
、
一
方
が
古
い
形
の
方
を
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選
び
、
他
方
が
新
し
い
形
の
方
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
な
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
で
も
、
筆
者
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
が
ど
う

し
て
も
分
離
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
、
何
か
特
定
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
節
　
筆
者
の
解
釈

　
一
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
生
じ
た
直
接
の
原
因

　
e
二
音
節
第
二
類
動
詞
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
一
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
ω
音
便
が
生
起
す
る
以
前
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

　
右
の
よ
う
に
考
え
て
、
東
西
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
別
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
原
因
を
さ
が
し
て
い
く
と
、
先
ず
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
の
音
便

が
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
音
便
が
生
起
す
る
以
前
に
お
け
る
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
の
「
連
用
形
＋

テ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
は
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
い

ろ
い
ろ
な
点
を
総
合
す
る
と
、
は
じ
め
、

　
　
0
0
▼

が
行
わ
れ
、
後
、
助
詞
と
の
結
合
度
を
強
く
し
て
、

　
　
0
0
▽

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
金
田
一
春
彦
博
士
は
、
『
四
座
講
式
の
研
究
』
（
三
省
堂
　
一
九
六
四
・
三
）
に
お

い
て
、
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
の
「
連
用
形
＋
テ
」
の
形
、
即
ち
連
用
形
第

二
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
う
ち
、
助
詞
「
て
」
の
部
分
を
除
い
た
連
用
形
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
型
に
つ
い
て
、
三
つ
の
根
拠
を
あ
げ
て
、
O
e
で
あ
っ
た
蓋
然
性
の
高
い
こ
と

を
論
ぜ
ら
れ
た
。
第
一
の
根
拠
は
、
連
用
形
第
一
種
（
中
止
の
形
や
、
い
わ
ゆ
る
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
6
）

合
動
詞
の
前
部
に
立
っ
た
形
）
の
型
が
O
e
で
あ
り
、
第
二
種
も
そ
れ
と
起
源
が
同

じ
で
あ
る
か
ら
、
0
0
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
金
田
一
博
士
は
、
上
二
段
活
用
の
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
連
用
形
第
一

種
の
「
過
ぎ
」
と
、
連
用
形
第
二
種
の
「
過
ぎ
て
」
と
が
、
『
図
書
装
本
武
烈
紀
』

で
と
も
に
平
平
型
に
差
声
さ
れ
て
お
り
、
も
と
、
と
も
に
平
・
三
号
で
あ
っ
た
ら
し

い
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
を
例
に
あ
げ
て
、
補
強
さ
れ
た
。
第
二
の
根
拠
は
、
連
用
形

第
二
種
に
の
み
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
第
一
の
根
拠
の
上
に
立
っ
て
、
連

用
形
第
一
種
・
第
二
種
が
同
じ
型
で
あ
っ
た
と
考
え
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
二

音
節
・
三
音
節
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
0
0
・
0
0
θ
で
あ

っ
た
と
考
え
た
方
が
、
四
音
節
の
第
二
類
四
段
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
と
の
つ
り

あ
い
が
と
れ
、
体
系
が
と
と
の
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
二
音
節
語
の
連
用
形
　
O
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
7
）

　
　
三
音
節
語
の
連
用
形
　
○
0
0

　
　
四
音
節
語
の
連
用
形
　
○
○
●
0
（
鎌
倉
初
期
）
↓
○
○
0
0
（
鎌
倉
後
期
）

根
拠
の
第
三
は
、
室
町
時
代
以
後
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
を
考
え
て
み
て
も
、

0
0
型
と
考
え
る
方
が
○
●
型
だ
っ
た
と
考
え
る
よ
り
も
説
明
が
う
ま
く
で
き
る
と

　
　
　
　
　
　
（
注
4
8
）

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
金
田
一
博
士
は
、
次
に
、
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
に
助
詞
「
て
」

の
つ
い
た
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
に
つ
い
て
問
題
に
さ
れ
、
高
下
の
よ
う
に
論
じ
ら

れ
た
。
即
ち
、
先
ず
、
よ
り
早
い
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
う
つ
す
と
見
ら
れ
る
『
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
9
）

聚
名
義
抄
』
、
『
日
本
書
紀
』
の
古
写
本
、
『
日
本
書
紀
私
記
』
『
四
座
講
式
』
に
は
、

　
　
○
●
▼

の
型
で
見
え
、
よ
り
新
し
い
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
う
つ
す
と
見
ら
れ
る
『
古
今
訓

点
抄
』
『
補
忘
記
』
に
は
、

　
　
○
●
▼

　
　
○
●
▽

の
二
つ
の
型
で
現
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
で
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あ
る
『
平
家
正
節
』
に
は
、
助
詞
「
て
」
が
高
く
つ
い
た
○
●
▼
の
例
が
見
え
な
い

が
、
偶
々
用
例
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
○
●
▼
・
○
●
▽
両
方
の
形
が
行
わ

れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
型
の
関
係
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
推
定
さ
れ
た
。
長
い
け
れ
ど
も
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

　
　
　
そ
う
す
る
と
、
問
題
は
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
名
義
抄
』
の
よ
う
な
「
て
」
が

　
　
常
に
高
く
つ
い
て
い
た
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
、
『
古
今
訓
点
抄
』
の
よ
う
な
「
て
」

　
　
が
高
く
も
低
く
も
つ
く
ア
ク
セ
ン
ト
に
移
行
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け

　
　
れ
ぽ
な
ら
な
く
な
る
。
私
は
こ
う
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
「
て
」
は
元
来
助
動
詞
「
つ
」
の
連
用
形
と
し
て
0
型
の
助
詞
で
あ
っ
た
。

　
　
一
方
、
第
二
類
動
詞
の
連
用
形
は
（
十
二
）
型
あ
る
い
は
（
十
十
斗
）
型
で
あ

　
　
る
が
、
こ
の
型
の
最
後
の
（
斗
）
の
拍
は
、
も
と
も
と
単
純
な
●
調
で
は
な
く

　
　
て
、
e
調
で
あ
っ
た
。
上
の
『
名
義
抄
』
の
例
で
、
慢
ビ
テ
と
い
う
訓
の
ビ
の

　
　
声
点
が
平
軽
点
で
あ
る
の
は
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。
そ
ん
な
風
だ

　
　
か
ら
、
こ
う
い
う
動
詞
の
連
用
形
プ
ラ
ス
「
て
」
は
、
本
来
O
e
e
型
、
あ
る

　
　
い
は
0
0
∩
）
0
型
に
な
る
の
が
本
来
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
動
詞
プ
ラ
ス
「
て
」

　
　
の
形
は
一
語
の
よ
う
に
発
見
さ
れ
や
す
い
。
そ
こ
で
「
て
」
の
e
は
0
に
な
ろ

　
　
う
と
す
る
。
一
方
、
動
詞
が
四
段
活
用
の
動
詞
で
、
最
後
の
拍
が
音
便
を
起
こ

　
　
し
た
り
す
る
場
合
な
ど
は
、
0
0
0
型
や
0
0
θ
○
型
を
と
り
に
く
い
。
特
に

　
　
促
音
便
を
起
こ
す
よ
う
な
動
詞
で
、
促
音
の
拍
を
e
調
に
発
音
す
る
こ
と
は
不

　
　
可
能
で
あ
る
。
●
調
に
発
音
す
る
の
さ
え
難
し
い
。
そ
こ
で
と
か
く
●
の
音
調

　
　
を
あ
と
の
拍
ま
で
送
っ
て
○
●
●
型
や
○
○
●
●
型
に
な
ろ
う
と
す
る
。
ま
た

　
　
一
方
「
て
」
を
強
め
て
発
音
し
た
形
は
0
0
0
型
や
○
O
e
O
型
に
な
る
が
、

　
　
こ
れ
が
ぞ
ん
ざ
い
に
発
音
さ
れ
る
と
、
0
●
0
型
・
○
○
●
0
型
に
な
る
。
こ

　
　
う
い
っ
た
こ
と
が
重
な
り
あ
っ
て
○
●
●
型
や
○
○
●
●
型
と
い
う
型
が
生
ま

　
　
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
　
　
こ
れ
が
平
安
朝
時
代
の
こ
と
で
、
『
名
義
抄
』
に
見
ら
れ
る
大
部
分
の
形
が

こ
れ
だ
と
解
す
る
。
同
時
に
、
『
日
本
書
紀
』
『
日
本
書
紀
私
記
』
な
ら
び
に
、

『
四
座
講
式
』
の
声
点
も
こ
う
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
う
つ
し
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
二
拍
語
プ
ラ
ス
「
て
」
の
0
●
●
型
は
文
句
は
な
い
が
、

三
拍
動
詞
プ
ラ
ス
「
て
」
が
と
っ
た
と
見
ら
れ
る
0
0
●
●
と
い
う
型
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
は
、
支
障
が
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
動
詞
に
「
て
」
が
つ
い
た

形
は
、
音
便
形
を
起
こ
す
ほ
ど
動
詞
と
「
て
」
と
の
結
合
が
密
接
で
あ
る
が
、

○
○
●
●
と
い
う
形
は
一
語
の
型
と
し
て
不
安
定
な
音
調
だ
か
ら
で
あ
る
。
〔
十

六
・
七
〕
に
述
べ
た
助
詞
「
の
」
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
た
め
に
0

0
●
●
型
は
と
か
く
嫌
わ
れ
て
、
0
0
●
○
型
と
い
う
型
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
時
に
は
、
動
詞
プ
ラ
ス
「
た
り
」
の
形
が
○
○
●
○
●
型
で
あ
る
こ

と
も
、
そ
っ
ち
の
方
へ
牽
引
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
三
拍
動
詞
プ
ラ

ス
「
て
」
の
形
が
ま
ず
0
0
●
●
型
か
ら
○
○
●
○
型
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る

と
二
拍
動
詞
プ
ラ
ス
「
て
」
の
形
も
、
釣
合
上
、
○
●
●
型
で
は
恰
好
が
付
か

ぬ
。
そ
こ
で
、
「
書
き
て
」
「
懸
け
て
」
の
よ
う
な
形
が
、
○
●
○
型
に
も
発
音

さ
れ
る
傾
向
を
生
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
0
●
●
と
い
う
音
調
は
、
一
語
の
ア
ク

セ
ン
ト
と
し
て
何
も
差
支
え
な
い
。
だ
か
ら
、
0
●
●
型
も
保
存
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
○
●
0
型
と
0
●
●
型
と
が
共
存
し
た
。
こ
れ
が
『
古
今
訓
点
抄
』
に

見
ら
れ
る
形
で
、
こ
の
現
象
が
『
補
忘
記
』
に
見
ら
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
ま
で

続
い
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
注
（
1
）
助
動
詞
「
つ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
表
記
し
た
例
は
少
な
い
が
、

　
一
岡
田
尚
子
氏
は
『
前
田
家
本
。
仁
徳
紀
』
の
和
訓
の
中
か
ら
ツ
カ
ハ
シ
ツ
（
遣
）

　
に
（
上
上
上
平
上
）
と
い
う
声
点
を
施
し
て
あ
る
例
を
見
つ
け
て
い
る
（
「
日

　
本
書
紀
古
写
本
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
古
今
訓
点
抄
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
」

　
（
下
）
四
一
ぺ
）
。
「
つ
」
の
語
源
は
「
棄
つ
」
か
と
言
わ
れ
て
い
る
（
大
野

　
晋
「
古
文
を
教
へ
る
国
語
教
師
の
対
話
」
〔
『
国
語
学
』
8
の
八
八
ぺ
〕
・
築
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島
裕
「
中
古
の
文
法
」
〔
『
日
本
文
法
講
座
』
3
の
一
四
二
ぺ
〕
そ
の
他
）
。

　
　
　
こ
の
「
う
つ
」
は
『
名
義
抄
』
で
は
（
炎
上
）
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
終
止
形

　
　
　
の
「
う
つ
」
、
連
用
形
の
「
う
て
」
を
通
じ
て
0
0
型
で
あ
っ
た
。
こ
れ
の

　
　
　
「
う
」
の
拍
が
消
失
し
て
e
の
拍
だ
け
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
金

　
　
　
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
四
五
三
頁
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
秋
永
一
枝
博
士
は
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
示
さ
れ
た
。

　
　
　
「
て
」
の
接
続
を
み
る
と
、
助
詞
固
有
の
型
を
保
っ
て
『
問
答
』
な
ど
は
、

　
　
O
類
は
く
上
平
上
V
（
「
置
き
て
」
な
ど
）
、
口
類
は
〈
平
上
上
〉
（
「
起
き
て
」

　
　
な
ど
）
と
あ
る
が
、
新
し
い
型
の
多
い
『
訓
』
に
な
る
と
O
類
に
《
上
平
上
》

　
　
は
一
例
も
な
く
て
《
上
平
平
》
（
「
置
き
て
」
な
ど
）
の
み
と
な
り
、
口
類
で
は

　
　
《
平
上
上
》
と
《
平
上
平
》
が
と
も
に
多
出
す
る
。
こ
れ
は
O
類
●
0
●
型
か

　
　
ら
一
ま
と
ま
り
の
●
0
0
型
に
、
口
類
は
0
0
●
型
か
ら
一
ま
と
ま
り
の
O
e

　
　
O
に
変
化
す
る
過
程
を
現
わ
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
（
秋
永
一
枝
「
古
今
集
声

　
　
点
本
に
お
け
る
一
・
二
拍
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
古
今
集
動
詞
の
ア
ク
セ
ン

　
　
ト
　
上
　
　
」
（
国
文
学
研
究
9
7
　
一
九
八
九
・
三
）
七
五
頁
）

　
助
詞
「
て
」
が
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
用
形
に
出
る
ら
し
い
こ
と
は
筆
者
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
0
）

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
う
つ
」
（
棄
）
と
い
う
動
詞
の
終
止
形
・
連
用
形
第
一

種
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
が
0
0
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
は
な
お
若
干
の
問
題
が
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

る
。
鈴
木
豊
編
『
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
彙
索
引
』
に
は
、

　
　
浮
色
子
都
屡
伊
野
岐
二
佐
擬
理
　
　
［
吹
棄
気
噴
之
…
］

　
　
　
　
〈
平
上
平
平
上
平
平
平
平
上
上
上
〉
弘
安
一
輔
1
1
四
一
3
右
　
乾
元
一
輔

　
　
　
　
左
1
1
九
四
1
　
嘉
暦
一
筆
　
明
徳
一
・
二
五
ウ
6
左

　
　
フ
キ
ウ
ツ
ル
イ
フ
キ
ノ
…
［
吹
暑
気
噴
之
…
］

　
　
　
　
〈
平
上
平
平
町
平
平
平
平
〉
弘
安
一
翼
”
四
一
2
／
一
輔
1
1
四
一
7
　
乾

　
　
　
　
元
一
捌
1
1
九
五
－
　
嘉
暦
一
翻

　
　
　
　
〈
平
上
平
平
上
○
平
平
平
〉
嘉
暦
一
鵬

　
　
　
　
〈
0
0
平
平
上
平
平
平
0
＞
乾
元
一
輔
1
1
九
四
1

　
　
　
　
〈
平
上
平
平
平
○
0
0
0
＞
明
徳
一
・
二
五
ウ
6
（
二
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
2
）

と
見
え
、
上
野
和
昭
編
『
御
巫
本
日
本
書
紀
私
記
声
点
付
和
訓
索
引
』
に
は
、

　
　
不
一
支
一
宇
一
斗
－
留
．
伊
一
不
一
支
■
乃
九
ウ
ー
（
二
五
頁
）

と
見
え
て
、
連
体
形
「
ウ
ツ
ル
」
（
棄
）
は
、

　
　
平
平
上
覧

　
　
平
平
平

　
　
平
上
上

の
三
通
り
の
形
が
見
え
る
。
平
平
平
は
明
徳
本
に
の
み
見
え
る
形
で
あ
り
、
平
上
上

が
、
『
四
座
講
式
の
研
究
』
（
三
七
一
頁
）
に
よ
れ
ば
漢
語
サ
変
動
詞
の
型
と
し
て
見

え
る
か
ら
、
こ
れ
を
除
く
と
、
平
平
上
が
残
り
、
そ
の
連
用
形
第
一
種
は
0
0
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ウ
（
植
）
ー
ス
ウ
（
据
）
、
ア
メ
（
雨
）

ー
サ
メ
（
春
雨
）
ア
ク
（
開
）
ー
サ
ク
（
咲
）
、
イ
ネ
（
稲
）
ー
シ
ネ
な
ど
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
お
　

例
か
ら
見
て
、
「
ウ
ッ
」
（
棄
）
と
同
源
と
見
ら
れ
て
い
る
「
ス
ッ
」
（
捨
）
の
終
止

形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
『
類
聚
名
義
抄
』
に
●
○
で
見
え
る
と
こ
ろ
が
ら
は
、
連
用
形

第
一
種
も
●
0
と
見
ら
れ
、
問
題
が
残
る
。
そ
の
よ
う
に
疑
う
と
、
『
類
聚
名
義
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
4
）

に
は
「
ウ
ツ
」
（
塗
上
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
差
し
た
漢
字
が
い
く
つ
か
見
え
る
け
れ

ど
も
、
「
棄
」
字
は
見
え
ず
、
意
味
的
に
近
い
字
と
し
て
、
「
拗
」
が
あ
る
。
こ
の
字

は
、
「
抱
棄
」
と
も
使
わ
れ
る
か
ら
、
捨
て
る
意
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
『
類

聚
名
義
抄
』
の
「
拗
」
字
に
は
「
ス
ッ
」
の
訓
は
な
く
、
「
ナ
ゲ
ウ
ッ
」
と
も
訓
ま

れ
る
よ
う
に
、
四
段
活
用
の
「
打
ッ
」
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
助
詞
「
て
」
の
語
源
の
問
題
は
お
い
て
、
こ
の
助
詞
の
動
詞
連
用
形
へ

の
つ
き
方
を
見
る
と
、
二
音
節
第
一
類
動
詞
連
用
形
●
○
に
も
高
く
つ
い
た
例
が
見

え
る
か
ら
、
助
詞
「
て
」
の
固
有
の
形
は
▼
（
上
）
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
う

考
え
て
よ
い
な
ら
ぼ
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
0
0
に
助
詞
「
て
」
が
っ
く
時
も
、
本

来
は
、
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
O
e
▼

の
型
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
下
降
調
を
表
記
し
分
け

な
い
資
料
で
は
、
○
●
▼
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
助
詞
「
て
」

は
、
金
田
一
博
士
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
の
動
詞
に
融
合
し
や
す
い
助
詞
で
あ

　
（
注
5
5
）

つ
た
た
め
に
、
下
降
調
で
下
が
っ
た
後
で
は
▽
に
な
り
、

　
　
0
∩
）
▽

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
下
降
調

を
表
記
し
分
け
な
い
資
料
で
は
○
●
▽
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
二

音
節
第
一
類
動
詞
の
方
も
、
本
来
は
、
連
用
形
に
「
て
」
が
高
く
つ
き
●
○
▼
で
あ

っ
た
が
、
融
合
が
強
く
な
り
●
0
▽
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
経
路
は
、
助
詞
「
て
」
が
「
う
て
」
（
O
e
）
か
ら
出
て
、
▼
で
あ
っ
た
と

考
え
て
も
、

　
　
第
一
類
　
●
0
▽
　
↓
　
●
○
▽

　
　
第
二
類
0
0
▼
↓
0
●
▽

と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
筆
者
は
秋
永
博
士
の
説
に
従
い
た
い
。

　
な
お
、
愛
媛
県
松
山
方
言
で
文
語
文
を
読
む
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
、
カ
キ
テ

（
書
）
、
ヨ
ミ
テ
（
読
）
、
ウ
チ
テ
（
打
）
に
な
る
の
も
、
あ
る
い
は
古
い
ア
ク
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
6
）

ト
の
型
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
以
上
要
す
る
に
、
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

　
　
O
e
▽

で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ω
音
便
が
生
起
し
た
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

　
こ
こ
に
音
便
が
起
き
た
場
合
を
考
え
る
と
、
「
ウ
ッ
テ
」
（
打
）
な
ど
の
促
音
便
の

促
音
は
下
降
調
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
下
降
調
を
捨
て
て
、

　
　
○
●
▽

の
形
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
イ
音
便
（
カ
イ
テ
）
（
書
）
、
擾
音
便
「
ヨ
ン
デ
」

（
読
）
な
ど
は
、
京
畿
地
方
で
は
下
降
調
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
こ
に
生
じ
る
、
9
芦
。
目
な
ど
の
連
続
は
、
促
音
便

の
○
●
▽
に
ひ
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
次
第
に

　
　
○
●
▽

の
形
に
転
じ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
音
便
形
と

と
も
に
併
用
さ
れ
て
い
た
原
形
の
方
も
、
こ
れ
に
ひ
か
れ
て
、
下
降
調
を
捨
て
て
、

　
　
0
●
▽

の
型
に
転
じ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
音
便
が
生
起
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
カ
イ
テ
」
（
書
）
「
ヨ
ン
デ
」

（
読
）
「
ウ
ッ
テ
」
（
打
）
な
ど
、
イ
・
ン
・
ッ
の
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト

の
山
を
担
う
例
が
多
数
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト

の
山
を
担
う
例
は
、
音
便
の
例
よ
り
も
早
く
、
ヤ
行
上
二
段
動
詞
「
老
イ
テ
」
「
悔

イ
テ
」
に
生
じ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
単
発
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

音
便
の
例
は
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。
四
段
活
用
動
詞
（
ラ
変
を
含
む
）
は
、
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
7
）

行
に
わ
た
っ
て
音
便
を
起
こ
し
た
か
ら
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
第
二

音
節
は
特
殊
音
節
が
立
つ
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う

こ
と
と
な
っ
た
、

　
　
力
行
・
サ
行
・
ガ
行
　
　
イ
音
便
控
書
イ
テ

　
　
マ
行
・
バ
行
（
古
く
）
　
鍍
音
便
例
読
ン
デ

　
　
　
　
　
　
　
（
新
し
く
）
ウ
音
便
例
読
ウ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
語
幹
末
母
音
が
U
の
場
合
に
は
古
い
擾
音
便
の
形
）

　
　
タ
行
・
ラ
行
　
　
　
　
促
音
便
　
例
　
打
ッ
テ

　
　
ハ
行
　
　
　
　
（
古
く
）
　
促
音
便
　
例
　
買
ッ
テ

　
　
　
　
　
　
　
（
新
し
く
）
ウ
音
便
例
買
ウ
テ
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（
後
、
長
音
　
屏
9
“
8
犀
。
…
8
）

　
音
便
が
生
起
し
は
じ
め
、
次
第
に
一
般
化
し
て
い
っ
て
も
、
長
い
間
、
音
便
形
と

原
形
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
い

う
期
間
に
あ
っ
て
は
、
音
便
形
は
原
形
と
同
じ
く
。
○
●
▽
の
型
を
維
持
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

　
㈲
音
便
定
着
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

　
と
こ
ろ
が
、
音
便
が
定
着
し
、
原
則
と
し
て
原
形
の
方
を
用
い
な
く
な
る
と
、
西

部
方
言
と
東
部
方
言
と
で
、
音
便
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
に
違
い
を
生
じ
て
来
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ω
現
代
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
特
殊
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
現
代
の
東
京
方
言
の
特
殊
音
節
が
、
西
部
方
言
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト

核
を
担
う
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
多
く
の
研
究
者
に
よ

っ
て
次
第
に
精
し
く
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
全
貌
は
い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
東
西
間
に
お
い
て
か
な
り
顕
著
な
違
い
を

示
す
の
は
、
近
畿
方
言
で
は
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
の
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
東
京
方
言
で
は
、
単
独
で
は
山
を
担
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
8
）

き
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
型
の
対
応
か
ら
言
え
ば
、
二
音

節
名
詞
第
三
類
に
属
す
る
語
は
、
現
代
語
に
お
い
て
、

　
　
京
阪
式
　
●
○
▽
（
例
、
山
が
）
i
東
京
式
　
0
●
▽

の
対
応
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
．
「
貝
」
「
鯛
」
「
恋
」
「
塔
」
「
金
」
「
銀
」
の

よ
う
な
語
は
、
例
外
と
な
り
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
特
殊
音
節
が
山
を
担
わ
な

　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
9
）

い
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
京
阪
式
　
●
0
▽
一
東
京
式
　
●
○
▽

　
動
詞
に
つ
い
て
も
、
三
音
節
第
二
類
の
「
帰
る
」
「
返
す
」
「
通
る
」
「
通
す
」
は
、

東
西
の
型
の
対
応
か
ら
は
、

　
　
京
阪
式
　
●
○
○
（
例
、
動
く
）
　
　
東
京
式
0
●
○

と
な
っ
て
い
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
●
0
0
と
な
つ

　
　
（
注
6
0
）

て
い
る
。
「
帰
る
」
「
返
す
」
は
「
カ
イ
ル
」
「
カ
イ
ス
」
に
転
じ
た
形
の
た
め
に
ア

ク
セ
ン
ト
の
形
を
変
え
た
も
の
か
。
　
　
　
，

　
又
、
三
音
節
動
詞
第
三
類
の
「
這
入
ル
」
「
参
ル
」
は
「
ハ
ヒ
イ
ル
」
「
マ
ヰ
イ
ル
」

の
転
で
、
院
政
時
代
以
降
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
連
用
形
「
ハ
イ
」
（
O
e
）
連
体
形

「
イ
ル
」
（
●
●
）
か
ら

　
　
O
e
●
●
↓
○
●
●

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
こ
の
型
の
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
対
応
は
、

　
　
京
阪
式
　
○
●
●
（
例
、
歩
く
、
隠
す
）
1
東
京
○
●
○

と
な
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
這
入
る
」
「
参
る
」
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、

●
○
○
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
続
落
の
例
は
、
特
殊
音
節
が
あ
っ
た
た
め
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
変
え
た
も
の

で
は
な
く
、
類
全
体
の
型
が
か
わ
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
京
都
の
形
が
特
殊
音
節
が

単
独
で
山
を
担
っ
て
お
り
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
が
単
独
で
山
を
担
わ
な
く
な
っ
て
い

る
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
1
）

　
　
二
音
節
名
詞
第
五
類

　
　
　
　
京
阪
式
　
○
●
▽
（
藍
・
鯉
）
　
　
東
京
式
　
●
○
▽

　
　
三
音
節
名
詞
第
七
類

　
　
　
　
京
阪
式
　
0
●
○
（
蚕
）
　
　
　
●
0
0

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
、
東
京
駅
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク

セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
殊
音
節
が
母
音
i
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
2
）

る
場
合
に
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
っ
た
例
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

母
立
日
i
の
場
合
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

①
ヨ
イ
ガ
（
酔
）

②
ア
イ
カ
ギ
（
合
鍵
）

ア
イ
ク
チ
（
合
口
、
刀
）

　
　
③
カ
イ
ヌ
シ
（
飼
主
）

　
　
　
カ
イ
ド
リ
（
飼
い
鳥
）

　
　
　
カ
イ
ヌ
シ
（
買
主
）

　
　
④
サ
イ
ド
　
（
差
異
度
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

由
が
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
新
し
い
形
は
ヨ
イ
ガ

ア
イ
カ
ギ
・
ア
イ
カ
ギ
が
古
く
、
新
し
い
形

は
ア
イ
カ
ギ

ア
イ
ク
チ
・
ア
イ
ク
チ
が
古
く
、
新
し
い
形

は
ア
イ
ク
チ
・
ア
刷
刻

標
準
ア
ク
セ
ン
ト
は
ヵ
イ
ヌ
シ
と
も

標
準
ア
ク
セ
ン
ト
は
ヵ
イ
ド
リ
と
も

標
準
ア
ク
セ
ン
ト
は
カ
イ
ヌ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
殊
音
節
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
単
独
で
担
う
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
、
「
ヨ
イ
ガ
」
（
酔
）
の
例
は
、
単
純
動
詞
か

ら
生
ま
れ
た
連
用
形
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
、

　
　
●
0
　
　
　
　
0
●
0

　
　
ヨ
ム
（
読
む
）
　
ヨ
ミ
ガ

　
　
カ
ツ
（
勝
つ
）
　
カ
チ
ガ

に
合
う
も
の
で
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
新
し
く
は
、

ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
わ
な
い
形
の
方
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
ア
イ
ヵ
ギ
」
・
「
ア
イ
ク
チ
」
な
ど
は
、
［
動
詞
＋
名
詞
］
の
複
合
名
詞
ア
ク

セ
ン
ト
の
型

　
　
●
○
＋
　
　
　
↓
0
●
○
○

　
　
キ
ル
十
キ
ズ
　
↓
キ
リ
キ
ズ
（
切
傷
）

　
　
モ
ツ
＋
ヌ
シ
　
↓
モ
チ
ヌ
シ
（
持
主
）

に
従
っ
て
生
じ
た
型
で
、
そ
の
型
に
支
え
ら
れ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
新
し
く
は

ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
カ
イ
ヌ
シ
」
（
買

主
）
の
場
合
は
、
標
準
的
な
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
「
カ
イ
ヌ
シ
」
で
、
「
カ
イ
ヌ

シ
」
は
「
飼
主
」
と
混
同
し
た
も
の
か
。
「
サ
イ
ド
」
は
漢
字
二
字
＋
漢
字
一
字
の

結
合
名
詞
の
う
ち
、
「
～
度
」

　
　
サ
イ
ド
　
　
　
（
差
異
度
）

　
　
キ
シ
ャ
ク
ド
（
希
釈
度
）

　
　
カ
イ
リ
ド
　
　
（
解
離
度
）

　
　
エ
ン
キ
ド
　
　
（
塩
基
度
）

　
　
サ
ソ
プ
ド
　
　
（
散
布
度
）

　
　
デ
ン
リ
ド
　
　
（
電
離
度
）

　
　
ナ
ン
イ
ド
　
　
（
難
易
度
）

　
　
リ
カ
イ
ド
　
　
（
理
解
度
）

　
　
ジ
ユ
ー
ド
　
　
（
自
由
度
）

　
　
イ
ゾ
ン
ド
　
　
（
依
存
度
）

　
　
（
注
6
3
）

と
な
る
の
に
従
っ
た
も
の
で
、

で
あ
る
。

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
、

　
　
　
　
シ
ュ
ー
セ
キ
ド

　
　
　
　
シ
ュ
ー
セ
キ
ド

　
　
　
　
カ
ツ
ド
ー
ド

　
　
　
　
カ
イ
ゾ
ー
ド

　
　
　
　
ジ
ョ
ー
チ
ョ
ー
ド

　
　
　
　
ト
ー
メ
ー
ト

　
　
　
　
ヨ
！
カ
イ
ト

　
　
　
　
ア
ン
セ
イ
ド

　
　
　
　
カ
ン
コ
ー
ド

　
　
　
　
デ
ン
ド
ー
ド

ま
た
、

（
集
積
度
）

（
集
積
度
）

（
活
動
度
）

（
解
像
度
）

（
冗
長
度
）

（
透
明
度
）

（
溶
解
度
）

（
安
静
度
）

（
感
光
度
）

（
伝
導
度
）

そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の

　
㈲
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
直
接
の
原
因

　
右
に
見
た
よ
う
な
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
え
な
い
と
い
う

性
格
を
、
動
詞
連
用
形
の
音
便
が
定
着
し
た
頃
に
、
既
に
、
現
代
の
東
京
式
ア
ク
セ

ン
ト
地
域
の
こ
と
ぽ
が
も
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ぽ
、
二
音
節
第
2
類
動
詞
「
連
用

形
＋
テ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

　
　
0
●
▽

は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
筆
者
は
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
は
、
そ
の
た
め
に
、

　
　
0
●
▽
（
書
イ
テ
・
打
ッ
テ
・
読
ン
デ
）

の
型
を
捨
て
て
、
特
殊
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
置
か
な
い
、

　
　
●
○
▽
（
書
イ
テ
・
打
ヅ
テ
・
読
ン
デ
）

の
型
に
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
金
田
一
博
士
説
で
は
、
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○
●
▽
↓
○
○
▼
↓
●
0
▼
↓
●
0
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
4
）

と
変
化
し
た
と
推
定
さ
れ
た
変
化
を
、
筆
者
は
、

　
　
○
●
▽
↓
●
○
▽

と
一
気
に
変
化
し
た
の
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
金
田
一
博
士
説
で
は
、
右
の
変
化
は

ど
の
方
言
に
お
い
て
も
起
き
や
す
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
の
考
え
る
変
化
は
、

特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
い
方
言
に
の
み
生
起

し
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
起
き
た
変
化
が
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か

ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
分
離
し
た
直
接
の
原
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。　

特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
0
●
▽
の
型
を
避
け
る
場
合
、
ア

ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
例
え
ば
、

　
　
○
○
▽

　
　
○
●
▼

の
型
で
も
、
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
、

な
ぜ
●
○
▽
の
型
に
転
じ
て
避
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域

に
お
い
て
は
、
特
殊
音
節
が
音
節
と
し
て
独
立
は
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
存
在
力
が

他
の
音
節
に
比
べ
て
弱
い
た
め
に
、
特
殊
音
節
が
前
の
音
節
に
従
属
す
る
傾
向
を
示

し
、
前
の
音
節
が
高
と
な
り
、
特
殊
音
節
が
低
に
な
り
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　
金
田
一
博
士
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
核
が
前
の
音
節
に
移
動
す
る
こ
と
は
特
殊
な
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
5
）

に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
　
ω
型
の
混
同
が
起
っ
た
場
合

　
　
②
音
韻
の
制
約
に
よ
っ
て
一
部
の
語
に
変
化
が
起
こ
っ
た
場
合

　
　
個
類
推
に
よ
っ
て
一
部
の
語
彙
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
化
す
る
場
合

　
　
ω
他
の
強
力
な
方
言
の
影
響
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
化
す
る
場
合

筆
者
は
、
東
京
方
言
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
カ
イ
テ
」
（
書
い
て
）
か
ら
「
カ
イ

テ
」
が
生
じ
た
も
の
と
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
金
田
一
博
士
の
あ
げ
ら

れ
た
、
右
の
ω
で
説
明
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
㈲
「
飽
ク
」
の
上
二
（
一
）
電
化

　
国
立
国
語
研
究
所
『
方
言
文
法
全
国
地
図
2
』
（
前
掲
）
　
第
6
2
図
飽
き
る
（
終

止
形
）
第
7
3
図
飽
き
な
い
（
否
定
形
）
第
9
3
図
飽
き
た
（
過
去
形
）
に
よ
る
と
、
も

と
四
段
に
活
用
し
て
い
た
「
飽
ク
」
と
い
う
動
詞
が
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に

お
い
て
、
音
便
を
起
こ
さ
ず
、
活
用
も
上
一
段
に
転
じ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
顕
著

で
あ
る
。
こ
の
現
象
も
、
右
に
見
て
き
た
事
実
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
る
。
「
飽
ク
」
と
い
う
動
詞
は
二
音
節
第
二
類
動
詞
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
［
連
用
形
＋
テ
］
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
は
、
「
書
キ
テ
」
な
ど
と
同
じ
く
、
音

便
の
生
起
し
た
頃
に
は
、

　
　
0
0
▼
↓
0
㊦
▽
↓
○
●
▽

と
転
じ
て
、
原
形
は
○
●
▽
の
形
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後

に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
地
域
に
お
い
て
は
、
音
便
形
ア
イ
テ
の
○
●
▽
の
型

は
許
さ
れ
ず
、
音
便
化
が
遅
れ
、
原
形
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ

る
。
「
書
イ
テ
」
な
ど
の
音
便
形
○
●
▽
が
、
原
形
が
併
用
さ
れ
て
い
る
間
は
許
さ

れ
て
い
た
と
見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
飽
イ
テ
」
の
○
●
▽
が
許
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
、
「
聞
イ
テ
」
（
●
○
▽
）
が
許
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
行
イ
テ
」
（
●
0

▽
）
、
「
生
イ
テ
」
（
○
●
▽
）
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
じ
く
、
語
幹
が
裸
の
母

音
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裸
の
母
音
は
特
殊
音
節
i
が
連
続

す
る
場
合
に
は
、
い
ち
は
や
く
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
い
に
く

か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
イ
音
便
を
起
こ
す
二
音
節
動
詞
で
、
語
幹
が
裸
の
母
音

で
あ
る
動
詞
と
し
て
は
、
「
飽
ク
」
の
ほ
か
に
、

　
①
行
ク
・
浮
ク
・
置
ク
（
力
行
動
詞
、
第
一
類
）

　
②
押
ス
（
サ
行
動
詞
、
第
一
類
）
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

③
生
ク
（
力
行
動
詞
、
第
二
類
）

が
あ
る
が
、
①
②
は
第
一
類
動
詞
で
あ
る
。
③
は
同
一
母
音
が
連
続
す
る
た
め
に
、

音
便
を
避
け
た
例
と
し
て
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
裸
の
母
音
＋
特
殊
音
節

＋
テ
」
が
○
●
▽
と
な
る
た
め
に
、
イ
音
便
を
避
け
た
例
に
も
該
当
す
る
。
「
生
イ

テ
」
は
二
重
に
許
さ
れ
な
い
形
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
飽
キ
テ
」
が
、
後

に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
地
域
に
お
い
て
、
イ
音
便
化
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な

か
っ
た
事
情
は
、
右
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
説
明
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
「
飽
ク
」
の
上
二
段
活
用
化
は
、
イ
音

便
定
着
の
時
期
以
後
あ
ま
り
遠
く
な
い
時
期
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
「
飽
キ
ル
」
の
頃
は
、
「
四
段
活
用
の
「
あ
く
（
飽
く
）
」
か
ら
転
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
6
）

近
世
後
期
ご
ろ
か
ら
江
戸
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
」
と
す
る
が
、
春
日
政
治

　
　
　
　
（
注
6
7
）

博
士
に
よ
れ
ぽ
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
の
石
田
三
成
の
条
目
に
見
え
、
大
槻
文

　
　
　
　
　
（
注
6
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
9
）

彦
博
士
に
よ
れ
ば
、
寛
文
頃
の
「
諸
国
盆
踊
唱
歌
」
の
因
幡
の
歌
に
見
え
る
。
因
幡

は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
あ
る
が
、
石
田
三
成
は
近
江
国
生
ま
れ
で
あ
る
。
鎌

倉
時
代
の
東
国
資
料
が
極
め
て
稀
で
あ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る

が
、
今
後
東
国
系
抄
物
な
ど
に
つ
い
て
「
飽
ク
」
の
上
二
段
化
　
　
（
表
1
3
）

に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
東
山
尽
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
、
こ
の
甑
嗣
が
O
●
0

（
飽
キ
ル
）
●
○
▽
（
飽
キ
テ
）
の
形
で
あ
る
の
は
、
京
阪
式

ア
ク
セ
ン
ト
の
「
飽
キ
テ
」
○
●
▽
の
型
が
東
京
式
ア
ク
セ
ン

ト
地
域
で
●
○
▽
に
転
じ
た
の
に
ひ
か
れ
て
、
●
○
▽
（
飽
キ

テ
）
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
連
用
形
＋
テ
」
の
形
が
●
0

▽
と
な
る
と
、
他
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
連
用
形
が
そ

の
型
で
あ
る
上
一
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
と
る
よ

う
に
な
り
、
例
え
ば
終
止
連
体
形
は
○
●
○
（
飽
ル
）
と
な
っ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
2
、
二
音
節
第
一
類
動
詞
と
の
関
係

　
二
音
節
第
二
類
動
詞
「
連
用
形
＋
テ
」
の
音
便
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
、
筆
者
が
考

え
る
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
と
し
て
、
問
題
は
、
二
音
節
第
一
類
動
詞
の
「
連
用
形

＋
テ
」
の
形
と
衝
突
す
る
こ
と
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
変
化
し
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
経
路
と
し
て
は
、
理
論
的
に
は
二
つ
の
経
路
が
想
定
し
得
る
と
思

わ
れ
る
。
一
つ
は
、
表
1
3
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
表
1
4
に
示
す
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

　
表
1
3
の
方
が
起
き
た
蓋
然
性
が
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
は
、
先
ず
第
一
に
、
服

部
博
士
や
都
竹
通
年
雄
氏
に
よ
っ
て
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
、
「
二
音
節
第
一
類

動
詞
連
用
形
＋
テ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
○
●
▼
の
古
形
が
0
●
▽
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
0
）

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク

セ
ン
ト
へ
の
変
化
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
統
制
的
機
能
獲
得
へ
の
変
化
で
も
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
変
化
の
方
向
は
●
0
▽
↓
○
●
▽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
1
）

方
で
、
●
0
▽
↓
●
●
▽
の
方
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
に
な
る
。

二
音
節
動
詞
の
第
一
類
と
第
二
類
（
第
一
案
）

　
　
　
時
期
類

原
形
期
1
　
　
　
　
　
　
　
9
白
　
　
　
　
　
　
　
9
」

原
形
・
音
便
併
用
期

音
便
専
用
期

第
一
類
動
詞
　
咲
キ
テ
　
止
ミ
テ
　
張
り
テ

．
。
▼
↓
．
。
▽
凶
。
．
●
。
W
↓

　
　
　
　
　
　
Ψ
（
0
●
▼
）

●
○
▽

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

．
。
▼
↓
．
。
▽
凶
・
．
・
。
∬

0
●
▽
0
●
▼
　
　
　
　
・

0
●
▼

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

第
二
類
動
詞
　
書
キ
テ
　
読
ミ
テ
　
打
チ
テ

0
0
▼
↓
0
0
▽
　
　
　
　
・0
●
▽
　
　
　
　
・

0
0
▼京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

O
e
▼
0
0
▽
　
　
　
　
・○●
▽
　
　
　
　
・
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（
表
1
4
）
二
音
節
動
詞
の
第
一
類
と
第
二
類
（
第
二
案
）

　
　
　
時
期
類

原
形
期
　
1
　
　
　
　
　
　
　
り
4
　
　
　
　
　
　
　
3

原
形
・
音
便
併
用
期
　
　
4

音
便
専
用
期
5

第
一
類
動
詞
　
咲
キ
テ
　
止
ミ
テ
・
　
張
り
テ

．
。
▼
↓
．
。
▽
凶
●
．
●
。
W
↓
●
○
▽
　
　
　
　
・
↓
●
●
▽
↓
0
●
▼

●
○
▽

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
＼
●
o
▽
●
0
▼
↓
●
○
▽
　
　
　
　
　
　
　
／
●
●
▽

↓
●
0
▽
↓
●
●
▽
↓
○
●
▼

↓
0
●
▼

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

第
二
類
動
詞
　
書
キ
テ
　
読
ミ
テ
　
打
チ
テ

0
0
▼
↓
0
0
▽
　
　
　
・○
●
▽
　
　
　
　
・

○
○
▼

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

O
e
▼
↓
○
θ
▽
－
↓
0
●
▽
　
　
　
　
・

●
○
▽

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

　
他
方
、
表
1
4
の
方
が
起
き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
は
、
後
述
の
ご

と
く
、
東
京
方
言
で
は
、
二
十
歳
・
命
な
ど
三
音
節
名
詞
第
三
類
と
第
五
類
と
が
京

阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
●
0
0
の
ま
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
見
て
、
●
0
0
か
ら
○

●
○
へ
の
変
化
は
あ
ま
り
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
●
0
▽
か
ら
○
●
▽
へ
の
変
化
は
、
違
い
の
印
象
が
大
き
く
、
●

○
▽
か
ら
●
●
▽
へ
の
変
化
の
方
が
自
然
に
起
き
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
2
）

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
金
田
一
⑧
論
文
（
一
四
頁
）
に
よ
れ
ぽ
、

二
音
節
第
一
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
●
●
▽
で
あ
る
方
言
が
、
愛
知

県
半
田
市
や
愛
媛
県
・
高
知
県
西
南
郡
の
方
言
に
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
二
音
節
名
詞
第
二
類
の
「
石
ガ
」
な
ど
が
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の

●
0
▽
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
○
●
▽
に
変
化
す
る
場
合
に
、
●
●
▽
を
経
た

と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
も
そ
う
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
二
音
節
第
一
類
動
詞
の

終
止
形
は
●
○
の
形
、
連
体
形
は
●
●
の
形
で
あ
っ
た
が
、
終
止
連
体
形
が
合
一
化

す
る
と
そ
の
形
は
●
●
と
な
っ
た
か
ら
、
連
用
形
も
そ
れ
に
ひ
か
れ
て
●
●
▽
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
4
）

　
　
　
　
　
　
　
を
も
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
二
つ
の
変
化
の
い
ず
れ
が
実
際
に
起
き
た
の
か
は
、
今

　
　
　
　
　
　
　
後
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
が
、
筆
者
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
後
述
す
る
よ
う
に
●
○
○
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
○
●
○
へ
の
変
化
は
、
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
み
起
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
が
ら
、
表
1
4
の
方

　
　
　
　
　
　
　
が
起
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
表
1
4
に
つ
い
た
と
し
て
、
●
○
▽
か
ら
●
●
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
変
化
、
●
●
▽
か
ら
0
●
▼
へ
の
変
化
は
、
主
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
連
体
形
へ
の
類
推
と
、
労
力
の
節
約
と
い
う
こ
と
で
起
き
た
変

　
　
　
　
　
　
　
　
化
で
、
ど
う
し
て
も
起
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
力
な

　
　
　
　
　
　
　
　
力
を
も
っ
た
変
化
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
原
形
●
○
▽
と
併
用

さ
れ
る
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
後
に

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
地
域
に
お
い
て
も
、
後
に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る

地
域
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
、
音
便
の
定

着
が
実
現
し
、
原
形
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
、
後
に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
地

域
に
お
い
て
は
、
「
第
二
類
動
詞
＋
テ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
●
○
▽
に
転
じ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
は
、
第
一
類

動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
と
し
て
●
●
▽
・
○
●
▼
の
方
を
選
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
第
二
類
動
詞
の
方
が
、
●
0
▽
に
転
じ
る
こ
と
な
く
、
0
●
▽
を
経
て

0
0
▼
に
な
っ
た
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
は
、
第
一
類
動
詞
に
お
い
て
、

労
力
の
節
約
の
た
め
に
生
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
●
●
▽
・
○
●
▼
の
形
は

定
着
す
る
こ
と
な
く
滅
び
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
右
に
お
い
て
は
、
第
二
感
動
詞
に
○
●
▽
↓
●
○
▽
の
変
化
が
起
き
る
前
に
、
第

一
類
動
詞
に
●
○
▽
↓
●
●
▽
の
形
が
生
じ
、
併
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
が
、
或
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

い
は
、
動
き
と
し
て
は
、
○
●
▽
↓
●
0
▽
の
変
化
が
生
じ
、
○
●
▽
と
●
○
▽
と

が
併
用
さ
れ
て
い
る
時
期
に
、
こ
れ
と
の
混
同
を
避
け
る
必
要
が
あ
っ
て
、
連
体
形

の
形
●
●
に
類
推
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
第
一
類
動
詞
に
●
○
▽
と
と
も
に
●
●
▽

の
形
を
生
じ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
な
お
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
も
、
第
二
類
動
詞
「
連
用
形
＋
テ
」

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
0
●
▽
の

型
か
ら
○
○
▼
の
型
に
か
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
は
、

特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
そ
れ
が
直
接

の
原
因
と
な
っ
て
生
じ
た
も
の
で
な
く
、
労
力
の
節
約
が
直
接
の
原
因
で
、
こ
れ
に

特
殊
音
節
で
あ
る
こ
と
が
か
か
わ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
へ
す
べ
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。
服
部
四
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
（
五
五
頁
）
は
、
こ
の
変
化

　
　
0
●
▽
↓
0
0
▼

を
特
殊
音
節
の
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
が
、
特
殊
音
節
が
直
接
の
原
因

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
く
●
○
▽
に
転
じ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後

へ
一
音
節
す
べ
る
と
い
う
変
化
は
、
一
般
に
は
語
頭
が
高
い
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
語

に
生
起
す
る
の
で
あ
っ
て
、
語
頭
が
低
い
○
●
▽
に
○
○
▼
へ
の
変
化
が
起
き
て
い

る
の
に
は
、
労
力
の
節
約
の
ほ
か
に
、
特
殊
音
節
が
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
そ
れ
に
比
べ
て

の
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
も
、
特
殊
音
節

は
他
の
音
節
に
比
べ
て
や
は
り
存
在
と
し
て
は
弱
い
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。

3
、
「
居
ッ
テ
」
「
死
ン
デ
」
「
去
ン
デ
」

二
音
節
第
二
類
動
詞
と
第
一
類
動
詞
と
に
お
け
る
変
化
を
右
の
よ
う
に
推
定
で
き

る
と
し
て
、
連
用
形
が
二
音
節
で
音
便
を
起
こ
し
た
動
詞
に
は
、
第
一
・
二
類
い
ず

れ
に
も
属
さ
な
い
動
詞
が
あ
る
。
即
ち
、
ラ
変
動
詞
「
居
ル
」
と
、
ナ
変
動
詞
「
死

ヌ
」
「
去
ヌ
」
と
で
あ
る
。
先
ず
、
「
居
り
（
テ
）
」
で
あ
る
が
、
金
田
一
博
士
は
、

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
居
ル
」
の
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
そ
の
語
源
「
ヰ
ア
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
5
）

（
●
○
●
）
を
根
拠
に
、
0
●
↓
0
0
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
推
定
に
従
う
と
、
連

用
形
「
居
り
（
テ
）
」
の
形
も
、

　
　
0
●
↓
0
0

で
、
「
居
り
テ
」
は
、

　
　
0
●
▼
↓
e
O
▽

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
は
、

そ
の
形
が
下
降
調
を
失
っ
て
、

　
　
●
○
▽

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
は
、
先

に
見
た
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ぽ
、
●
○
▽
の
型
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
へ
す
べ
る
と

い
う
変
化
が
起
き
、
●
●
▽
↓
0
●
▼
と
変
化
し
て
い
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東

京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
、
そ
の
変
化
が
生
じ
て
い
ず
、
「
居
ッ
テ
」
が
、
京
阪

式
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
く
●
○
▽
で
あ
る
の
は
、
「
居
り
」
の
連
体
形
が
●
●
で
な

か
っ
た
た
め
に
●
●
▽
に
変
化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
次
に
、
ナ
変
動
詞
「
死
ヌ
」
「
去
ヌ
」
に
つ
い
て
見
た
い
。
秋
永
博
士
に
よ
れ
ぽ
、

「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
堤
町
テ
」
「
去
ニ
テ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
は
、

　
　
●
0
▼
↓
●
e
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
6
）

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
後
に
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
地
域
で
は
、

　
　
●
0
▽
↓
●
●
▽
↓
●
●
▼

と
、
下
降
調
を
失
い
、
更
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
地
域
に
お
い
て
は
、
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と
、

●
●
▽
↓
●
●
▽
↓
0
●
▼

下
降
調
を
失
っ
た
後
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
に
す
べ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
口
三
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
直
接
の
原
因
が
二
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
形
に
音

便
が
定
着
し
、
例
え
ば
カ
イ
テ
（
書
イ
テ
）
の
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の

山
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
カ
イ
テ
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
筆
者
の

解
釈
を
支
持
す
る
事
象
と
し
て
、
同
じ
条
件
に
あ
る
三
音
節
第
二
類
動
詞
に
お
い
て

も
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

　
三
音
節
第
二
類
動
詞
の
う
ち
四
段
に
活
用
す
る
動
詞
、
例
え
ば
、
「
動
イ
テ
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
7
）

鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
○
0
0
▽
↓
○
○
●
▽
で
あ
っ
た
。
こ
の
形
が
音
便
を

起
こ
す
と
、
や
は
り
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

音
便
が
定
着
す
る
と
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
性
を
帯
び
た
モ
ー
ラ
方
言
で
は
こ
の
形
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
直
前
の
音
節
を
高
く
し
て
、
特
殊
音
節
を
こ
れ
に
低
く
付
属

さ
せ
て
○
●
0
▽
と
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
現
代

東
京
方
言
の
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
な
ら
ば
、
こ
こ
に
も
京
阪
式
ア

ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
分
離
さ
せ
る
直
接
の
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

　
一
方
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
も
、
鎌
倉
時
代
の
連
用
形
＋
テ
○
○

●
▽
（
動
イ
テ
）
、
終
止
連
体
形
○
○
●
（
動
ク
）
が
、
室
町
時
代
に
は
●
○
○
▽
・

●
0
0
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
音
便
と
は
関
係
の
な
い
変
化
で
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
8
）

の
期
に
生
じ
た
、
0
0
と
低
が
続
く
形
の
衰
退
の
動
き
の
一
つ
で
あ
る
。
○
○
●

▽
・
0
0
●
が
な
ぜ
●
0
0
▽
・
●
0
0
の
形
に
変
じ
た
か
に
つ
い
て
は
、
川
上
棊

　
　
　
　
（
注
7
9
）

氏
の
解
釈
が
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
氏
は
、

　
　
鎌
倉
時
代
　
　
室
町
時
代

　
　
○
○
●
　
↓
●
0
0
　
　
　
　
語
例
　
命

　
　
○
O
e
　
↓
●
○
○
　
　
　
　
語
例
　
山
も

　
　
○
○
○
●
↓
●
●
○
○
　
　
　
語
例
　
い
ろ
く
つ

の
よ
う
な
変
化
の
ほ
か
に
、

　
　
○
○
●
0
↓
●
0
0
0

　
　
0
0
●
●
↓
●
0
0
0

の
変
化
も
起
こ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
お
い
て
は
、
低
低
に
続

く
高
を
効
果
的
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
高
の
直
前
の
低
を
低
め
に
発
音
す
る
た
め

に
、
そ
の
低
の
直
前
が
相
対
的
に
高
と
な
っ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
た
。
川
上
氏
が
明

ら
か
に
し
た
こ
の
変
化
を
「
低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。

　
日
形
容
詞
第
二
類
連
体
形
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
形
容
詞
第
二
類
の
連
体
形
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
起
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
形
容
詞
第
二
類
の
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
次
の
よ
う
で

　
　
（
注
8
0
）

あ
っ
た
。二

音
節
語

ク
活
用
三
音
節
語

シ
ク
活
用
四
音
節
語

ク
活
用
四
音
節
語

シ
ク
活
用
五
音
節
語

良
キ

白
キ

涼
シ
キ

モ
ノ
ウ
キ

ナ
ツ
カ
シ
キ

O
e

O
O
O

O
O
O
O

O
O
O
O

O
O
O
O
θ

こ
れ
ら
の
語
に
音
便
が
定
着
す
る
と
、
や
は
り
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の

山
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
方
言
で
は
、
特
殊

音
節
の
前
に
山
を
も
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
良
イ
　
　
　
　
●
○

　
　
白
イ
　
　
　
　
○
●
0
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
涼
シ
イ
　
　
○
○
●
○

　
　
モ
ノ
ウ
イ
　
　
○
○
●
0

　
　
ナ
ツ
カ
シ
イ
　
○
○
○
●
○

こ
の
場
合
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
と
言
っ
て
も
、
ア
ク
セ

ン
ト
の
山
は
下
降
調
の
長
音
節
の
途
中
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
既
に
見
た

　
○
●
▽
（
書
イ
テ
）

な
ど
と
は
少
し
事
情
が
違
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
例
え
ば
、

　
　
コ
同
O
臨
　
（
白
イ
）

に
例
を
と
る
と
、
こ
の
形
に
お
い
て
、
同
。
と
賦
の
連
続
は
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
性
を
帯

び
た
方
言
に
お
い
て
は
、
臣
と
凶
の
場
合
ほ
ど
強
力
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
け
れ

ど
も
、
や
は
り
、
後
者
出
が
前
者
8
に
付
属
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
示
し
た
と
見

ら
れ
る
か
ら
、
賦
の
下
降
調
を
捨
て
て
吋
○
凶
と
な
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
困
9
と
な
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
で
ぎ
た
、
二
音
節
語
と
三
音
三
子
の
良
イ
・
白
イ
の
形
は
現
代

の
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
で
あ
る
。
四
音
節
以
上
の
語
の
場
合
に
は
、
右
の

形
か
ら
、
統
制
的
機
能
を
果
た
す
た
め
に
更
に
前
の
音
節
ま
で
高
く
な
っ
て
、
今
日

の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
核
の
位
置
は
右
の
推
定
形
と
か
わ

っ
て
い
な
い
。

　
　
涼
シ
イ
　
　
○
○
●
○
↓
○
●
●
○

　
　
モ
ノ
ウ
イ
　
0
0
●
○
↓
○
●
●
○

　
　
ナ
ツ
カ
シ
イ
0
0
0
●
○
↓
0
●
●
●
○

こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
な
ら
ぼ
、
こ
こ
に
も
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア

ク
セ
ン
ト
を
分
離
さ
せ
る
直
接
の
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
原
因
は
、
い
ず
れ

も
、
音
便
に
よ
っ
て
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
位
置
に
立
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
に
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
場
合
に
、
カ

イ
ィ
テ
（
書
）
ヨ
ン
ン
デ
な
ど
が
、
ト
ッ
テ
に
ひ
か
れ
て
、
カ
イ
テ
・
ヨ
ソ
デ
と
な

り
、
そ
こ
か
ら
ト
ヅ
テ
・
カ
イ
テ
・
ヨ
ソ
デ
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
変
え
た
も
の
と
推
定

し
た
が
、
下
降
調
を
維
持
し
て
い
る
カ
イ
ィ
テ
・
ヨ
ン
ン
デ
の
段
階
で
も
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
は
起
き
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
方
を
見
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
0
0
0

（
白
イ
な
ど
）
の
形
は
、
室
町
時
代
に
は
●
○
○
に
形
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
変
化

は
三
音
節
第
二
類
動
詞
「
動
ク
」
な
ど
の
変
化
の
と
こ
ろ
で
見
た
の
と
同
じ
こ
と
が

起
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
二
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の

　
　
　
変
化
に
つ
い
て
の
筆
者
の
基
本
的
な
考
え
方

　
筆
者
は
、
右
述
の
よ
う
に
、
特
定
の
原
因
に
よ
っ
て
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
京

阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
分
離
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
以

下
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
動
詞
・
形
容
詞
の
そ
の
他
の
各
活
用
形
の

ア
ク
セ
ン
ト
、
更
に
、
そ
の
他
の
品
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
か
を
説

明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
順
次
そ
の
点
に
つ
い
て
の
筆
者
の
解
釈
を
展
開
さ
せ

て
行
き
た
い
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
論
を
展
開
さ
せ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
筆
者
が

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
中
の
あ
る
考
え
方
は
、

論
の
展
開
と
と
も
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
所
で
具
体
例
に
つ
い
て

論
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
あ
ち
こ
ち
で
散
発
的
に
述
べ
る
よ
り
も
、
は
じ
め
に
一

括
し
て
述
べ
て
お
く
方
が
、
論
が
理
解
さ
れ
や
す
い
と
考
え
る
の
で
、
は
じ
め
に
、

筆
者
の
基
本
的
な
考
え
方
を
一
括
し
て
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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8
東
京
式
諸
ア
ク
セ
ン
ト

　
一
口
に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
呼
ん
で
も
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ア
ク
セ

ン
ト
を
包
含
し
て
い
て
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
類
別
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

　
（
注
8
1
）

あ
る
。

東
京
式
系
ア
ク
セ
ン
ト

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

東
⊥
尽
式
ア
ク
セ
ン
ト

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
　
外
観
は
京
阪
式
に
近
い

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
　
外
観
は
再
転
し
て
東
京
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
い

中
輪
東
琴
壬
よ

二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
よ
う
に
調
査
が
進
ん
で
い
る
語
類
に
つ
い
て
は
、
広

く
東
京
式
系
ア
ク
セ
ン
ト
全
体
を
視
界
に
収
め
て
考
察
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
東

京
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
金
田
一
博
士
は
、
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト
を
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
も
一
つ
古
い
姿
を

と
ど
め
る
ア
ク
セ
ン
ト
と
見
ら
れ
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
代
表
と
し
て
甲
府
ア
ク

セ
ン
ト
を
選
ば
れ
た
。
確
か
に
そ
の
方
が
説
明
が
簡
潔
に
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま

た
、
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
も
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
2
）

型
の
対
応
に
お
い
て
例
外
と
な
る
語
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
も
一
つ
古
い
形
を
示
す
も
の
と
見

る
方
が
よ
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
そ
の
点
を
認
め
た
上
で
、
甲
府

ア
ク
セ
ン
ト
を
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
異
な
る
方
向
に

変
化
し
た
点
を
も
つ
ア
ク
セ
ン
ト
と
と
ら
え
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

内
輪
系

中
輪
系

外
輪
系

　
　
東
山
尽
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト
・

京
阪
式
ア
・
セ
ン
A
懸
”
搾

次
の
よ
う
な
関
係
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
↓
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト
↓
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
↓
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
↓
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト

そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
、
そ
う
考
え
た
方
が
筆
者
の
以
下
の
説
明
に
と
っ
て
都

合
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、
東
京
ア
ク
セ
ン

ト
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
口
鎌
倉
・
室
町
時
代
間
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
の
分
離

　
今
、
『
日
本
語
の
歴
史
5
』
の
表
（
3
）
と
表
（
4
）
と
を
利
用
し
て
、
京
阪
式

ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
三
音
節
の
単
位
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
と
、
こ
れ
に
対
す
る
東

京
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
と
を
対
比
し
て
、
そ
の
一
部
を
示
す
と
、
表
1
5
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
は
、

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
室
町
時
代
以
降
の
形
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら

れ
る
。
7
8
9
と
1
0
の
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
も
甲
府
ア
ク
セ
ン
ト

も
○
●
●
の
型
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
1
0
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
が
7
8
9
の

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
と
同
じ
く
●
●
○
と
な
っ
た
室
町
時
代
以
降
の
変
化
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
既
に
見
た
、
三
音
節
第
二
類
動
詞
（
「
動
ク
」
）
な
ど
）

と
、
三
音
節
第
二
類
形
容
詞
（
「
白
イ
」
な
ど
）
に
お
け
る
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

へ
の
変
化
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
鎌
倉
時
代
の
形
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
が
多
く
な
い
た
め
に
、
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
言
う

時
も
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
そ
の
形
で
あ
っ
た
と
い
う
保
証
は
な
い
。
同
様
に
室
町

時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
言
っ
て
も
、
室
町
時
代
の
は
じ
め
か
ら
そ
の
形
で
あ
っ
た
と

い
う
保
証
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
右
の
変
化
の
時
期
の
す
べ
て
を
満
足
さ
れ
る

も
の
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
形
と
室
町
時
代
の
形
と
の
交
替
時
期
を
幅
を
も
た
せ
て
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

（
表
1
5
）
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
時
代
的
変
遷
と
東
京
・
甲
府
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
金
田
一
博
士
に
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
同
じ
型
の
他
の
語
種
を
ひ
き
つ
け
よ
う
に
も
、
他
の
語
種
に

7

形
・
上
る
（
連
体
形
）
・
竹
が
－

●
●
●
型

●
●
●
型

●
●
●
型

●
●
●
型

●
●
●
型

赤
く
：

●
●
○
型

●
●
○
型

○
●
0
型

8

赤
き
：

●
●
0
型

●
●
0
型

●
●
○
型

●
●
0
型

●
○
○
型

○
●
●
型

0
●
●
型

竹
も
：

●
●
0
型

●
●
0
型

9

あ
ず
き
・
上
れ
－

●
●
○
型

●
●
○
型

●
●
0
型

●
●
○
型

●
0
0
型

赤
し
－

●
●
e
型

●
●
e
型

10

頭
－

0
0
0
型0
0
0
型●
●
○
型

●
●
0
型

●
0
0
型

（
中
略
）

見
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
日
語
類
別
の
変
化

　
金
田
一
博
士
が
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
を
説
明

さ
れ
る
時
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
、
一
つ
に
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
同
じ
型

の
語
群
は
同
じ
変
化
を
遂
げ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
姿
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
3
）

は
早
く
服
部
四
郎
博
士
に
出
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
具
体
的
な
例
を
見
る
と
、

語
種
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
同
じ
型
を
し
て
い
た
語
群
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
変

わ
っ
て
も
、
や
は
り
同
じ
型
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
一
つ
に
は
、
そ
こ
に
起
き
た
変
化
の
原
因
が
労
力
の
節
約
の
た
め
と
い
う
よ

　
　
　
り
り

う
な
原
因
で
あ
る
た
め
に
、
ど
の
語
種
に
も
同
じ
よ
う
に
働
い
た
場
合
で
あ
り
、
ま

た
、
一
つ
に
は
、
あ
る
語
種
に
お
き
た
変
化
に
、
同
じ
型
の
別
の
語
種
が
ひ
き
つ
け

ら
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
変
化
の
中
に
は
、
特
定
の
語
群
の
特
定
の
語

種
に
し
か
起
き
な
い
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
あ
る
語
種
に
起
き
た
変
化
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
の
事
情
が
あ
っ
て
ひ
き
つ
け
ら
れ
な
い
で
、
別
の
歩
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
変
化
し
て
東
京
式
ア
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
考
え
る
あ
ま
り
、
す
べ
て
の
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
セ
ン
ト
の
型
が
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
間
で
変
化
し
て
い
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
だ
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、
変
化
せ
ず
、
京
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
る
型
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
系
が
緊
密
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
た
め
に
、
変
化
し
な
い
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
意
識
さ
れ
や
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
、
そ
れ
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
ア
ク
セ
ン
ト
の
体
系
は
緊
密
で

は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
筆
者
は
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
語
種
ご
と
に
、

そ
こ
に
起
き
た
変
化
を
説
明
し
て
い
く
立
場
を
取
る
。

　
四
ア
ク
セ
ン
ト
変
化

　
筆
者
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
を
考
察
し
て

い
く
う
ち
に
、
そ
こ
に
起
き
た
変
化
は
、
基
本
的
に
は
次
の
四
つ
の
変
化
で
あ
っ
た

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
1
、
あ
る
品
詞
の
あ
る
語
類
．
に
起
き
た
変
化
が
他
に
及
ぶ
変
化

　
　
こ
こ
に
、
あ
る
品
詞
の
あ
る
語
類
に
起
き
た
変
化
と
は
、
一
で
見
た
次
の
変
化

　
　
で
あ
る
。

　
　
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
＋
テ
　
　
○
●
▽
↓
●
○
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
　
書
イ
テ

　
　
三
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
＋
テ
　
　
0
0
●
▽
↓
○
●
○
▽
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二
音
節
第
二
類
形
容
詞
終
止
連
体
形

三
音
節
第
二
類
形
容
詞
終
止
連
体
形

四
音
節
第
二
類
書
容
詞
終
止
連
体
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

O
e
↓
●
0
　
　
　
　
例

○
0
0
↓
○
●
○
例

○
○
0
0
↓
0
●
●
○

動
イ
テ

良
イ

白
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
　
短
カ
イ

　
一
の
変
化
は
、
次
の
変
化
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
ω
四
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
に
生
じ
た
変
化
が
、
同
じ
型
で
あ
っ
た
一
段
活

　
　
　
用
動
詞
の
連
用
形
に
及
ぼ
す
変
化

　
　
②
あ
る
活
用
形
に
生
じ
た
変
化
が
他
の
活
用
形
に
及
ぶ
変
化

　
　
的
あ
る
品
詞
に
生
じ
た
変
化
が
同
じ
型
の
他
の
品
詞
の
語
に
及
ぶ
変
化

2
、
低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起

　
　
1
の
変
化
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
前
へ
移
動
す
る
例
で
あ
る
が
、
ア
ク
セ
ン

　
ト
の
山
が
前
へ
移
動
す
る
変
化
と
し
て
、
筆
者
は
、
既
に
見
た
川
上
藁
葺
が
指

　
摘
さ
れ
た
一
つ
の
変
化
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、

　
　
　
○
○
●
↓
●
○
○

　
　
　
○
0
0
●
↓
○
●
○
○

　
の
よ
う
な
変
化
で
あ
る
。
氏
の
解
釈
に
よ
れ
ぽ
、
低
を
連
続
し
て
発
音
し
、
高

　
を
発
音
す
る
場
合
、
高
を
確
実
に
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、
直
前
の
低
が

　
よ
り
明
確
に
低
く
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
そ
の
低
の
直
前
の
低
が
高
く
な
る
た
め

　
に
生
じ
た
も
の
と
い
う
。

3
、
統
制
的
機
能
獲
得
の
変
化

　
　
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
、
な
か
ん
づ
く
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ

　
ン
ト
か
ら
変
化
・
分
離
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
統
制
的
機
能
を
獲
得
し
て
い
っ

　
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
も
と
は
と
言
え
ば
、
労
力
の
節
約
の
た
め
の
、
語
頭
低

　
下
と
か
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後
退
で
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
、
●
●
○
の
形
と
●

　
0
0
の
形
と
で
は
、
後
者
の
形
が
安
定
し
た
形
で
あ
る
た
め
に
、
後
者
に
は
語

　
　
頭
低
下
も
山
の
後
退
も
起
き
な
か
っ
た
。
語
頭
低
下
や
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後

　
　
退
が
起
き
た
の
は
、
原
則
と
し
て
●
●
…
…
の
形
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
右
の
ほ
か
に
も
、
類
推
な
ど
に
よ
っ
て
個
別
的
に
起
き
た
変
化
が
あ
り
、
東
京
式

系
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
に
は
統
制
的
機
能
を
果
た
す
方
向
と
は
反
対
の
方
向
の
変
化
を

起
こ
し
て
い
る
例
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ

で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
因
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
法
則
は
、
そ
の
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
ど
の
よ

う
な
体
系
で
あ
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
体
系
に
む
か
っ
て
変
化
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
○
●
▽
↓
●
○
▽

　
　
○
○
●
▽
↓
○
●
○
▽

　
　
0
0
↓
●
0

　
　
0
0
e
↓
○
●
0

　
　
0
0
0
0
↓
0
●
●
0

　
　
0
0
0
0
●
↓
○
●
●
●
○

例
え
ば
、

考
え
ら
れ
る
。

　
　
○
●
↓
●
○

　
三
、
動
詞
・
形
容
詞
に
お
け
る
他
の
活
用
形
へ
の
影
響

右
の
よ
う
に
し
て

　
　
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ

　
　
三
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ

　
　
第
二
類
形
容
詞
終
止
連
体
形

の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
と
次
の
よ
う

に
変
化
す
る
と
、
そ
の
変
化
は
他
の
活
用
形
に
も
及
ん
で
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U例例例例例洋

書
イ
テ

動
イ
テ

良
イ

白
イ

涼
シ
イ

陵
カ
シ
イ

動
詞
の
終
止
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
次
の
よ
う
な
変
化
を
起
こ
し
た
と

例
　
書
ク
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
0
0
●
↓
○
●
0
　
　歌
学
ク

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
二
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
の

形
が
連
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
類
推
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
は
早
く
服
部
四
郎
博
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
4
）

指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
甲
の
〔
カ
ク
（
書
）
、
ヨ
ム
（
読
）
〕
等
に
対
す
る
乙
の
〔
カ
ク
、
ヨ
ム
〕
は
、

　
　
恐
ら
く
独
自
の
変
遷
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
〔
カ
イ
タ
、
ヨ
ン
ダ
〕
（
形
は
こ

　
　
の
ま
玉
で
な
か
っ
た
ら
う
が
）
と
云
ふ
ア
ク
セ
ン
ト
が
成
立
し
て
か
ら
、
そ
れ

　
　
（
外
の
活
用
形
も
あ
る
が
）
に
類
推
し
て
第
一
音
節
に
頂
点
の
来
る
様
に
な
つ

　
　
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
二
音
節
単
位
の
動
詞
に
生
じ
た
、

　
　
○
●
↓
●
○

の
変
化
は
、
他
の
語
種
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
二
音
節
名
詞
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
で
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。　

四
、
二
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化

　
e
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
変
遷
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

　
次
に
、
二
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
を
見
る
。
二
音
節

名
詞
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
変
遷
に
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
対
比
し
て
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
5
）

す
と
、
表
1
6
の
通
り
で
あ
る
。

　
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
調
査
が
最
も
進
ん
で
い
る
語
種
で
あ
る
か
ら
、

東
京
式
系
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
け
る
変
化
形
全
体
の
中
で
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
を
と
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
今
、
全
国
の
東
京

式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
、
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
な
形
で

行
わ
れ
て
い
る
か
を
、
便
宜
金
田
一
博
士
の
示
さ
れ
た
「
全
国
主
要
都
市
ア
ク
セ
ン

　
　
　
（
注
8
6
）

ト
↓
覧
表
」
か
ら
抜
き
出
す
と
表
1
7
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン

（
表
1
6
）
二
音
節
名
詞
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
変
遷
と
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

平
安
末
　
　
鎌
　
　
　
倉

室
　
町

江
　
戸
　
現
　
代
　
東
　
京

第
一
類

●
●

●
●
●
●
▼

●
●
●
●
▼

　
　
　
　
一
●
●
●
●
▼
一

●
●
●
●
▼

○
●
○
●
▼

第
二
類

●
○

●
0
●
0
▽
↑
●
0
▼

●
0
●
○
▽

●
○
●
○
▽

●
○
●
○
▽

0
●
○
●
▽

第
三
類

0
0
0
0
0
0
▼

第
四
類

0
●

0
●
○
●
▼

○
●
0
●
▼

○
●
○
●
▼

0
●
○
○
▼

●
0
●
○
▽

第
五
類

0
0
0
0
0
●
▽
↑
0
0
▼○
●
○
●
▽

O
e
O
●
▽
0
0
0
●
▽

ト
地
域
と
は
、

よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
＋
テ

　
　
三
音
節
第
二
類
四
段
動
詞
連
用
形
＋
テ

　
　
ニ
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
連
体
形

　
　
二
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形

　
　
三
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形

　
　
四
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形

既
に
見
た
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
　
　
筆
者
の
定
義
で
は
次
の

（
富
山
・
金
沢
は
別
稿
）

●
○
▽

○
●
○
▽

●
○

●
○

○
●
○

○
●
●
○

　
口
第
四
類
・
第
五
類
名
詞

　
先
ず
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
、
二
音
節
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
の

ア
ク
セ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
と
、
表
1
8
の
三
種
の
も
の
が
存

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
B
の
型
に
な
っ
て
い
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
金
田
一
博
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戸　が 葉　が 目　が 風　が 鳥、が 旗　が 橋　が 山　が イヌが 空　が

箸
　
が
（
は
し
） 雨　が 春　が
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ﾈ
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／
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征
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（
表
1
8
）
二
音
節
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

第
　
四
　
類

第
　
五
　
類

地
　
　
　
　
点

広
　
　
　
狭

広
　
　
　
狭

A

●
○
▽

●
○
▽

盛
岡
・
前
橋
・
川
越
・
東
京
・
平
塚
・
静
岡
・
名
古
屋
・
甲
府
・
長
野
・
岐
阜
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
倉
吉
・
大
分
・
福
岡

B

○
●
▽

●
○
▽

0
●
▽

●
0
▽

札
幌
・
青
森
・
秋
田
・
鶴
岡
・
新
潟
・
松
江

C

●
●
▽

●
○
▽

●
●
▽

●
0
▽

勝
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
7
）

士
は
次
の
よ
う
に
は
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
空

　
　
秋
田
　
ソ
ラ
ガ

　
　
茂
原
　
ソ
ラ
ガ

　
　
高
田
　
ソ
ラ
ガ

　
　
甲
府
　
ソ
ラ
ガ

　
　
（
表
続
き
）

　
　
　
　
　
　
　
旗

　
（
秋
田
）
　
ハ

　
（
茂
原
）
　
ハ

　
（
高
田
）
　
ハ

　
（
甲
府
）
　
ハ

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、

見
る
と
、

る
。

　
雨

ア
刈
ガ

ア
刃
ガ

ア
メ
ガ

ア
メ
ガ

　
宮

比
ケ
ガ

カ
ゲ
ガ

カ
ゲ
ガ

カ
ゲ
ガ

　
糸

イ
ト
ガ

イ
ト
ガ

イ
ト
ガ

イ
ト
ガ

　
　
　
　
　
　
　
胸
　
　
　
春

　
　
　
タ
ガ
　
ム
ネ
ガ
　
劉
ル
ガ

　
　
　
タ
ガ
　
ム
ネ
ガ
　
ハ
ル
ガ

　
　
　
タ
ガ
　
ム
ネ
ガ
　
困
ル
ガ

　
　
　
タ
ガ
　
ム
ネ
ガ
　
ハ
ル
ガ

　
　
　
　
　
上
欄
の
「
空
」
「
雨
」

秋
田
と
茂
原
と
が
同
じ
型
で
あ
り
、

こ
の
二
つ
ず
つ
が
同
じ
系
統
で
あ
ろ
う
か
。

イイイイ
シシシ1シ石
ガ　　ガ　　ガ　　ガ

カカカカ
ミミミ」ミ雲
客“　ガ　　ガ　　カ“

　
犬

イ
ヌ
ガ

イ
ヌ
ガ

イ
ヌ
ガ

イ
ヌ
ガ

「
影
」
「
糸
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

高
田
と
甲
府
と
が
同
じ
型
で
あ

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
容
を
調

　
　
べ
て
み
る
と
、
秋
田
と
茂
原
と
で
○
○
▽
型
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
拍
が

　
　
［
9
］
［
Φ
］
［
o
］
の
よ
う
な
広
い
母
音
の
語
に
限
っ
て
い
る
。
第
二
拍
の
狭
い
語

　
　
は
、
下
欄
の
「
春
」
の
よ
う
に
各
地
と
も
0
0
▽
型
で
一
致
し
て
い
る
。
元
来

　
　
第
一
拍
を
高
く
発
音
し
て
い
た
の
を
、
広
い
母
音
を
も
つ
第
二
拍
を
高
く
発
音

　
　
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
自
然
に
起
こ
り
や
す
い
こ
と
で
あ

　
　
る
。
と
す
る
と
、
秋
田
と
茂
原
と
で
は
何
の
交
渉
も
な
く
て
も
、
独
立
に
同
一

　
　
の
変
化
を
遂
げ
て
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
い
。
す
な
わ
ち
、

　
　
こ
の
「
空
」
「
雨
」
「
影
」
「
糸
」
の
四
語
は
四
地
域
と
も
そ
ろ
っ
て
以
前
に
は

　
　
○
○
▽
型
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
そ
の
間
の
違
い
は
重
大
な
も
の
で
は
な
い

　
　
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
秋
田
方
言
や
茂
原
方
言
で
、
二
音
節
第
五
類
名
詞
は
、
第
二
音
節
が
狭
い

母
音
で
あ
る
か
、
広
い
母
音
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

　
　
第
二
立
日
節
が
狭
い
母
立
日
　
封
ル
ガ
（
春
）

　
　
第
二
音
節
が
広
い
母
音
　
ア
メ
ガ
（
雨
）
　
・
カ
ゲ
ガ
（
影
）

の
よ
う
に
分
か
れ
て
お
り
、
後
者
の
第
二
音
節
が
広
い
母
音
で
あ
る
場
合
の
、
ア
メ

ガ
・
カ
ゲ
ガ
の
形
は
、
元
来
は
ア
メ
ガ
・
カ
ゲ
ガ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
二
音
節
が

広
い
母
音
で
あ
る
た
め
に
そ
こ
が
高
く
な
り
ア
メ
ガ
・
カ
ゲ
ガ
と
な
っ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
筆
者
の
立
場
に
立
つ
と
異
な
っ
た
解
釈
に
な
る
。
即
ち
、
二
音
節
第
五

類
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
古
く
、

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
ハ
ル
ガ
・
ア
メ
ガ
・
カ
ゲ
ガ

で
あ
っ
た
。
こ
の
形
か
ら
か
、
或
い
は
、
こ
の
形
が
下
降
調
を
失
っ
た

　
　
ハ
ル
ガ
・
ア
メ
ガ
・
カ
ゲ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
8
）

の
形
か
ら
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
次
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
、

　
　
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
＋
テ
　
0
●
▽
↓
●
○
▽

　
　
二
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
連
体
形
　
　
○
●
↓
●
○
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が
起
き
る
と
、
こ
れ
に
ひ
か
れ
て
、
二
音
節
第
五
類
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、

　
　
0
●
▽
↓
●
○
▽

　
　
○
●
↓
●
0

の
変
化
を
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
際
、
次
の
二
つ
の
方
言
が
生
じ
た
。

　
　
す
べ
て
の
二
音
節
第
五
類
名
詞
に
変
化
が
起
き
た
方
言
　
○
●
▽
↓
●
○
▽

　
　
第
三
．
節
の
母
土
．
の
広
狭
に
よ
．
て
　
　
　
○
●
▽
凶
●
○
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
●
▽

　
　
　
二
つ
の
型
に
分
か
れ
た
方
言

即
ち
、
第
二
音
節
が
口
の
開
き
の
広
い
母
音
の
場
合
、
●
○
▽
へ
の
変
化
が
さ
ま
た

げ
ら
れ
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
た
方
言
が
生
じ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
口
の
開
き
が
広
い
と
い
う
だ
け
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
そ
の
音
節
に

移
動
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
口
の
開
き
が
広
い
音
節
の
場
合
に
は
、
も
と
の
山
を

維
持
し
続
け
た
と
考
え
た
方
が
、
よ
り
自
然
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
た
め
に
は
、
秋
田
方
言
で
は
第
四
類
名
詞

に
お
い
て
も
、

　
　
第
二
音
節
が
狭
い
母
音
　
ハ
シ
ガ
（
箸
）

　
　
第
二
音
節
が
広
い
母
音
　
ソ
ラ
ガ
（
空
）

と
二
つ
の
型
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
整
合
性
を
も
っ
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
名
詞
単
独
の
形
と
、
一
音
節
の
助
詞
が
つ
く
形
と
を
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
　
第
二
音
節
が
狭
い
母
音
　
　
　
ハ
シ
（
箸
）
↓
ハ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
ガ
↓
ハ
シ
ガ

　
　
第
二
音
節
が
広
い
母
音
　
　
　
ソ
ラ
（
空
）
↓
ソ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ラ
ガ
↓
ソ
ラ
ガ
↓
ソ
ラ
が

第
二
音
節
が
狭
い
母
音
の
語
の
場
合
、
名
詞
単
独
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
二
音
節
第
二

類
動
詞
に
起
き
た
○
●
↓
●
○
の
変
化
に
ひ
か
れ
て
、
0
●
↓
●
○
の
変
化
を
起
こ

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
音
節
が
広
い
母
音
の
場
合
に
は
、
0
●
↓
●
○
に
ひ
か
れ

る
力
よ
り
も
、
も
と
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
維
持
す
る
力
の
方
が
大
き
く
、
京
阪
式
ア
ク

セ
ン
ト
の
形
0
●
で
と
ど
ま
っ
た
。
　
一
音
節
の
助
詞
が
っ
く
形
は
、
○
●
▼
で
あ
っ

た
か
ら
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
が
阻
止
さ
れ
る
と
、
文
節
ア
ク
セ
ン
ト
も

も
と
の
0
●
▼
で
と
ど
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
○
●
▼
が
、
秋
田
方
言
な

ど
で
○
●
▽
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
名
詞
単
独
形
の
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
同
じ
く

0
●
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
第
五
類
に
合
流
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
方
言
な
ど
の
よ
う
に
、
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
が
す
べ
て
●
○
○
に
な
っ
て

い
る
方
言
を
東
京
式
A
ア
ク
セ
ン
ト
、
秋
田
方
言
な
ど
の
よ
う
に
、
第
四
類
・
第
五

類
名
詞
が
、
第
二
音
節
の
母
音
の
広
狭
に
よ
っ
て
二
つ
の
型
に
分
か
れ
て
い
る
方
言

を
東
京
式
B
ア
ク
セ
ン
ト
と
呼
ぶ
と
、
両
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係
の
も
の
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
A
・
B
二
つ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
は
、
第
二
類

四
段
活
用
動
詞
連
用
形
＋
テ
に
起
き
た
0
●
▽
↓
●
0
▽
の
変
化
と
、
第
二
類
四
段

活
用
動
詞
終
止
連
体
形
に
起
き
た
○
●
↓
●
0
の
変
化
と
に
、
よ
り
強
く
ひ
か
れ
た

方
言
が
A
、
ひ
か
れ
る
力
が
弱
く
一
部
に
し
か
牽
引
が
実
現
し
て
い
な
い
方
言
が
B

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
解
す
る
と
、
A
・
B
二
つ
の
方
言
の
前
後
関
係
に
つ
い

て
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、

　
1
、
一
部
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
方
言
が
古
く
、
そ
の
京
阪

　
　
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
と
ど
め
て
い
た
部
分
を
も
変
化
さ
せ
た
も
の
が
A
方
言
で
あ

　
　
る
。

　
2
、
A
・
B
両
方
言
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
て
成
立
し
た

　
　
も
の
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
動
詞
連
用

形
と
終
止
連
体
形
に
起
き
た
変
化
に
ひ
か
れ
る
変
化
が
、
一
旦
秋
田
方
言
の
よ
う
な

段
階
で
休
止
し
、
改
め
て
東
京
方
言
の
よ
う
な
形
に
進
ん
だ
と
考
え
る
よ
り
も
、
影

響
力
が
ど
こ
ま
で
及
ん
だ
か
が
二
つ
の
方
言
を
生
み
出
し
た
と
す
る
後
者
の
方
が
蓋
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

然
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
な
お
、
第
四
類
・
第
五
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
第
二
音
節
の
母
音
の
広
狭
に
よ
っ

て
二
つ
の
型
に
分
か
れ
て
い
る
方
言
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
が
秋

田
方
言
な
ど
と
は
異
な
る
方
言
に
、
先
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
勝
浦
方
言
が
あ
っ
て
、

東
京
式
C
ア
ク
セ
ン
ト
と
表
示
し
た
。
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立

し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
秋
田
方
言
の
形
を
経
て
、
更
に
変
化
し
た

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
○
●
○
と
●
○
○
と
が
行
わ
れ

て
い
る
う
ち
に
、
0
●
○
が
●
0
0
に
ひ
か
れ
て
●
●
0
に
変
化
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。京

阪
式
ア
・
セ
ン
A
縣
無
総
監
↓
東
京
式
。
ア
壬
ト

分
布
か
ら
言
え
ば
、
東
京
式
B
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
C
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
、
東
京

式
A
ア
ク
セ
ン
ト
に
比
べ
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
か
ら
は
遠
い
地
域
に
分
布

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
A
・
B
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
四

類
・
第
五
類
名
詞
に
変
化
を
起
こ
さ
せ
た
力
が
、
直
接
的
で
強
力
な
力
で
は
な
く
、

動
詞
連
用
形
＋
テ
に
起
き
た
変
化
に
ひ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
支
持
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ひ
か
れ
た
変
化
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
ひ
い
た
変
化
の
法
数
が
他

の
変
化
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
多
い
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
、
お
よ
そ
の
目
安
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
9
）

し
て
、
底
数
を
、
金
田
一
語
彙
に
よ
っ
て
比
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

二
蕪
二
灘
鞘
ひ
縫
逐
一
エ
一
語

　
　
二
音
節
第
四
類
名
詞
　
　
　
　
六
七
語

　
　
二
音
節
第
五
類
名
詞
　
　
　
　
四
〇
語

二
音
節
第
二
類
四
段
動
詞
連
用
形
＋
テ
に
起
き
た
変
化
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
二

音
節
第
二
類
一
段
動
詞
連
用
形
＋
テ
に
も
広
が
っ
た
か
ら
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、

相
当
大
き
な
語
数
と
言
え
る
。
そ
こ
に
起
き
た
変
化
が
二
音
節
名
詞
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
日
第
一
類
・
第
二
類
・
第
三
類
名
詞

　
次
に
、
右
に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
と
見
た
地
域
に
つ
い
て
、
二
音
節
第
一
類
・

第
二
類
・
第
三
類
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
る
。
右
に
見
た
東
京
式
A
ア
ク
セ
ン

ト
・
東
京
式
B
ア
ク
セ
ン
ト
・
東
京
式
C
ア
ク
セ
ン
ト
に
分
け
て
、
第
一
類
・
第
二

類
・
第
三
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
る
と
、
表
1
9
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
類
の
形
の
う
ち
、
f
は
、
第
二
音
節
の
母
音
の
広
狭
に
よ
っ
て
、
a
・
b
の

形
と
。
・
d
の
形
と
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
見
る
と
、
a
・

b
の
○
●
▼
の
形
は
第
二
音
節
の
母
音
が
広
い
時
に
起
こ
り
や
す
い
形
に
統
一
さ
れ

て
い
る
も
の
、
c
・
d
の
形
○
○
▼
は
第
二
音
節
の
母
音
が
狭
い
時
に
起
こ
り
や
す

い
形
に
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
ざ
れ
る
。
即
ち
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
問
の
京

阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
●
●
▼
に
語
頭
低
下
が
起
き
た
形
○
●
▼
が
a
・
b
の
形
で
、

c
・
d
の
形
は
、
第
二
音
節
の
母
音
が
狭
い
語
の
場
合
に
更
に
第
二
音
節
ま
で
低
く

な
り
○
○
▼
と
な
っ
た
も
の
が
、
第
二
音
節
の
母
音
が
広
い
語
に
ま
で
広
が
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
f
の
松
江
方
言
は
、
○
●
▼
と
0
0
▼
の
両
方
が
第
二
音
節
の
母

音
の
広
狭
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
e
は
、
0
0
▼
が
更
に
山
を

後
退
さ
せ
た
も
の
か
。
9
の
福
岡
方
言
の
形
の
う
ち
、
第
二
音
節
が
広
母
音
で
あ
る

時
の
形
○
●
▽
は
、
c
・
d
の
○
○
▼
の
形
か
ら
、
三
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
連
体

形
に
生
じ
た
○
○
●
↓
0
●
○
の
変
化
に
ひ
か
れ
て
、
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
対
し
て
、
第
二
音
節
が
狭
母
音
で
あ
る
時
の
形
が
●
○
▽
で
あ
る
の
は
、
第
二

音
節
が
狭
母
音
で
あ
る
た
め
に
○
○
▼
↓
○
●
▽
の
変
化
が
起
こ
り
得
ず
、
0
0
▼

で
と
ど
ま
っ
て
い
る
う
ち
に
、
低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起
が
生
じ
、
●
○

▽
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
第
三
類
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
る
。
こ
こ
で
は
、
a
～
e
・
9
の
方
言
で
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（
表
1
9
）
二
音
節
第
一
類
・
第
二
類
・
第
三
百
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

第
一
類

第
二
類

第
三
類

東
京
式
A
ア
ク
セ
ン
ト

東
京
式
B
ア
ク
セ
ン
ト

東
京
式
C
ア
ク
セ
ン
ト

a

○
●
▼

○
●
▽

○
●
▽

前
橋
・
川
越
・
東
京
・
平
塚
・
静
岡
・
名
古
屋
・
甲
府
・
岐
阜
・
岡
山
・
広
島
・
山
口

勝
浦

b

0
●
▼
○
●
▼

0
●
▽
長
野
・
大
分

札
幌
・
秋
田
・
新
潟

C

0
0
▼0
●
▽
○
●
▽

倉
吉

d

○
○
▼

0
0
▼0
●
▽

青
森

e

0
0
▽
0
0
▽○
●
▽

盛
岡

f

0
●
▼
○
○
▼

○
●
▼
0
0
▼

0
●
▽
0
0
▼

松
江

9
○
●
▽
●
0
▽

0
●
▽
●
○
▽

○
●
▽

福
岡

○
●
▽
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
松
江
方
言
の
み
、
第
二
音
節
の
母
音
の
広
狭
に
よ
っ

て
0
●
▽
と
0
0
▼
に
分
か
れ
て
い
る
。
分
か
れ
て
い
る
松
江
方
言
の
形
に
注
目
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
0
）

る
と
、
第
二
音
節
の
母
音
が
広
母
音
の
時
の
形
○
●
▽
は
、
鎌
倉
時
代
の
形
○
○
▼

か
ら
、
三
音
節
第
二
類
動
詞
の
終
止
連
体
形
に
生
じ
た
0
0
●
↓
○
●
0
の
変
化
に

ひ
か
れ
て
、
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
音
節
が
狭
母
音
の
場
合
に
は
、
右
の
変

化
に
ひ
か
れ
て
も
、
狭
母
音
で
あ
る
た
め
に
高
に
な
る
こ
と
が
実
現
せ
ず
、
も
と
の

形
○
○
▼
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
第
二
類
名
詞
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
先
の
表

19

�
ｩ
る
と
、
第
二
類
名
詞
は
、
あ
る
方
言
で
は
第
三
類
名
詞
と
同
形
と
な
っ
て
お

り
、
別
の
方
言
で
は
第
一
類
名
詞
と
同
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
第
一
類
／
第
二
類
・
第
三
類
a
・
c

　
　
第
一
類
・
第
二
類
／
第
三
類
b
・
d
・
e
・
f
・
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
第
二
類
名
詞
は
、
あ
る
方
言
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
第
三
類
に
合
流
し
、
別
の
方
言
で
は
第
一
類
に
合
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
鎌
倉
・
室
町
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
第
二
三
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
●
○
▽
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
そ
し
て
、
既
に
見
た
よ
う
に
第
三
類
・
第
一
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
詞
諸
形
は
鎌
倉
時
代
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
類
　
0
0
▼
↓
○
○
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
o
●
▽

　　

@　
@　
@　
@　
@　

謌
齬
ﾞ
．
．
▼
↓
。
．
▼
↓
。
。
▼
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
0
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
類
名
詞
の
場
合
の
諸
形
の
相
互
関
係
も
同
じ
よ
う

に
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
第
二
類
の
鎌
倉
時
代
の
京
阪
式
ア
ク

セ
ン
ト
の
形
●
○
▽
か
ら
、
○
●
▽
の
形
と
、
○
●
▼
の
形
と
の
原
形
に
転
じ
て
い

く
経
路
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
変
化
を
と
っ
た
と
見
る
の
が
最
も
自
然
で
は
な
い

か
と
見
ら
れ
る
。

・
・
了
・
・
▽
△
。
。
鍍
囲
厨
g
）

●
●
▽
に
語
頭
低
下
が
起
き
た
の
が
○
●
▽
、
●
●
▽
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後
退

が
起
き
た
の
が
0
●
▼
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
つ
の
異
な
る
変
化
が
生
じ
た
の

は
、
・
第
三
類
名
詞
に
ひ
か
れ
た
か
、
第
一
類
名
詞
に
ひ
か
れ
た
か
の
違
い
で
あ
る
と

見
ら
れ
る
。
第
三
類
に
ひ
か
れ
る
か
、
第
一
類
に
ひ
か
れ
る
か
の
違
い
が
方
言
間
に

生
じ
て
い
る
の
は
、
或
い
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

の
形
へ
と
変
化
し
た
時
期
に
、
第
一
類
名
詞
と
第
三
類
名
詞
と
で
前
後
が
あ
り
、
そ
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

れ
が
方
言
に
よ
っ
て
逆
転
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。

　
現
代
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
二
形
か
ら
、
第
二
類
名
詞
に
●
○
▽
↓
●
●
▽
の

変
化
が
生
じ
た
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
変
化
は
ど
の
よ
う
な
力
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
既
に

見
た
二
音
節
第
一
類
動
詞
の
連
体
形
に
●
○
↓
●
●
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
れ

に
ひ
か
れ
て
連
用
形
＋
テ
の
形
に
●
0
▽
↓
●
●
▽
の
形
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
或
い
は
、
二
音
節
第
二
類
名
詞
に
お
け
る
●
○
▽
↓
●
●
▽
へ
の
変
化
は
、
二
音

節
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
に
、
0
●
↓
●
○
、
0
●
▽
↓
●
○
▽
の
変
化
が
起
き
、

接
近
し
て
き
た
た
め
に
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
力
が
加
わ
っ
て
生
じ
た
変
化
で

あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
松
江
方
言
の
第
二
類
名
詞
の
形
、
0
●
▼
（
第
二
音
節
広
母
音
）
／
0
0

▼
（
第
二
音
節
狭
母
音
）
は
、
第
一
類
名
詞
に
ひ
か
れ
て

　
　
●
○
▽
↓
●
●
▽
↓
○
●
▼

の
変
化
を
生
じ
た
際
、
第
二
音
節
が
狭
母
音
で
あ
る
語
の
場
合
、
更
に
山
が
後
退
し

て
○
○
▼
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
第
二
音
節
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
複
雑
な
も
の
に

し
て
い
る
の
は
、
第
一
類
・
第
二
類
・
第
三
類
名
詞
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

第
四
類
・
第
五
類
名
詞
の
場
合
に
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
、
先
に

見
た
よ
う
に
、
東
京
式
A
と
東
京
式
B
（
東
京
式
C
は
稀
な
形
）
の
二
つ
の
形
で
落

ち
つ
い
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
二
つ
の
形
も
同
一
方
向
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
の
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
の
直
接
の
原
因
が

○
●
○
↓
●
0
0
、
○
●
↓
●
○
の
変
化
に
あ
っ
て
、
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
に
起

き
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
類
・
第
二
類
・
第
三
類

名
詞
、
特
に
前
二
者
の
場
合
に
は
、
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
の
場
合
の
よ
う
な
強
烈

な
力
が
働
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
様
々
な
変
化
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
二
音
節
名
詞
の
全
国
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
多
様
で
あ
る
の
は
、
右
の
よ
う

に
考
え
て
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
下
位
区
分
と
し
て
は
、
A
～
C
と
a
～
9
と
を
組
み
合
わ

せ
て
、
東
京
式
A
a
ア
ク
セ
ン
ト
、
東
京
式
B
b
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
の
よ
う
に
呼
ん

で
は
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　
四
ま
と
め
と
入
れ
か
わ
り
の
可
能
性

　
二
音
節
名
詞
に
つ
い
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
分

離
を
、
類
毎
に
見
た
。
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
表
2
0
の
よ
う
に

な
る
。
変
化
の
説
明
と
し
て
は
、
第
二
類
名
詞
の
説
明
の
部
分
に
い
く
ら
か
問
題
を

残
す
が
、
他
は
自
然
な
変
化
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
な
お
検
討
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
四
類
名
詞
と
第
二

（
表
2
0
）
二
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化

類

変
　
　
　
　
　
化

原
　
　
　
　
　
因

第
一
類

●
●
　
　
1
1
↓
○
●
●
●
▼
－
1
↓
○
●
▼

語
頭
低
下

第
二
類

●
○
↓
●
●
↓
0
●
●
○
▽
↓
●
●
▽
↓
○
●
▽

第
一
類
動
詞
連
体
形
・
連
用
形
に
ひ
か
れ
て
語
頭
低
下

第
三
類

0
0
　
　
　
　
・
○
●
0
0
▼
一
0
●
▽

三
音
節
動
詞
終
止
連
体
形
に
ひ
か
れ
て

第
四
類

0
●
　
　
　
　
　
・
●
○
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
○
●
▼
　
　
　
　
●
○
▽

二
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
連
体
形
－
に
ひ
か
れ
て

第
五
類

0
0
↓
○
●
↓
●
○
0
0
▽
↓
○
●
▽
↓
●
○
▽

二
音
節
第
二
類
動
詞
十
テ
に
ひ
か
れ
て
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類
名
詞
と
の
入
れ
か
わ
り
の
問
題
が
あ
る
。
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い

て
、
類
が
衝
突
す
る
こ
と
な
く
入
れ
か
わ
り
得
た
か
ど
う
か
が
問
題
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
の
表
2
0
の
よ
う
な
変
化
が

起
き
た
と
想
定
す
れ
ぽ
、
互
い
に
衝
突
す
る
こ
と
な
く
、
変
化
は
生
起

し
う
る
。

（
表
2
1
）
一
音
節
名
詞
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
変
遷
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
平
安
末
鎌
倉
　
室
町
　
江
戸
　
現
代

第
一
類
　
●
　
●
●
・
●
●
▼
●
●
・
●
●
▼
●
●
・
●
●
▼
●
●
・
●
●
▼

第
二
類
　
　
0
　
　
●
0
・
●
○
▽
　
●
0
・
●
○
▽
　
●
0
・
●
○
▽
　
●
○
・
●
○
▽

第
三
類
　
　
0
　
　
0
0
・
0
0
▼
　
0
●
・
○
○
▼
　
0
●
・
O
O
▼
　
0
●
・
0
0
▼

　
㈲
類
の
統
合

　
従
来
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
研
究
す
る
際
最
も
重
視
さ
れ
て
来
た
視
点
は

類
の
統
合
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
筆
者
の
視
点
か
ら
は
、
従

来
言
わ
れ
て
ぎ
た
違
い
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
1
／
2
・
3
／
4
・
5
　
方
言
　
　
a
・
c
方
言

　
　
1
・
2
／
3
／
4
・
5
　
方
言
　
　
b
・
d
・
e
・
f
・
9
方
言

そ
し
て
、
そ
の
違
い
は
、
第
二
類
名
詞
が
、
第
一
類
・
第
三
類
の
い
ず
れ
に
ひ
か
れ

た
か
に
よ
っ
て
違
い
が
生
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
た
。

　
筆
者
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
は
、
動
詞
連
用
形
＋
テ

の
形
に
生
じ
た
変
化
が
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
、
第
四
類
・
第
五
類

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
が
、
第
一
類
・
第
二
類
・
第
三
類
、
特
に
第
一
類
・

第
二
類
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
考

え
る
と
、
A
方
言
・
B
方
言
の
違
い
の
方
が
、
a
～
f
方
言
の
違
い
よ
り
も
よ
り
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
2
）

要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
五
、
一
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化

　
次
に
一
音
節
名
詞
に
お
け
る
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ

の
変
化
を
見
る
。
一
音
節
名
詞
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
変
遷
に
、
東
京
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
3
）

ア
ク
セ
ン
ト
を
対
比
し
て
示
す
と
表
2
1
の
通
り
で
あ
る
。
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
地

域
で
は
、
一
音
良
工
は
長
音
を
失
っ
て
、

東
　
京

0
▼

○
▼

●
▽

　
　
第
一
類
　
●
・
●
▼

　
　
第
二
類
●
・
●
▽

　
　
第
三
類
0
・
0
▼

と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
二
音
節
第
一
類
動
詞
の
終
止
連
体
形

が
●
○
↓
●
●
の
変
化
を
起
こ
し
、
そ
の
連
用
形
＋
テ
の
形
も
一
時
●
○
▽
か
ら
転

じ
て
●
●
▽
の
形
に
な
り
、
二
音
節
第
二
類
名
詞
＋
一
音
節
助
詞
の
形
が
や
は
り
●

0
▽
か
ら
転
じ
て
●
●
▽
の
形
に
な
る
と
、
一
音
節
第
二
類
名
詞
＋
一
音
節
助
詞
の

場
合
も
、

　
　
●
▽
↓
●
▼

の
変
化
を
起
こ
す
動
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
へ
、
二
音
節
第
二
類
動
詞

連
用
形
＋
テ
に
お
け
る
○
●
▽
↓
●
○
▽
の
変
化
に
ひ
か
れ
て
、
そ
の
終
止
連
体
形

に
0
●
↓
●
○
の
変
化
が
起
き
、
更
に
、
そ
れ
に
ひ
か
れ
て
、
二
音
節
第
四
類
・
第

五
類
名
詞
も
0
●
↓
●
0
の
変
化
を
起
こ
す
と
、
一
音
節
名
詞
第
三
類
も
0
▼
↓
●

▽
の
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
一
音
節
第
二
類
名
詞
＋
助
詞
の

形
も
●
▼
の
形
で
定
着
し
、
第
一
類
と
第
二
類
の
別
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
合
流
し
た
こ
の
第
一
類
・
第
二
類
名
詞
の
形
●
▼
は
、
労
力
の
節
約
と
、

統
制
的
…
機
能
を
果
た
す
形
に
む
か
っ
て
、
語
頭
が
低
下
し
、
○
▼
と
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
が
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

地
域
に
起
き
た
変
化
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

　
右
の
変
化
と
は
異
な
る
変
化
を
し
て
い
る
の
は
、
先
の
金
田
一
博
士
の
表
で
は
、
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

岡
山
方
言
と
福
岡
方
言
と
で
あ
る
。

　
［
岡
山
方
言
］

　
　
第
一
類
○
▼

　
　
第
二
類
　
●
▽

　
　
第
三
類
　
●
▽

　
［
福
岡
方
言
］

　
　
第
一
類
　
●
▽

　
　
第
二
類
　
●
▽

　
　
第
三
類
　
●
▽

一
音
節
名
詞
＋
助
詞
に
お
い
て
、
強
力
に
働
い
た
変
化
の
力
は
、
他
の
ケ
ー
ス
で
も

同
じ
で
あ
る
が
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
に
起
き
た
変
化
か
ら
の
力
、
即

ち
、
0
▼
↓
●
▽
の
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
●
▽
↓
●
▼
の
変
化
や
、

●
▼
↓
0
▼
の
変
化
は
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
音
節
第
二

類
名
詞
＋
助
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
も
と
の
形
の
ま
ま
●
▽
の
形
で
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
が
岡
山
方
言
と
福
岡
方
言
な
の
で
あ
ろ
う
。
福
岡
方
言
は
、
第
二
類
と
第
三
類

と
が
合
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
類
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
さ
え
合
流
さ
せ
て
し

ま
っ
た
方
言
な
の
で
は
な
い
か
。
早
田
輝
洋
『
博
多
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
形
態
論
』

（
九
州
大
学
出
版
会
　
一
九
八
五
・
四
）
に
よ
る
と
、
福
岡
・
博
多
の
一
音
節
名
詞

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
同
書
で
は
年
輩
層
と
若
年
層
と
が
区
別
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
両
者
の
別
を
無
視
し
て
引
く
。

　
第
一
類
名
詞

　
　
［
福
岡
］

　
　
　
●
　
　
　
瀬

　
　
　
●
　
　
　
柄
・
緒
・
蚊
・
子
・
血
・
戸
・
帆

　
　
［
博
多
］

　
　
　
●
・
●
　
　
緒
・
帆

　
　
●
　
　
　
柄
・
蚊
・
子
・
瀬
・
血
・
戸

第
二
類
名
詞

　
　
［
福
岡
］

　
　
●
・
●
　
　
鵜
・
矢

　
　
●
　
　
　
名
・
葉
・
日
・
藻

　
　
［
博
多
］

　
　
Q
・
●
　
　
鵜
・
矢

　
　
●
　
　
　
名
・
葉
・
日
・
藻

　
第
三
類
名
詞

　
　
［
福
岡
］

　
　
●
・
Q
　
絵
・
尾
・
木
・
酢
・
田
・
手
・
根
・
野
一
二
・
目
・
芽
・
夜
・

　
　
　
　
　
　
　
輪

　
　
　
●
　
　
　
粉
・
荷
・
屍
・
穂
・
湯

　
　
［
博
多
］

　
　
e
　
　
　
　
箕

　
　
　
●
・
Q
　
絵
・
木
・
酢
・
田
・
手
・
荷
・
根
・
野
・
火
・
屍
・
穂
・
目
・

　
　
　
　
　
　
　
芽
・
湯
・
輪

　
　
　
●
　
　
　
　
尾
・
粉
・
夜

即
ち
、
●
▽
の
ほ
か
に
●
▼
の
形
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
●
▼
の
形
は
、
合
流
し
て

第
二
類
・
第
三
類
名
詞
が
第
一
類
名
詞
の
方
に
合
流
し
た
も
の
、
●
▽
の
形
は
、
逆

に
、
第
一
類
名
詞
が
第
二
・
第
三
類
の
方
に
合
流
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
一
音
節
名
詞
の
三
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
つ
に
合
流
す
る
時
、
そ
の
形
が
●
▽
又

は
●
▼
で
あ
っ
て
、
○
▼
で
な
い
こ
と
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
が
、
音

便
の
定
着
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
0
●
0
↓
●
○
○
、
○
●
↓
●
0
の
変
化
が
直
接
の

原
因
で
あ
る
と
す
る
筆
者
の
説
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
表
2
2
）
三
音
節
名
詞
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
変
遷
と
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

平
安
末

鎌
　
　
　
倉

室
　
町
　
　
江
　
戸
　
　
現
　
代
　
一
東
　
京

第
↓
類

●
●
●

●
●
●
●
●
●
▼

●
●
●
●
●
●
▼

●
●
●
●
●
●
▼

●
●
●
●
●
●
▼

0
●
●
○
●
●
▼

第
二
類

●
●
0
●
●
0
●
●
○
▽
↑
●
●
○
▼

●
●
○
●
●
○
▽

●
●
0
●
●
0
▽

■
0
0
●
0
0
▽○
●
●
0
●
●
▽

第
三
類

●
0
0●
0
0
●
0
0
▽
↑
●
0
0
▼

●
0
0
●
○
○
▽

●
0
0
●
0
0
▽●
○
○
●
0
0
▽

●
○
○
●
0
0
▽

第
四
類

0
0
000
0
0
0
0
▼

●
●
○
●
●
○
▽

●
●
0
●
●
○
▽

●
0
0
●
○
○
▽

0
●
●
0
●
●
▽

第
五
類

0
0
●0
0
●
○
○
●
▼

●
0
0
●
○
○
▽

●
0
0
●
0
0
▽●
0
0
●
0
0
▽●
0
0
●
○
○
▽

第
六
類

○
●
●

0
●
●
○
●
●
▼

○
●
●
○
●
●
▼

○
●
●
0
●
●
▼

0
0
●
○
0
0
▼○
●
●
○
●
●
▼

第
七
類

0
●
0○
●
0
0
●
○
▽
↑
○
●
0
▼0
●
○
○
●
○
▽

0
●
0
0
●
0
▽○
●
0
0
●
○
▽

●
○
○
●
0
0
▽

　
六
、
三
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化

6
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
遷
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

　
次
に
、
三
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
遷
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
を
示
す
と
表
2
2
の
よ
う

　
　
　
　
　
（
注
9
4
）

に
な
っ
て
い
る
。

　
三
音
節
名
詞
の
場
合
も
全
国
各
地
の
調
査
が
進
ん
で
い
る
か
ら
、
東
京
式
系
ア
ク

セ
ン
ト
の
形
全
体
の
中
で
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
を
と
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
。

（
表
2
3
）
三
音
節
第
七
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
点

　
　
　
　
　
　
　
　
勝
浦
・
前
橋
・
川
越
・
東
京
・
平
塚
・
静
岡
・
名
古
屋
・

A
　
●
○
○
（
▽
）
　
甲
府
・
長
野
・
岐
阜
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
倉
吉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
大
分

B
　
O
●
0
（
▽
）
　
札
幌
・
青
森
・
盛
岡
・
秋
田
・
鶴
岡
・

C
　
O
O
O
（
▽
）
　
福
岡

　
　
　
　
口
第
七
類
名
詞

　
　
　
　
第
七
類
名
詞
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
に
お
い
て
、
表
2
3
の
A
・
B
・

　
　
　
C
三
つ
の
形
で
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
A
の
●
○
○
の
形
は
、
今
ま

　
　
　
で
も
度
々
見
て
来
た
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
に
起
き
た
0
●
▽

　
　
　
↓
●
○
▽
の
変
化
に
ひ
か
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
な
お
、
こ
こ
に
、
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
金
田
一
語
彙
に
よ
っ
て
、
関
係

　
　
　
所
属
語
数
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
　
　
　
六
九
語

　
　
　
　
　
二
音
節
第
二
類
一
段
活
用
動
詞
　
　
　
五
七
語

　
　
　
　
　
三
音
節
第
七
類
名
詞
　
　
　
　
　
　
　
一
七
語

語
数
の
上
か
ら
も
、
前
二
者
の
動
詞
の
活
用
に
生
じ
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
が
、
三

音
節
第
七
類
名
詞
に
与
え
た
影
響
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
B
の
○
●
0
の
形
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど

の
よ
う
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
B
の
○
●
○
の
形

を
し
て
い
る
地
点
が
、
二
音
節
名
詞
の
第
四
類
・
第
五
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
、

一
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
た
地
点
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
表
2
4
）
。
即
ち
、
二
音
節
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
が
●
0
0
に
変
化
し
て
い
た

方
言
で
は
、
三
音
節
第
七
類
名
詞
も
●
○
○
に
変
化
し
て
お
り
、
二
音
節
第
四
類
・
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

（
表
2
4
）
二
音
節
名
詞
と
三
音
節
名
詞
と
の
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
の
相
関
性

／
二
音
節
名
置
三
音
節
名
詞

A
　
●
0
0

B
　
O
●
0
／
■
0
0c
●
●
Q
／
●
0
0

A
●
0
0
（
▽
）

前
橋
・
川
越
・
東
京
・
平
塚
・
静
岡
・
名
古
屋
・
甲
府
・
長
野
・
岐
阜
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
倉
吉
・
大
分

勝
浦

B
O
●
○
（
▽
）

盛
岡

札
幌
・
青
森
・
秋
田
・
鶴
岡
・
新
潟
・
松
江

C
O
O
O
（
▽
）福
岡

一

第
五
類
名
詞
が
第
二
音
節
の
母
音
の
広
狭
に
よ
っ
て
○
●
0
と
●
○
○
に
分
か
れ
て

い
た
方
言
で
は
、
三
音
節
第
七
類
名
詞
が
○
●
○
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
音

節
第
四
・
五
類
名
詞
に
お
い
て
東
京
式
系
ア
ク
セ
ン
ト
が
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ

て
い
る
の
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
に
起
ぎ
た
○

●
▽
↓
●
○
▽
の
変
化
に
ひ
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
強
く
起
き
た
か
、
さ
ほ
ど
強
く

な
か
っ
た
か
の
違
い
と
推
定
さ
れ
た
。
三
音
節
第
七
類
名
詞
の
場
合
も
、
A
は
強
く

ひ
か
れ
た
方
言
、
B
は
ひ
か
れ
る
こ
と
が
実
現
し
な
か
っ
た
方
言
と
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
B
が
起
き
て
い
る
方
言
で
は
、
○
●
▽
↓
●
○
○
の
変
化
に
ひ
か
れ
て

も
、
変
化
が
実
現
せ
ず
、
従
っ
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
で
と
ど
ま
っ
て
い
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
二
音
節
第
四
類
・
第
五
類
名
詞
の
場
合
に
な
さ
れ
て
い
た
解
釈
と
同
じ
よ
う
に
、

三
音
節
第
七
類
名
詞
の
場
合
も
、
A
の
方
言
と
同
じ
く
●
0
0
で
あ
っ
た
も
の
が
、

○
●
0
に
変
化
し
た
の
が
B
の
方
言
で
あ
る
と
考
え
て
み
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
音
節
第
七
類
名
詞
に
は
、
第
二
音
節
が
広
母
音
の
語
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
5
）

れ
ば
、
狭
母
音
の
も
の
も
あ
る
。

　
　
第
二
音
節
広
母
音
　
辛
子
・
便
り
・
卵
・
盛
・
千
鳥
・
椿
・
白
甲
一
つ
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
・
鉛
・
緑

　
　
　
　
　
　
第
二
音
節
狭
母
音
苺
・
後
・
蚕
・
薬
・
鯨

　
　
　
　
　
右
の
解
釈
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
●
○
○
が
、
第
二
音
節
広
母
音
の
語

　
　
　
　
　
の
時
に
○
●
0
に
変
化
し
、
そ
の
形
が
、
更
に
第
二
音
節
が
狭
母
音
の

　
　
　
　
　
語
に
ま
で
広
が
っ
た
と
で
も
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
説

　
　
　
　
　
明
は
、
京
阪
式
の
形
で
と
ど
ま
っ
た
と
す
る
説
明
に
比
べ
て
複
雑
で
あ

　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
三
音
節
第
七
類
名
詞
に
お
け
る
0
●
0
の
形

　
　
　
　
　
を
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
解
す
る
時
、
二

　
　
　
　
　
音
節
名
詞
第
四
類
・
第
五
類
の
場
合
に
は
○
●
○
↓
●
0
0
の
変
化
の

影
響
も
受
け
て
、
●
0
0
と
○
●
0
と
の
両
度
が
行
わ
れ
て
い
る
の
と
の
違
い
は
、

な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
は
、
三
音
節
の
単

位
で
あ
り
、
そ
の
内
部
は
二
音
節
自
立
語
＋
一
音
節
助
詞
の
構
造
を
し
て
い
る
。
二

音
節
第
五
類
名
詞
＋
助
詞
は
三
音
節
単
位
で
あ
り
、
構
造
も
同
じ
く
し
て
い
る
か
ら
、

影
響
を
受
け
や
す
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
三
音
節
第
七
類

名
詞
は
、
三
音
節
単
独
と
す
る
と
自
立
語
だ
け
と
な
り
、
構
造
が
異
な
り
、
自
立
語

＋
一
音
節
助
詞
で
と
ら
え
る
と
、
構
造
ば
同
じ
に
な
る
け
れ
ど
も
、
四
音
節
単
位
に

な
っ
て
異
な
る
た
め
に
、
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
小
さ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
福
岡
方
言
の
形
0
0
0
▽
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
明

ら
か
で
な
い
。
早
田
『
博
多
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
形
態
論
』
に
よ
れ
ぽ
、
福
岡
に

お
け
る
三
音
節
第
七
類
名
詞
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
［
福
岡
］

　
　
●
○
○
　
　
　

蚕
・
兜
・
便
り
・
千
鳥
・
椿
・
野
原
・
広
さ
・
緑
・
病

　
　
●
0
0
・
○
●
●
後
・
鯨

　
　
○
●
●
　
　
　

苺
・
鉛
・
畑

　
　
○
●
○
・
○
●
●
　
薬
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○
●
○
　
　
　

卵
・
一
つ
二
人

　
　
○
●
G
　
　
　
　
辛
子
・
盟

　
［
博
多
］

　
　
●
○
○
　
　
　

兜
・
蚕
・
鯨
・
千
鳥
・
椿
・
野
原
・
広
さ
・
緑
・
病

　
　
●
0
0
・
0
●
●
後
・
辛
子
・
鉛

　
　
●
0
0
・
○
●
○
・
○
●
●
　
苺
・
便
り

　
　
○
●
●
　
　
　
　
　
盟
・
鉛

　
　
○
●
○
・
○
●
●
　
薬

　
　
○
●
0
　
　
　
卵
・
一
つ
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
6
）

福
岡
・
博
多
と
も
現
代
で
は
●
○
○
の
形
が
多
く
、
A
の
方
言
に
な
る
。

　
日
第
五
類
名
詞

　
第
五
類
名
詞
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
に
お
い
て
、
表
2
5
の
A
・
B
・
C
の

形
で
実
現
し
て
い
る
。

　
A
の
●
○
○
（
▽
）
の
形
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
室
町
時
代
の
形
●
○
○
（
▽
）

が
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
●
0
0
（
▽
）
の
形
が
安
定
し
た

形
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
B
の
○
●
○
（
▽
）
の
形
は
、
そ
れ

よ
り
も
一
つ
古
い
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
鎌
倉
時
代
の
形
0
0
●
（
▼
）
か
ら
、
三

（
表
2
5
）
三
音
節
第
五
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

音
節
動
詞
終
止
連
体
形
に
生
じ
た
0
0
●
↓
0
●
0
の
変
化
に
ひ
か
れ
て
、
生
じ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
A
が
実
現
し
て
い
る
地
域
よ
り
も
、
B
が
実
現
し
て
い
る
外
の
地

域
の
方
で
○
○
●
（
▼
）
か
ら
●
0
0
（
▽
）
へ
の
変
化
が
遅
れ
て
い
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
な
お
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
0
0
●
（
▼
）

か
ら
●
0
0
（
▽
）
へ
の
変
化
は
、
低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起
と
見
ら
れ

る
。　

こ
こ
に
、
B
に
新
し
く
生
じ
た
○
●
0
の
形
は
、
○
●
○
↓
●
0
0
の
変
化
に
ひ

か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
り
得
る
が
、
○
○
●
↓
0
●
0
の

変
化
は
○
●
○
↓
●
○
○
、
0
0
●
0
↓
0
●
0
0
の
変
化
よ
り
も
遅
れ
て
起
ぎ
た

変
化
で
あ
っ
た
か
ら
、
0
●
○
は
そ
の
形
で
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
C
の
勝
浦
方
言
の
形
●
●
○
（
▽
）
は
、
二
音
節
名
詞
第
四
類
・
第
五
類
の
と
こ

ろ
で
も
類
似
の
形
が
生
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
○
●
0
（
▽
）
か
ら
転
じ
た
形
で
は

な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

　
　
0
0
●
（
▼
）
凶
●
0
0
（
▽
）
　
　
　
A
方
昔
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
●
○
（
▽
）
／
　
　
　
B
方
言
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
0
（
▽
）
　
C
方
言

　
な
お
、
こ
の
類
の
形
に
近
い
「
焔
」
と
い
う
語
の
東
京
方
言
は
、
○
●
0
と
●
○

○
と
の
礼
肥
で
実
現
す
る
。
こ
れ
は
、
「
焔
」
の
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
0
0

0
（
▽
）
で
あ
っ
た
た
め
に
、
第
五
類
よ
り
も
遅
く
ま
で
0
0
●
の
形
を
と
ど
め
て

い
た
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
0
●
0
の
形
が
生
ま
れ
、
一
方
遅
れ
て
、
●
0
0
の
形
も

実
現
し
た
た
め
に
両
形
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
四
第
六
類
名
詞

　
第
六
類
名
詞
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
に
お
い
て
、
表
2
6
の
A
・
B
・
C
・

D
の
形
で
実
現
し
て
い
る
。

　
A
の
0
●
●
（
▼
）
の
形
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
鎌
倉
・
室
町
時
代
間
の
形
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

（
表
2
6
）
三
音
節
第
六
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

形

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

A
0
●
●
（
▼
）

勝
浦
・
前
橋
・
川
越
・
東
京
・
平
塚
・
静
岡
・
名
古
屋
・
甲
府
・
長
野
・
岐
阜
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
松
江

B

○
●
○
（
▽
）

札
幌
・
青
森
・
盛
岡
・
秋
田
・
鶴
岡
・
新
潟

C

0
0
0
（
▼
）
倉
吉

D
●
○
○
（
▽
）

大
分
・
福
岡

○
●
●
（
▼
）
が
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
形
が
安
定
し
た

形
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
B
の
0
●
○
（
▽
）
の
形
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま

れ
て
来
た
形
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
二
つ
の
可
能
性

を
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
第
六
類
名
詞
が
現
代
京
都
方
言
で
0
0
●
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
、
東
北
地
方
で
は
室
町
時
代
に
○
○
●
の
形
に
転
じ
て
お
り
、

こ
の
形
に
、
三
音
節
動
詞
終
止
連
体
形
に
生
じ
た
0
0
●
↓
O
●
0
の
変
化
が
影
響

を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
六
類
名
詞
が
東
北
地

方
で
室
町
時
代
に
0
0
●
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
、
音
便
の
定
着
に
よ
っ
て
生
じ
た

○
○
●
↓
○
●
○
の
変
化
の
力
が
な
お
働
い
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
三
音
節
第
三
類
動
詞
の
終
止
連
体
形
0
●
●
（
歩
ク

な
ど
）
が
、
近
づ
い
て
来
た
第
二
類
動
詞
の
活
用
に
ひ
か
れ
て
、
○
●
○
に
転
じ
る

と
、
こ
の
0
●
●
↓
○
●
○
の
変
化
に
ひ
か
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
ち
ら
の
想
定
に
は
、
第
三
類
動
詞
の
数
が
少
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
福
岡
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
早
田
『
博
多
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
形
態
論
』

に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
［
福
岡
］

　
　
○
●
●
　
　
　
　
菖
蒲
・
敦
・
鰻
・
蛙
・
鴎
・
芒
・
李
・
背
中
・
団
子
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
圃
・
裸
・
跣
足
・
虹
矧
・
蓬

○
●
●
・
0
●
●

●
0
0
・
0
●
●

○
●
○
・
○
●
●

●
○
○

［
博
多
］

○
●
●

○
●
●
・
○
●
Q

●
○
○
・
○
●
●

○
●
○
・
○
●
●

●
○
○

兎
・
雀
・
燕
・
鼠
・
左
・
雲
雀

大
人
・
狐

高
さ
・
長
さ

菖
蒲
・
鰻
・
蛙
・
鴎
・
風
・
背
中
・
裸
・
跣
足

田
圃

兎
・
芒
・
雀
・
李
・
団
子
・
燕

矧
・
蓬

敦
・
大
人
・
狐
・
誠

高
さ
・
長
さ

・
鼠
・
左
・
雲
雀
・
蛆

主
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
形
は
A
と
同
じ
く
0
●
●
で
、
●
0
0
の
形
は
そ
れ
と
併

用
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
形
の
よ
う
で
あ
る
。
●
0
0
は
、
あ
る
い
は
、
こ
の
語
が
複

合
語
の
後
部
要
素
と
な
る
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
ひ
か
れ
た
も
の
か
。

　
倉
吉
方
言
の
形
○
0
0
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら

か
で
な
い
。
平
山
輝
男
『
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
に
よ
れ
ぽ
、
札
幌
方
言
の
第
六

類
名
詞
に
も
、
0
●
○
の
形
と
と
も
に
0
0
0
の
形
の
語
が
見
え
る
。

　
㈲
第
三
類
名
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
7
）

　
第
三
類
は
「
所
属
す
る
語
彙
が
少
な
く
、
独
立
性
の
弱
い
型
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
多
く
●
0
0
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
鎌
倉
・
室
町
時

代
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
安
定
し
た
形
で
あ
る
た
め

に
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
東
京
を
含
め
て
東
京
式
量
方
言
で
は
変
異
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
8
）

多
い
が
、
全
体
と
し
て
ハ
タ
チ
が
型
が
最
も
普
通
。
」
と
い
う
。
●
0
0
の
形
か
ら

ど
の
よ
う
に
し
て
0
●
0
の
形
が
生
ま
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
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（
表
2
7
）
三
音
山
芋
一
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

形

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

A

○
●
●
▼

B

0
0
0
▼青
森
・
倉
吉

C

0
0
0
▽盛
岡
・
鶴
岡

D

0
●
●
▽

福
岡

　
因
第
一
類
名
詞

　
第
一
類
名
詞
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
に
お
い
て
、
表
2
7
の
A
・
B
・
C
・

D
の
形
で
実
現
し
て
い
る
。
東
京
方
言
を
は
じ
め
、
多
く
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で

は
、
第
一
類
名
詞
は
A
の
0
●
●
▼
の
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ

ン
ト
の
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
形
●
●
●
▼
に
、
労
力
の
節
約
と
、
統
制
的
機
能
の
獲

得
と
の
た
め
に
語
頭
低
下
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
の
B
・
C
・
D
は
次
の
よ
う
な
関
係
か
。

．
．
．
ノ
。
。
㏄
。
．
”
昌
。
。
。
．
。
．
脚

た
だ
し
、
現
代
福
岡
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
早
田
『
博
多
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

形
態
論
』
に
よ
れ
ぽ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
［
福
岡
］

○
●
●

葵
・
価
・
巌
・
漱
・
己
・
終
・
飾
・
鰹
・
屍
・
竈
・

河
原
・
轡
・
位
・
小
鳥
・
仔
牛
・
今
年
・
氷
・
小

山
・
障
り
・
舅
・
障
子
・
仕
業
・
鰺
・
相
撲
・
綜
・

序
・
机
・
使
い
・
常
盤
・
泊
り
・
名
前
・
膠
・
寝

言
・
望
み
・
昇
り
・
初
・
鼻
血
・
埴
輪
・
庇
・
額
・

0
●
●
・
○
●
○

●
0
0
・
○
●
●

0
●
●
・
0
●
Q

O
●
●

●
0
0

0
0
●

○
○
●

［
博
多
］

○
●
●

○
●
●
・
0
●
○

●
○
○
・
0
●
●

○
●
●
・
○
●
0

●
○
○

四夫桂鰯悟櫓錨魚霰震枢
日・　・　…

　三深盛二柳漆印筏や羊
日山り十
　　　日
奴　二・
　　日六
　　　日

　　　矢
　　　尻

　　　も・
踊薪田め駆
り・杢・和
　畳？誕・
鎖・Ept・布
　隣翠鎧海
李浩尼濃芦

玉鴫騰
　昔’　帝
桜　子
　　供　汀
息

子　衣　操

葵
・
価
・
巌
・
漱
・
終
・
飾
・
霞
・
河
原
・
轡
・

位
・
小
山
・
悟
・
障
・
障
子
・
仕
業
・
相
撲
・
机
・

序
・
泊
り
・
初
・
枢
・
二
日
・
味
方
・
汀
・
操
・

震
・
八
日
・
鎧
・
渡
り

霰
・
筏
・
田
舎
・
鰯
・
己
・
箋
∵
形
・
鰹
・
屍
・

竈
・
着
物
・
小
鳥
・
仔
牛
・
今
年
・
子
供
・
衣
・

魚
・
盛
り
・
印
・
薪
・
使
い
・
常
盤
・
隣
り
・
膠
・

寝
言
・
鼻
血
・
埴
輪
・
庇
・
額
・
羊
・
日
和
・
帝
・

港
・
都
・
昔
・
や
も
め
・
誕

錨
・
漆
・
踊
り
・
鎖
・
車
・
煙
・
麹
・
氷
・
桜
・

舅
・
櫨
・
綜
・
名
前
・
昇
り
・
二
十
日
・
布
海
苔
・

息
子
・
櫓
・
柳

六
日
・
矢
尻

桂
・
深
山
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
●
○
○
・
○
●
●
・
○
●
Q
　
日
照

　
　
○
●
○
・
○
●
Q
　
　
畳

　
　
○
○
●
　
　
　
　
　
夫
・
三
日
・
四
日

　
　
○
○
●
・
0
●
○
奴

　
　
0
●
○
　
　
　
　
　
　
今
宵

現
代
福
岡
・
博
多
方
言
で
は
、
○
●
●
が
普
通
の
形
で
、
0
●
Q
は
稀
に
し
か
行
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
○
●
Q
の
形
の
核
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
第
四
類
名
詞
に
合
流
し
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
第
四
類
名

詞
に
合
流
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
㈹
第
二
類
名
詞

　
第
二
類
名
詞
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
に
お
い
て
、
表
2
8
の
A
・
B
・
C
・

D
・
E
・
F
の
形
で
実
現
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
は
●
●
○
（
▽
）
で
あ
る

か
ら
、
東
京
方
言
を
は
じ
め
と
す
る
A
の
形
の
方
言
は
、
語
頭
の
●
●
の
ケ
ー
ス
に

ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後
退
が
生
じ
た
形
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
労
力
の
節
約
と
、
統

（
表
2
8
）
三
音
節
第
二
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

形

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

A
○
●
●
（
▽
）

勝
浦
・
前
橋
・
川
越
・
東
京
・
平
塚
・
静
岡
・
名
古
屋
・
甲
府
・
岐
阜
・
広
島
・
山
口

B

○
●
●
（
▼
）

札
幌
・
秋
田
・
長
野
・
新
潟
・
松
江
・
大
分

C

0
●
○
（
▽
）

岡
山
・
福
岡

D
○
○
●
（
▽
）

倉
吉

E

0
0
0
（
▽
）
盛
岡
・
鶴
岡

F

○
0
0
（
▼
）

青
森

制
的
機
能
獲
得
の
た
め
に
生
じ
た
形
と
見
ら
れ
る
。

　
B
の
○
●
●
（
▼
）
は
、
A
の
形
か
ら
助
詞
ま
で
高
く
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
C
・
D
・
E
・
F
の
形
は
、
●
●
○
（
▽
）
又
は
、
A
・

B
の
形
か
ら
自
然
に
生
じ
て
来
る
も
の
で
は
な
い
。
C
・
D
・
E
・
F
の
形
に
な
っ

て
い
る
方
言
に
つ
い
て
、
そ
の
形
を
見
て
み
る
と
、
他
の
類
の
形
に
同
じ
形
が
あ
る
。

　
C
　
O
●
0
（
▽
）
岡
山
・
福
岡

　
D
O
O
●
（
▽
）
倉
吉

　
E
　
O
O
O
（
▽
）
盛
岡
・
鶴
岡

　
F
O
O
O
（
▼
）
青
森

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
類
へ
合
流
し
た
も
の
か
。

第
五
類

第
四
類

第
一
類

癌
一
類

　
レ
9
第
四
類
．
名
詞

　
第
四
類
名
詞
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
に
お
い
て
、
表
2
9
の
A
・
B
・
C
・

D
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
東
京
方
言
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
言
で
は
0
●
●
（
▽
）
の
形
で
行
わ
れ
て

い
る
。
第
四
類
名
詞
の
鎌
倉
時
代
の
形
は
、
0
0
0
（
▼
）
、
室
町
時
代
の
形
は
●

●
0
（
▽
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
○
●
●
（
▽
）
の
形
は
、
室
町
時
代
の
形
の
、
語
頭

（
表
2
9
）
三
音
節
第
四
類
名
詞
の
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

形

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

A
0
■
●
（
▽
）

B

0
●
●
（
▼
）

秋
田

C

0
0
●
（
▽
）

盛
岡
・
鶴
岡
・
倉
吉

D

0
0
0
（
▼
）
青
森
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の
●
●
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後
退
が
生
じ
た
形
と
見
ら
れ
る
。
B
の
0
●
●
▼
は
、

A
の
形
か
ら
助
詞
ま
で
高
く
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
C
の
○

○
●
（
▽
）
は
、
A
に
更
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後
退
が
生
じ
た
も
の
か
。
D
は
、

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
つ
古
い
鎌
倉
時
代
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
で
あ
る

か
、
C
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　
㈹
三
音
節
名
詞
の
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

　
音
節
数
が
多
い
語
に
な
る
ほ
ど
、
時
代
間
、
方
言
間
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

の
対
応
は
複
雑
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
音
節
数
が
多
く
な
る
ほ
ど

複
合
語
が
多
く
な
り
、
し
か
も
、
複
合
語
の
要
素
が
意
識
さ
れ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
に

関
与
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
東
京
式
ア

ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
0
直
接
の
原
因
が
、
○
●
0
↓
●
0
0
の
変
化
で
あ
っ
て
、
最

（
表
3
0
）

類

　
　
［
語
　
例

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
㌧
室
町
時
代
の
形

現
代
東
京
方
言

変
　
　
　
化

第
一
類

形

●
●
●
（
▼
）

○
●
●
（
▼
）

語
頭
低
下

第
二
類

小
豆

●
●
○
（
▽
）

0
●
●
（
▽
）

ア
ク
セ
ン
ト
の
山
の
後
退

第
三
類

二
十
歳

●
○
○
（
▽
）

●
○
○
（
▽
）

変
化
な
し

第
四
類

頭

■
●
○
（
▽
）

○
●
●
（
▽
）

ア
ク
セ
ン
ド
の
山
の
後
退

第
五
類

命

●
0
0
（
▽
）

●
0
0
（
▽
）

変
化
な
し

第
六
類

兎

0
●
●
（
▼
）

0
●
●
（
▼
）

変
化
な
し

第
七
類

兜

　o
D
o
（
▽
）

一．

宦
宦
i
▽
）

動
詞
＋
テ
の
変
化
に
ひ
か
れ
て

も
強
力
に
変
化
し
た
の
は
、
第
七
類
名
詞
で
あ
り
、
そ
の
他
の
類
の
名
詞
は
大
き
く

変
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
然
性
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
事
情
の
た
め
に
、
三
音
節
名
詞
の
場
合
も
、
二
音
節
名
詞
の
場
合
に
比
べ
る

と
、
い
ま
だ
十
分
に
説
明
し
切
れ
な
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
筋
に
お

い
て
は
、
変
化
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
特
に
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
見
る

と
、
い
ず
れ
も
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
室
町
時
代
の
形
か
ら
き
れ
い
に
説
明
す
る
こ

と
が
で
ぎ
る
。
今
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
の
部
分
だ
け
を
、
取
り
出
し
て
整
理

す
る
と
表
3
0
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
類
の
統
合

　
三
音
節
名
詞
に
つ
い
て
は
類
の
統
合
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
そ
の
視
点
か
ら
整
理
し
て
お
く
と
、
東

京
式
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
ば
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
た
だ
し
、
第
三
類
は

金
田
一
博
士
の
表
に
な
い
の
で
除
外
す
る
）

　
　
四
つ
の
型
を
区
別
す
る
方
言

　
　
1
・
2
／
4
／
5
／
6
・
7
　
　
大
分

　
　
1
・
6
／
2
・
4
／
5
／
7
　
　
勝
浦
・
前
橋
・
川
越
・
平
塚
・
名
古
屋
・
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
・
岐
阜
・
広
島
・
山
口
・
倉
吉

　
　
1
・
6
／
2
・
5
／
4
／
7
　
　
岡
山

　
　
1
・
2
・
6
／
4
／
5
／
7
　
　
長
野

　
　
1
・
4
／
2
・
5
／
6
／
7
　
　
福
岡

　
　
三
つ
の
型
を
区
別
す
る
方
言

　
　
1
・
2
・
6
／
4
／
5
・
7
　
松
江

　
　
1
・
2
／
4
／
5
・
6
・
7
　
　
札
幌
・
盛
岡
・
鶴
岡
・
新
潟

　
　
1
・
6
／
2
・
4
／
5
・
7
　
　
東
京
・
静
岡

　
　
二
つ
の
型
を
区
別
す
る
方
言
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
　
1
・
2
・
4
／
5
・
6
・
7
　
　
青
森
・
秋
田

従
来
は
、
型
の
区
別
の
類
の
多
い
方
言
か
ら
、
型
の
統
合
が
起
き
て
、
次
第
に
型
の

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
三
音
節
名
詞
を
例
に
と
っ
て
言

え
ば
、
四
つ
の
型
を
区
別
す
る
方
言
か
ら
三
つ
の
型
を
区
別
す
る
方
言
へ
、
更
に
そ

れ
か
ら
二
つ
の
型
を
区
別
す
る
方
言
へ
と
変
化
は
進
ん
で
い
っ
た
と
い
う
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
違
い
は
、
い
ず
れ
の
方

言
の
形
も
、
室
町
時
代
の
五
つ
の
型
を
区
別
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

生
ま
れ
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
次
第
に
型
の
数

を
少
な
く
し
て
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
筋
と
し
て
は
先
の
よ

う
に
考
え
た
方
が
、
そ
れ
ら
の
地
理
的
分
布
を
見
る
時
は
、
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
変
遷
を
遂
げ
て
出
来
た
ア
ク
セ
ン
ト
の

型
は
、
大
き
く
は
、
次
の
三
つ
の
型
で
あ
っ
た
。

　
　
○
●
●
（
▼
）
　
平
板
型
　
　
（
第
一
類
・
第
六
類
よ
り
）

　
　
○
●
●
（
▽
）
　
尾
高
型
　
　
（
第
二
類
・
第
四
類
よ
り
）

　
　
●
○
○
（
▽
）
　
頭
高
型
　
　
（
第
三
類
・
第
五
類
・
第
七
類
よ
り
）

し
か
し
、
統
制
的
機
能
を
果
た
す
形
、
第
一
音
節
と
第
二
音
節
の
高
低
が
異
な
る
形

と
い
う
条
件
を
満
た
す
型
と
し
て
は
、

　
　
○
●
○
（
▽
）

の
型
が
あ
り
、
複
合
語
の
要
素
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
関
係
し
て
、
こ
の
型
に
な
る
も
の

が
あ
っ
た
。

　
　
室
町
時
代
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
　
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
9
）

　
　
　
●
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
●
○
　
小
麦

こ
の
よ
う
な
語
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
三
音
節
に
特
殊
音
節
が
立
つ
た
め

に
○
●
○
に
実
現
す
る
語
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
㎜
）

　
　
…
機
械
・
試
験
・
付
近

こ
う
し
て
、

ら
れ
る
。

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
n
＋
1
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
た
も
の
と
考
え

　
七
、
四
音
節
名
詞
以
上
の
語
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化

　
以
上
に
お
い
て
筆
者
の
基
本
的
な
考
え
方
は
一
応
示
し
た
。
四
音
節
名
詞
以
上
の

語
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
変
化
も
右
に
論
じ

て
き
た
基
本
的
な
考
え
方
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

別
稿
を
用
意
し
た
。

第
二
章

シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
か

第
一
節
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
直
接
の
原
因

　
第
一
章
に
お
い
て
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
性
を
帯
び
た
モ
ー
ラ
方
言
で
あ
る
、
東
京
式
ア

ク
セ
ン
ト
地
域
の
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
の
解
釈
を
述
べ
た
。
筆
者

の
解
釈
で
は
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
性
を
帯
び
た
モ
ー
ラ
方
言
で
は
、
特
殊
音
節
が
、
一
つ

の
音
節
と
し
て
自
立
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
存
在
と
し
て
弱
い
た
め
に
、
単
独
で
ア

ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
音
便
が
定
着
す
る

と
、
そ
の
こ
と
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
異
な
る
姿
に

転
じ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
地
域
に
お

い
て
は
、
ま
た
、
異
な
っ
た
変
化
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
方
言
で
は
、
特
殊
音
が
独
立
性
を
も
た
な
い
た
め
前
の
音
節
と
一
体
と
な
っ
て

一
つ
の
音
節
を
構
成
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
方
言
で
は
、
特
殊
音
は
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前
の
音
節
が
高
け
れ
ば
、
特
殊
音
も
前
の
音
節
と
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
音
節
と
な

り
高
く
、
前
の
音
節
が
低
け
れ
ば
、
特
殊
音
も
前
の
音
節
と
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の

音
節
と
な
り
、
低
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
節
　
シ
ラ
ビ
ー
ム
ニ
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
発
生

　
先
ず
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
の
代
表
的
な
も
の
の
一

型
ア
ク
セ
ン
趨
つ
い
て
考
え
る
・

つ
で
あ
る
、
鹿
児
島
方
言
の
二

　
一
、
音
便
の
定
着
に
よ
る
変
化

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
の
場
合
を
勘
案
し
て
、
音
便
が
定
着
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
か
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
語
類
を
見
る
。

e
二
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
先
の
よ
う
に
考
え
た
上
で
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の

分
離
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
点
、
二
音
節
動
詞
連
用
形

＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
　
二
音
節
第
一
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
　
例
、
ナ
イ
テ

　
　
ニ
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
　
例
、
カ
イ
テ

こ
の
二
つ
の
場
合
、
音
便
が
定
着
し
て
、
特
殊
音
が
前
の
音
節
と
同
じ
高
さ
に
な
る

と　
　
ナ
イ
テ

　
　
カ
イ
テ

に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
の
一
つ
の
代
表
で
あ
る
、
鹿
児

島
方
言
の
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
第
二
類
の
方
が
カ
イ
テ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
カ
イ
テ
の
「
イ
」
が
「
カ
」
と
同
じ
高
さ
に
な
る
時
、
「
イ
」
に
存
し
た
高
さ

が
後
の
「
テ
」
に
残
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
　
ナ
イ
テ

　
　
カ
イ
テ

こ
こ
に
「
ナ
イ
」
「
カ
イ
」
は
い
ず
れ
も
一
音
節
で
あ
っ
て
、

　
　
●
▽
　
　
ナ
イ
テ
・
ネ
テ

　
　
○
▼
　
　
カ
イ
テ
・
ケ
テ

の
型
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
特
殊
音
が
前
の
音
節
と

同
じ
高
さ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
高
く

は
じ
ま
っ
て
い
た
語
は
、
変
化
す
る
こ
と
な
く
高
く
は
じ
ま
り
、
低
く
は
じ
ま
っ
て

い
た
語
は
変
化
な
く
低
く
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

口
三
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
三
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

　
　
第
一
類
　
ア
タ
ヅ
テ

　
　
第
二
類
　
ウ
ゴ
イ
テ

　
　
第
三
類
　
ア
ル
イ
テ

で
あ
っ
た
。
音
便
が
定
着
す
る
と
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
で
は
、
特
殊
音
が
前
の
音
節

と
一
体
と
な
り
同
じ
高
さ
と
な
っ
た
か
ら
、
第
二
類
は
、
「
イ
」
が
「
ゴ
」
と
同
じ

低
と
な
り
、
「
イ
」
に
あ
っ
た
高
が
「
テ
」
に
移
っ
て
、

　
　
ウ
ゴ
イ
テ
　
○
○
▼

と
な
っ
た
。
第
三
類
は
「
イ
」
が
前
の
音
節
と
一
体
と
な
っ
て
同
じ
く
高
と
な
っ
た

か
ら
、

　
　
ア
ル
イ
テ
　
0
●
▽

と
な
っ
た
。
第
一
類
に
は
変
化
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
　
ア
タ
ッ
テ
　
●
●
▽
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⇔
二
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
0
0
で
あ
っ
た
。
シ
ラ
ビ
ー
ム
方

言
で
は
下
降
調
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
、

　
　
○
●
↓
○
●

に
変
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
ヨ
イ
（
良
）
」
「
ナ
イ
（
無
）
」
の
形
も
、

特
殊
音
を
含
ん
だ
形
で
あ
る
か
ら
、
一
体
と
な
っ
て
一
音
節
と
な
り
、
高
さ
が
同
じ

に
な
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
方
言
で
は
、
こ
の
場
合
、
例
外
的
に
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
鵬
）

殊
音
が
一
音
節
と
し
て
独
立
し
た
。
こ
の
場
合
特
殊
音
が
一
音
節
と
し
て
独
立
し
た

の
は
、
活
用
語
の
語
幹
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
二
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
の

場
合
に
は
独
立
し
て
い
な
い
の
に
、
形
容
詞
の
終
止
連
体
形
の
場
合
に
独
立
し
て
い

る
の
は
、
前
者
が
、
「
ナ
イ
テ
」
「
カ
イ
テ
」
な
ど
の
よ
う
に
語
中
に
立
つ
た
め
に
、

シ
ラ
ビ
ー
ム
化
が
許
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
は
、
終
止
連
体
形
で
あ
っ

て
、
文
末
に
独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
形
で
あ
る
た
め
に
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
化
が
起
き
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
四
三
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
の
音
節
の
ア
ク
セ
ン
ト

　
三
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
の
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン

ト
の
形
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
第
一
類
　
●
●
○

　
　
第
二
類
0
0
●

第
一
類
に
変
化
は
起
き
な
か
っ
た
。
第
二
類
の
下
降
調
は
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
で
は
維

持
で
き
ず
、
0
0
●
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
場
合
も
、
「
シ
ロ
イ
」
に
例
を
と
る
と
「
ロ

イ
」
の
と
こ
ろ
が
一
音
節
と
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
が
、
二
音
節
形
容
詞
の
と

こ
ろ
で
見
た
よ
う
に
、
鹿
児
島
方
言
で
は
、
語
幹
を
保
持
す
る
た
め
に
特
殊
音
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
鵬
）

音
節
と
し
て
独
立
し
て
、
0
0
●
と
な
っ
た
。
同
じ
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
で
も
、
よ
り

シ
ラ
ビ
ー
ム
性
を
強
め
て
い
る
鹿
児
島
県
吹
上
町
方
言
で
は
、
こ
の
形
も
0
●
（
シ

ロ
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
姻
）

の
形
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
㈲
四
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
の
音
便
と
ア
ク
セ
ン
ト

　
四
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
の
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン

ト
の
形
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
第
一
類
　
●
●
●
○

　
　
第
二
類
　
0
0
0
e

第
一
類
に
変
化
は
起
き
な
か
っ
た
。
第
二
類
は
、
既
に
見
た
二
音
節
語
・
三
音
節
語

の
場
合
と
同
様
に
、
0
0
0
●
に
転
じ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
因
ま
と
め

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
音
便
の
定
着
に
よ
っ
て
、
特
殊
音
が
独
立
し
え
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
鹿
児
島
方
言
に
お
い
て
は
、
問
題
の
語
群
は
表
3
1
の
よ
う
な
ア

ク
セ
ン
ト
に
変
わ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
表
3
1
）
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化

類

二
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ

三
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ

二
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形

三
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形

四
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形

第
一
類

●
▽

●
●
▽

●
●
0

●
●
●
0

第
二
類

○
▼

○
○
▼

○
●

○
○
●

○
0
0
●

第
三
類

○
●
▽

　
二
、
他
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
与
え
た
影
響

　
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
分
離
の
場
合
、
動
詞
連
用
形
と
形
容
詞
終
止
連
体
形
に

生
じ
た
変
化
は
、
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
た
も
の
を
考
え
ら
れ
た
。
シ
ラ
ビ
ー

ム
方
言
の
場
合
も
、
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
調
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（
表
3
2
）
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
他
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

類

二
音
節
動
詞
終
止
連
体
形

三
音
節
動
詞
終
止
連
体
形

二
音
節
形
容
詞
連
用
形

三
音
節
形
容
詞
連
用
形

四
音
節
形
容
詞
連
用
形

第
一
類

●
●

●
●
●

●
●
○

●
●
●
0

第
二
類

○
●

0
0
●

0
0

○
●
○

0
0
●
○

第
三
類

0
●
●

査
デ
ー
タ
の
そ
ろ
っ
て
い
る
動
詞
の
終
止
連
体
形
と
形
容
詞
の
連
用
形
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形

は
表
3
2
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
表
に
お
い
て
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
で
は
、
二
音
節
形
容
詞
に
存
し
た
上
昇
調

は
存
在
し
え
な
く
な
っ
て
、
○
●
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
に
、
先
の
表
3
1
に
見
る
よ
う
な

　
　
●
○
　
　
●
●
○
　
　
●
●
●
0

　
　
0
●
　
　
0
0
●
　
　
0
0
0
●

と
い
う
体
系
が
整
っ
て
い
く
と
、
次
の
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。　

　
二
音
節
動
詞
終
止
連
体
形
　
　
　
　
　
三
音
節
動
詞
終
止
連
体
形

　
　
　
　
第
一
類
●
●
↓
●
○
　
　
　
　
●
●
●
↓
●
●
〇

　
　
三
音
節
形
容
詞
連
用
形
　
　
　
　
　
　
四
音
節
形
容
詞
連
用
形

　
　
　
　
第
二
類
　
○
●
○
↓
○
○
●
　
　
　
　
○
○
●
○
↓
○
○
○
●

こ
う
し
て
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
原
形
が
次
第
に
出
来
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

　
こ
こ
に
三
音
節
第
三
類
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
み
が
孤
立
す
る
形
と
な
っ
た
。

　
　
連
用
形
＋
テ
　
○
●
▽

　
　
終
止
連
体
形
　
0
●
●

そ
の
た
め
こ
の
形
は
、
低
で
は
じ
ま
る
0
0
▼
・
0
0
●
の
型
に
合
流
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
三
、
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
与
え
た
影
響

　
右
の
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
変
じ
て
い
く
と
、
他
の
語
種
に
も
影
響
は
及
ん

で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
二

音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

第第第全図
五四二二一
類一類類類

oooeeeeooe

　
第
一
類
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
二
音
節
動
詞
終
止
連
体
形
に
生
じ
た
●
●
↓
●

0
の
変
化
に
ひ
か
れ
、
ま
た
、
新
し
く
姿
を
見
せ
て
き
た
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
に
ひ
か

れ
て
、

　
　
●
●
↓
●
○

に
変
化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
第
五
類
名
詞
は
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
で
は
下
降
調
を
維
持
で
き
ず
、

　
　
0
0
↓
○
●

に
変
わ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
第
三
類
名
詞
の
0
0
の
み
が
孤
立
す
る
形
と
な
り
、
低
で
は
じ
ま
る
語

で
あ
る
こ
と
を
維
持
し
つ
つ
、

　
　
0
0
↓
○
●

と
転
じ
た
。
こ
う
し
て
、
二
音
節
名
詞
も
二
型
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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四
、
一
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
与
え
た
影
響

　
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
●
・
●
●

　
e
・
●
0

　
　
0
・
0
0

こ
こ
に
、
二
音
節
名
詞
に
起
き
た
の
と
同
じ
変
化
が
起
き
、
そ
れ
が
短
音
化
し
た
も

の
が
現
代
の
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
　
●
●
↓
●
○
↓
●
（
●
▽
）

　
　
●
0
↓
　
　
↓
●
（
●
▽
）

　
　
○
○
↓
○
●
↓
0
（
0
▼
）

　
五
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
ニ
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
確
立

　
右
の
よ
う
に
し
て
、
表
3
3
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
出
来
上
が
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
A
・
B
二
つ
の
型
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
二
型
ア
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
ト
体
系
が
他
の
語
種
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
右
の
A
の
形
に
、
語
頭
な
ら
び
に
そ
れ
に
続
く
高
の
音
節
に
、
労
力
の

（
表
3
3
）
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
の
原
型

節
約
の
た
め
に
低
下
が
起
き
た
の
が
、
現
代
の
鹿
児
島
方
言
に
見
ら
れ
る
形
な
の
で

あ
ろ
う
。

　
　
A
●
0
0
●
0
0
0
●
O

B
の
型
と
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
●
●
、
●
●
●
と
高
い
音
節
を
連
続
さ
せ

る
必
要
は
な
か
っ
た
し
、
統
制
的
機
能
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
も
、
●
●
、

●
●
●
と
高
い
音
節
を
連
続
さ
せ
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
A
・
B
二
つ
の
型
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
二
型
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
が
他
の
語
種
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
鹿
児
島
方
言
の
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
都
城
方
言
な
ど
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

に
、
形
容
詞
と
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
二
類
が
か
か
わ
っ
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　

は
早
く
平
山
輝
男
博
士
が
論
じ
ら
れ
た
と
ろ
で
あ
ご
る
。
た
だ
、
博
士
は
、
統
合
の

具
体
的
経
路
に
つ
い
て
は
論
じ
て
お
ら
れ
ず
、
ま
た
、
そ
の
出
自
を
、
早
い
論
文
で

は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
求
め
ら
れ
、
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
平
安
時
代
末
期
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
研
）

れ
に
一
致
す
る
点
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
な
が
ら
、
後
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に

　
　
　
　
　
（
注
鵬
）
（
注
鵬
）

出
自
を
求
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
㎜
）

　
第
三
節
　
シ
ラ
ビ
ー
ム
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
発
生

二
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
ニ
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
二
音
節
動
詞
終
止
連
体
形
引
音
節
形
容
詞
連
用
形
二
音
節
名
詞

三
音
節
動
詞
連
用
形
＋
テ
三
音
節
形
容
詞
終
止
連
体
形
三
音
節
動
詞
終
止
連
体
形
三
音
節
形
容
詞
連
用
形

四
音
節
動
詞
形
容
詞
終
止
連
体
形
四
音
節
形
容
詞
連
用
形

A

●
○

●
●
0

●
●
●
0

B

○
●

0
0
●

0
0
0
●

　
都
城
方
言
や
志
布
志
方
言
で
行
わ
れ
て
い
る
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
が
鹿

児
島
方
言
で
行
わ
れ
て
い
る
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
、
A
類
が
B
類
に

合
流
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
早
く
平
山
輝
男
博
士
が
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
（
注
m
）

さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
○
●
　
　
0
0
●
　
　
○
○
○
●

A
・
B
二
つ
の
型
を
区
別
し
て
も
大
き
な
意
味
は
な
く
、
統
制
的
機
能

を
果
た
す
と
い
う
こ
と
に
徹
し
た
場
合
に
は
、
B
の
型
よ
り
も
A
の
型

の
方
が
有
効
な
型
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

70



第
三
章
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

プ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

現
代
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
次
の
三
つ
の
タ
イ

そ
し
て
、

と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
き
つ
め
と
言
え
ば
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
大
き
く
三
つ
の
体
系
に
分
離
さ

せ
た
の
は
音
便
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

モ
ー
ラ
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
）

シ
ラ
ビ
ー
ム
性
モ
ー
ラ
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
）

シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

　
　
こ
の
三
方
言
は
、
表
3
4
の
指
標
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

（
表
3
4
）
三
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
弁
別
の
指
標

モ
ー
ラ
方
言

シ
ラ
ビ
ー
ム
性
モ
ー
ラ
方
言

シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
（
二
型
）

二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ

　
　
ー
カ
イ
テ
そ
の
他

ー
カ
イ
テ

　
ー
カ
イ
テ

二
音
節
第
一
類
動
詞
連
用
形
＋
テ

ー
サ
イ
テ

サ
イ
テ
そ
の
他
．

サ
イ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
ゴ
三
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ

ー
ウ
ゴ
イ
テ
そ
の
他

ー
ウ
ゴ
イ
テ

　
　
ー
ウ
ゴ
イ
テ

二
音
節
形
容
詞
終
止
形

ー
ヨ
イ

ー
ヨ
イ

ヨ
刷

三
音
節
形
容
詞
終
止
形

ー
シ
ロ
イ
そ
の
他

ー
シ
ロ
イ

　
ー
シ
ロ
イ
シ
ロ
イ

四
音
節
形
容
詞
終
止
形

ミ
ジ
カ
イ
そ
の
他

ミ
ジ
カ
イ

　
　
ー
ミ
ジ
カ
イ
ミ
ジ
カ
イ

　
本
稿
の
考
察
が
正
し
け
れ
ば
、
従
来
、
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
考
察
が
進

め
ら
れ
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
中
間
的
な
ア
ク
セ
ン
ト

な
ど
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
ア
ク
セ
ン
ト
、
例
え
ば
、
金
沢
市
ア
ク
セ
ン
ト
や
愛
媛

県
北
西
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
は
、
右
の
指
標
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
そ
．
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
事
を
用
意
し
た
い
。

　
ま
た
、
型
の
数
を
基
準
に
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
呼
ば

れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
シ
ラ
ビ
ー
ム
一
型
ア
ク
セ
ン
．
下
と
非
シ
ラ
ビ
ー
ム
一
型
ア

ク
セ
ン
ト
と
に
分
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
に
さ
ま
ざ
ま
な

成
立
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
山
博
士
の
早
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ

　
　
　
（
注
皿
）

ろ
で
あ
る
。

　
本
稿
で
残
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
に
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
平
板
一
型
・

頭
高
一
型
と
呼
ば
れ
て
き
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
と
も
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
京
阪

式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
、
ま
た
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
ア
ク
セ

ン
ト
と
の
、
接
触
地
帯
に
あ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
混
乱
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

尻
上
が
り
一
型
か
ら
の
変
化
形
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。　

と
こ
ろ
で
、
三
つ
の
大
き
な
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
特

殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
え
る
方
言
と
担
え
な
い
方
言
、
特
殊
音
が

一
音
節
と
し
て
独
立
す
る
方
言
と
独
立
し
え
な
い
方
言
、
と
い
っ
た
違
い
は
ど
の
よ

う
に
し
て
生
じ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

　
　
注

（
注
1
）
拙
著
『
耀
馳
塒
獣
賠
た
日
本
語
音
韻
史
』
（
武
蔵
野
書
院
　
一
九
九
三
・
六
）

（
注
2
）
ほ
か
に
、
金
田
一
春
彦
・
芳
賀
緩
「
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
見
た
能
登
　
　
そ
の
分
布
と
変

化
　
　
」
（
九
学
会
連
合
能
登
調
査
委
員
会
『
能
登
　
自
然
・
文
化
・
社
会
』
平
凡
社
　
一
九

五
五
・
一
二
）
も
あ
る
。
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

（
注
3
）
前
掲
金
田
一
①
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
服
部
博
士
は
、
早
く
は
、
「
ア
ク
セ

ン
ト
と
方
言
」
（
国
語
科
学
講
座
W
　
明
治
書
院
　
一
九
三
三
・
八
）
「
原
始
日
本
語
の
二
音
節

名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
方
言
7
・
6
　
一
九
三
七
・
七
）
に
お
い
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

が
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
も
古
い
と
い
う
考
え
方
に
傾
い
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
後

に
提
出
さ
れ
る
金
田
一
博
士
の
説
に
近
い
考
え
方
を
さ
れ
て
い
た
。

（
注
4
）
西
部
の
人
と
東
部
の
人
と
の
気
質
・
生
活
習
慣
等
の
違
い
に
注
目
す
る
論
文
に
、
都
竹

通
年
雄
「
東
西
両
方
言
の
違
い
は
ど
う
し
て
で
ぎ
た
か
」
（
言
語
生
活
　
一
九
七
一
・
六
）
徳

川
宗
賢
『
日
本
語
の
世
界
8
言
葉
・
西
と
東
』
（
中
央
公
論
社
　
一
九
八
一
・
一
〇
）
が
あ
る

が
、
基
層
語
の
問
題
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
注
5
）
注
1
拙
論
。

（
注
6
）
上
野
「
書
評
・
紹
介
　
金
田
一
春
彦
著
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
　
原
理
と
方

法
』
　
塙
書
房
　
一
九
七
四
」
（
言
語
研
究
6
9
　
一
九
七
六
二
二
）

（
注
7
）
上
野
「
日
本
本
土
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
と
分
布
（
2
）
」
（
日
本
学
士
院
紀
要
4
2
・

1
　
一
九
八
七
・
二
）

（
注
8
）
上
野
「
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育
2
　
一
九
八
九
・
五
）

（
注
9
）
こ
の
ほ
か
に
、
サ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
に
つ
い
て
、
西
部
方
言
イ
音
便
、
東
部
方

言
原
形
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
国
立
国
語
研
究
所
『
方
言
文

法
全
国
地
図
2
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
　
一
九
九
一
・
三
）
に
よ
れ
ば
、
東
西
間
の
違
い
で
は
な

い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
注
1
0
）
次
の
諸
論
文
が
そ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　
　
大
野
　
晋
『
日
本
語
の
起
源
』
（
岩
波
新
書
　
一
九
五
七
・
九
）

　
　
柴
田
　
武
『
日
本
の
方
言
」
（
岩
波
新
書
　
一
九
五
八
・
四
）

　
　
楳
垣
　
実
「
音
韻
」
（
『
方
言
学
講
座
1
』
　
東
京
堂
　
一
九
六
一
・
一
）

　
　
野
元
菊
雄
「
東
日
本
の
方
言
」
（
『
方
言
学
概
説
』
　
武
蔵
野
書
院
　
一
九
六
二
・
二
）

　
　
亀
井
孝
他
、
『
日
本
語
の
歴
史
4
移
り
ゆ
く
古
代
語
』
（
平
凡
社
　
一
九
六
四
・
七
）

　
　
金
田
］
春
彦
「
東
国
方
言
の
歴
史
を
考
え
る
」
（
国
語
学
6
9
　
一
九
六
七
⊥
ハ
）

　
　
外
山
映
次
「
並
行
四
段
活
用
動
詞
音
便
形
に
つ
い
て
一
　
洞
門
抄
物
の
場
合
　
　
」
（
近

　
　
　
　
　
　
代
語
研
究
2
　
一
九
六
八
・
一
）

　
　
平
山
輝
男
『
日
本
の
方
言
』
（
講
談
社
　
一
九
六
八
・
九
）

　
　
馬
瀬
良
雄
「
東
西
両
方
言
の
対
立
」
（
前
掲
）

　
　
佐
藤
亮
一
「
方
言
を
め
ぐ
る
2
0
の
Q
＆
A
　
Q
1
6
こ
と
ぽ
の
東
西
対
立
は
な
ぜ
で
き
た
の

　
　
　
　
　
　
か
」
（
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
　
一
九
八
四
・
五
）

　
　
上
村
幸
雄
「
日
本
語
方
言
の
概
説
」
（
講
座
方
言
学
1
　
国
書
刊
行
会
　
一
九
八
六
・
五
）

　
　
藤
原
与
一
『
日
本
語
方
言
分
派
論
』
（
武
蔵
野
書
院
　
一
九
九
〇
・
二
）

　
　
安
部
野
面
「
語
の
「
動
的
運
動
」
と
音
韻
上
の
「
静
的
作
用
」
と
に
よ
る
方
言
分
布
の
二

　
　
　
　
　
　
重
構
造
の
一
側
面
」
　
一
九
九
三
年
国
語
学
会
春
季
大
会
（
京
都
女
子
大
学
）

　
　
安
部
聖
篭
「
古
い
方
言
／
新
し
い
方
言
」
（
言
語
　
一
九
九
三
・
九
）
た
だ
し
、
安
部
氏

　
　
　
　
　
　
は
東
西
対
立
が
新
し
い
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
1
）
注
1
拙
論
。

（
注
1
2
）
＋
一
の
評
定
の
し
か
た
に
つ
い
て
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
ハ
行
四
段
活
用

動
詞
に
促
音
便
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
導
と
は
、
8
冨
e
客
①
〉
轟
轟
詳
Φ
の
よ
う
な
変
化
が

生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
、
母
音
が
脱
落
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
母
音
劣
位
と
呼
ぶ
こ
と

も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
従
来
な
さ
れ
て
い
る
、
母
音
優
位
、
子
音
優
位
と
い
う
評
定
の
し

か
た
に
そ
っ
て
、
子
音
優
位
と
評
定
し
た
。
し
か
し
、
劣
位
と
評
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
一
を
与
え
た
。

（
注
1
3
）
有
坂
秀
世
『
上
代
音
韻
放
』
（
三
省
堂
　
一
九
五
五
・
七
）
六
〇
三
頁
。

（
注
1
4
）
オ
段
開
長
音
形
は
口
証
8
8
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
語
幹
の
動
揺

を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
ω
o
同
o
o
8
と
区
別
が
で
き
る
と
い
う
点
で
許
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
1
5
）
添
田
建
治
郎
氏
は
、
ハ
行
動
詞
の
音
便
に
促
音
便
と
と
も
に
ウ
音
便
を
併
用
し
て
い
る

方
言
で
オ
段
長
音
の
開
合
の
区
別
を
残
す
方
言
と
し
て
、
新
潟
県
中
越
・
南
越
と
そ
の
周
辺
ほ

か
、
佐
渡
地
方
、
愛
知
県
三
河
地
方
の
一
部
、
埼
玉
県
東
部
地
方
の
一
部
が
あ
る
こ
と
を
教
示

さ
れ
、
ハ
行
動
詞
の
ウ
音
便
衰
退
の
原
因
を
目
黒
長
音
の
開
合
の
混
同
に
求
め
る
筆
者
の
解
釈

を
支
持
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
国
語
学
会
平
成
五
年
度
秋
季
大
会
の
テ
ー
マ
別
研
究
発
表
会

総
括
報
告
（
一
〇
月
三
一
日
）
で
も
同
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。

（
注
1
6
）
例
え
ば
、
仲
宗
根
政
善
『
今
帰
仁
方
言
辞
典
」
（
角
川
書
店
　
一
九
八
三
・
二
）
な
ど

参
照
。

（
注
1
7
）
こ
の
「
ダ
」
と
「
ヂ
ャ
」
の
新
古
に
つ
い
て
の
筆
者
の
理
論
的
推
定
は
、
文
献
資
料
か

ら
得
ら
れ
る
用
例
と
矛
盾
し
な
い
。
古
い
資
料
に
口
語
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
「
ダ
」
「
ヂ
ャ
」

の
用
例
が
得
ら
れ
に
く
く
、
成
立
の
先
後
を
定
め
が
た
い
が
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
「
ダ
」
の

最
古
例
は
東
部
方
言
資
料
の
『
古
今
全
抄
』
（
＝
二
七
五
年
撰
）
の
例
で
あ
り
、
「
ヂ
ャ
」
の
最

古
例
は
、
西
部
方
言
資
料
、
清
原
良
賢
講
か
と
推
定
さ
れ
る
『
論
語
碁
子
』
（
一
四
二
〇
以
前
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写
）
の
例
で
あ
る
。

　
注
1
拙
著
九
六
二
頁
に
お
い
て
、
良
賢
講
『
論
語
下
塵
』
に
「
ヂ
ャ
」
も
「
ダ
」
も
見
え
な

い
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
誤
り
を
指
摘
さ
れ
た
出
雲
朝
子
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

（
注
1
8
）
沖
縄
方
言
に
は
完
了
の
助
動
詞
「
タ
」
が
「
チ
ャ
」
の
形
で
現
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
カ
チ
ャ
ン
　
　
（
圭
日
い
た
）

　
シ
チ
ャ
ン
　
　
（
知
っ
た
）

し
か
し
、
完
了
の
「
タ
」
は
次
の
よ
う
に
「
タ
」
「
ダ
」
の
形
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
ト
ゥ
タ
ン
　
（
取
っ
た
）

　
コ
ー
タ
ン
　
　
（
買
っ
た
）

　
ユ
ダ
ン
　
　
　
（
読
ん
だ
）

こ
れ
を
見
る
と
、
先
の
「
チ
ャ
」
の
形
は
、

　
カ
イ
タ
ン
V
カ
チ
ャ
ソ

　
シ
ッ
タ
ン
〉
シ
タ
ン
〉
シ
チ
ャ
ン

の
形
を
経
て
、
「
タ
」
の
前
の
i
母
音
が
原
因
で
口
蓋
化
し
た
形
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
高
橋
俊
三
氏
と
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
国
文
学
科
の
学
生
諸
君
の
御
教
示
を
得
た
。

（
注
1
9
）
沖
縄
方
言
に
「
ヤ
ン
」
の
形
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
関
西
方
言
の
「
ヤ
」
と
同
源
の
も
の

で
あ
っ
た
ら
、
複
雑
な
分
布
を
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
沖
縄
方
言
の
「
ヤ
ン
」
は
「
ヂ
ャ
」
と

は
起
源
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
高
橋
俊
三
氏
も
「
ヂ
ャ
」
と
は
別
源
の
も
の
で

は
な
い
か
と
疑
っ
て
お
ら
れ
る
。

（
注
2
0
）
秋
永
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
　
研
究
篇
下
』
（
校
倉
書
房
　
一
九
九
一
・

「
）
二
〇
二
頁
に
よ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
見
る
と
「
ズ
」
の
語
源
説
「
ニ
ス
」
は
当
た
ら

ず
、
両
者
は
別
系
統
の
語
で
は
な
い
か
と
い
う
。

（
注
2
1
）
橋
本
進
吉
『
国
語
学
概
論
』
（
橋
本
進
吉
博
士
著
作
集
第
一
冊
　
岩
波
書
店
　
一
九
四

六
・
一
二
）
六
三
頁
ほ
か
。

（
注
2
2
）
服
部
四
郎
「
日
本
語
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
？
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
　
別
冊
現
代
の
エ
ス
プ

リ
　
日
本
国
家
の
成
立
を
探
る
』
　
「
九
七
↓
・
三
）
は
、
「
日
本
民
族
が
人
種
的
に
北
方
系
、

南
方
系
等
々
の
雑
種
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
疑
い
な
く
な
っ
て
も
、
日
本
語
も
系
統
的
に
「
雑

種
的
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
」
（
四
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
注
2
3
）
な
お
、
馬
淵
説
に
つ
い
て
は
、
桜
井
茂
治
「
原
始
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言

そ
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
（
『
現
代
方
言
学
の
課
題
3
史
的
研
究
篇
』
　
明
治
書
院
　
一

九
八
四
・
六
）
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
具
体
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

（
注
2
4
）
注
2
2
服
部
論
文
四
四
頁
。

（
注
2
5
）
「
原
始
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
六
〇
頁
。

（
注
2
6
）
以
下
の
要
約
は
、
金
田
一
「
日
本
祖
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
琉
球
方
言
」
　
（
Q
。
○
勺
出
H
》

目
乞
O
d
聖
目
O
諺
×
≦
　
一
九
八
四
）
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
2
7
）
注
2
6
金
田
一
論
文
。

（
注
2
8
）
後
に
扱
う
。

（
注
2
9
）
注
2
6
論
文
。
た
だ
し
、
金
田
一
「
味
噌
よ
り
新
し
く
茶
よ
り
古
い
」
（
前
掲
八
八
頁
）

で
は
、
琉
球
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
出
自
に
つ
い
て
の
考
え
は
暫
く
撤
回
す
る
と
さ
れ
た
。

（
注
3
0
）
平
山
輝
男
「
最
近
の
琉
球
方
言
研
究
」
（
沖
縄
文
化
研
究
一
一
　
一
，
九
八
五
・
三
）

（
注
3
1
）
橋
本
万
太
郎
「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
語
」
（
言
語
生
活
　
一
九
七
八
・
七
）
二
二
頁
は
、

こ
の
説
を
支
持
す
る
が
、
そ
の
論
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
。

（
注
3
2
）
金
田
一
春
彦
博
士
は
、
「
味
噌
よ
り
新
し
く
茶
よ
り
古
い
」
（
九
八
頁
）
に
お
い
て
、
「
本

誌
二
月
号
の
ラ
ム
ゼ
イ
氏
の
発
表
は
問
題
が
多
す
ぎ
て
従
え
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
早
田
輝
洋
「
平
安
末
期
京
畿
方
言
の
声
点
と
そ
の
音
価

ラ
ム
ゼ
イ
説
の
帰
結
す
る
所
一
」
（
九
州
大
学
言
語
学
研
究
所
報
告
1
　
一
九
八
○
・
三
）

が
あ
る
。

（
注
3
3
）
高
山
倫
明
「
原
音
声
調
か
ら
観
た
日
本
書
紀
音
仮
名
表
記
試
論
」
（
語
文
研
究
5
1
　
一

九
八
一
・
六
）
同
「
書
紀
歌
謡
二
音
節
名
詞
の
表
記
に
つ
い
て
　
　
ア
ク
セ
ン
ト
語
意
と
の
関

連
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
（
文
献
探
求
1
2
　
一
九
八
三
・
七
）
同
「
日
本
書
紀
の
音
仮
名
と
そ
の

原
音
声
調
に
つ
い
て
　
　
上
代
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
相
関
性
を
考
え
る
一
」
（
『
金
田
一
春
彦
博

士
古
稀
記
念
論
文
集
1
』
三
省
堂
　
一
九
八
三
二
二
）

（
注
3
4
）
金
田
一
春
彦
「
日
本
四
声
古
義
」
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』
　
法
政
大
学
出
版
局

一
九
五
一
・
一
二
）

（
注
3
5
）
金
田
一
博
士
、
奥
村
三
雄
博
士
は
、
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
時
期
を
次
頁
表
の
よ

う
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
3
6
）
こ
の
考
え
方
の
う
ち
、
（
1
1
）
の
○
●
○
＞
0
0
●
〉
●
○
●
〉
●
○
○
に
つ
い
て
は
、

早
く
服
部
四
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
（
前
掲
）
六
二
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
注
3
7
）
『
日
本
語
の
歴
史
5
』
は
御
浜
町
と
す
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
八
年
に
阿
田
和
町
、
市

木
上
呂
志
村
、
神
志
山
村
が
合
併
し
て
、
御
浜
町
に
な
っ
た
た
め
。
な
お
、
阿
田
和
町
の
こ
の

事
実
に
関
し
て
は
、
山
名
邦
男
「
阿
田
和
ア
ク
セ
ン
ト
と
問
題
点
」
（
音
声
の
研
究
1
7
　
一
九

七
六
・
三
）
上
野
「
日
本
本
土
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
と
分
布
㈲
」
（
前
掲
）
四
三
頁
に
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

（
表
）
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
時
期
（
金
田
一
博
士
説
）

論
　
　
　
　
文

時
　
　
　
期

根
　
　
　
拠

①
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
で
き
　
る
ま
で
　
　
　
（
一
九
五
四
・
八
）

平
安
時
代
末
期
以
前
（
第
六
期
）
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
（
第
八
期
）

ヨ
U
ク
・
モ
ー
シ
・
ミ
ー
テ
類
の
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り

②
日
本
語
の
歴
史
5
　
　
　
　
　
（
一
九
六
四
・
＝
）

平
安
時
代
初
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

ヨ
U
ク
・
モ
U
シ
・
ミ
U
テ
類
の
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り

室
町
・
江
戸
時
代
（
み
か
け
の
ア
ク
セ
ン
ト
）

石
川
県
羽
咋
方
言
式
へ
変
化
し
た
と
考
え
て

一
四
五
五
年
よ
り
早
い

毛
端
私
珍
抄

③
味
噌
よ
り
新
し
く
茶
よ
り
古
い
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
0
・
四
）

味
噌
の
普
及
よ
り
新
し
く
茶
の
普
及
よ
り
古
い
平
安
時
代
初
期
以
後

（
表
）
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
時
期
（
奥
村
博
士
説
）

論
　
　
　
　
文

時
　
　
　
期

根
　
　
　
拠

①
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
分
離
の
時
期

漢
語
が
国
語
学
に
入
り

漢
語
と
西
洋
語
の
方
言
ア
ク

（
国
語
国
文
　
　
↓
九
五
五
・
一
二
）

こ
ん
で
以
後
、
西
洋
語

セ
ン
ト
か
ら

が
国
語
内
に
浸
透
す
る

迄
の
問
（
平
安
時
代
以
後
中
世
末
期
ま
で
）

　
　
　
、
、
劉
ヨ
U
ク
・
見
テ
の
方
量
ロ
ア
ク

平
安
末
期
～
院
政
期
頃

セ
ン
ト
か
ら

②
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

漢
語
が
我
が
国
に
入
っ

漢
語
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
か

（
国
語
国
文
　
　
一
九
六
一
・
一
）

て
来
た
以
後

ら

（
平
安
朝
以
後
）

③
古
代
の
音
韻
（
講
座
国
語
史
2

漢
語
が
話
し
言
葉
の
中

漢
二
心
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
か

大
修
館
　
　
一
九
七
二
・
九
）

に
入
り
こ
ん
だ
頃
以
降

ら

④
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
分
派
の
時
期

（
平
安
朝
以
降
）

（
方
言
研
究
叢
事
3
　
三
弥
井
書
店

ヨ
ー
ー
ク
　
モ
U
シ
は
鎌

一
九
七
四
・
九
）

倉
初
期
以
前
の
形
か
ら

分
派

も
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
注
3
8
）
ほ
か
に
、
S
・
R
・
ラ
ム
ゼ
イ
「
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
歴
史
的
変
化
」
（
前
掲
）

が
あ
る
が
、
こ
の
批
判
に
対
す
る
金
田
一
博
士
の
評
価
は
注
3
2
に
引
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
注
3
9
）
金
田
一
「
方
言
と
方
言
学
」
（
『
方
言
学
概
説
』
武
蔵
野
書
院
　
一
九
六
二
・
＝
）
。

ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
早
く
博
士
に
「
語
調
変
化
の
法
則
の
探
求
」

（
↓
o
《
O
σ
q
o
内
8
犀
旨
3
　
一
九
四
七
・
八
）
が
あ
る
。

（
注
4
0
）
金
田
一
「
熊
野
灘
沿
岸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
『
日
本
の
方
言
』
一
二
七
頁
）
に
は
、

　
　
私
は
以
前
、
”
寸
寸
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
で
き
る
ま
で
”
と
い
う
論
文
（
P
．
4
9
）

　
　
を
書
い
た
時
に
、
乙
種
方
言
に
お
け
る
●
○
型
、
●
○
○
型
は
、
0
0
型
、
○
○
○
型
の

　
　
第
－
拍
が
段
々
高
く
な
っ
て
で
き
た
も
の
だ
と
推
定
し
た
。
こ
れ
は
、
石
川
県
七
尾
市
近

　
　
傍
の
方
言
に
、
丁
寧
に
発
音
す
れ
ぽ
、
○
○
調
、
○
○
○
調
に
な
る
が
、
無
造
作
な
発
言

　
　
で
は
◎
○
調
、
◎
○
○
調
に
実
現
す
る
例
が
見
い
だ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
あ
れ
は
今

　
　
に
し
て
思
う
と
、
そ
の
時
は
調
査
し
そ
こ
な
っ
た
が
、
直
前
に
「
こ
の
」
と
い
う
よ
う
な

　
　
語
で
も
付
け
た
場
合
に
は
、
も
っ
と
は
っ
き
り
●
○
○
調
に
実
現
す
る
と
い
う
例
が
見
つ

　
　
か
っ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
、
能
登
半
島
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
調
査
し
た
論
文
、

山
口
幸
洋
「
能
登
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
前
掲
）
川
本
栄
一
郎
「
能
登
島
の
老
・
若
に
お
け
る
二

音
節
名
詞
第
四
・
五
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
『
密
田
良
二
教
授
退
官
記
念
論
集
』
一
九
六
九
・
三
）

に
そ
の
問
題
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
注
4
1
）
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
に
つ
い
て
、
外
に
分
布
す
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
方
を
古

い
と
見
る
見
方
は
、
早
く
服
部
博
士
が
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
本
州
方
言
内
に
於
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
状
態
は
、
む
し
ろ
乙
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

　
　
古
い
と
考
へ
る
に
有
利
の
様
で
は
あ
る
。
（
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
六
一
頁
）

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
推
定
す
る
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
注
4
2
）
語
詞
の
場
合
も
、
伝
播
に
よ
っ
て
の
み
分
布
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
た
い
。
文
化
の
中
心
の
人
の
み
が
語
を
造
り
出
す
力
を
そ
な
え
て
お
り
、
地
方
の
人
々
は
そ

れ
を
受
け
と
り
、
伝
え
る
役
割
り
し
か
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
文
化
の
中
心
の
人
た
ち
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
地
方
は
地
方
で

造
語
力
を
発
揮
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
方
言
辞
典
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
臓
弱
な

量
の
方
言
語
詞
は
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
。

（
注
4
3
）
松
本
修
『
全
国
ア
ホ
・
バ
カ
分
布
考
』
（
太
田
出
版
　
一
九
九
三
・
八
）
は
、
そ
の
あ
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と
が
き
で
、
ア
ホ
・
バ
カ
語
詞
の
周
圏
分
布
の
上
に
立
っ
て
、
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
も
、

外
に
分
布
す
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
古
い
竜
の
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
注
4
4
）
こ
う
説
明
し
て
問
題
が
す
べ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
外
の

方
言
で
は
、
古
い
ハ
行
動
詞
の
促
音
便
や
形
容
詞
の
原
形
や
断
定
の
助
動
詞
「
ダ
」
や
打
消
の

助
動
詞
の
未
然
形
「
ナ
」
を
文
化
の
中
心
の
内
の
方
言
よ
り
も
遅
く
ま
で
併
用
し
て
い
た
も
の

と
推
定
さ
れ
た
。
一
方
、
口
・
凸
の
破
擦
音
化
は
外
の
方
言
に
早
く
起
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ

た
。
古
い
形
か
ら
新
し
い
形
へ
の
交
替
が
文
化
の
中
心
で
速
く
進
み
、
地
方
で
遅
れ
る
の
は
、

文
化
の
中
心
地
の
言
語
生
活
の
方
が
活
性
化
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、

そ
れ
な
ら
ば
怠
・
凸
の
破
擦
音
化
も
言
語
生
活
の
活
性
化
し
て
い
る
文
化
の
中
心
で
早
く
起
き

て
い
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
金
田
一
博
士
が
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
方
に
お
い
て
は

拘
束
力
が
弱
い
た
め
に
音
韻
変
化
な
ど
が
早
く
生
起
し
得
た
と
考
え
る
と
、
古
い
形
か
ら
新
し

い
形
へ
の
交
替
も
地
方
で
速
く
進
ん
で
よ
い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
内
と
外
と
で
右
に
見
た
よ
う

な
違
い
が
生
じ
る
の
か
は
い
ま
だ
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
問
題
と
し
て
残
る
。

（
注
4
5
）
金
田
一
「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
で
き
る
ま
で
」
『
日
本
語
の
歴
史
5
』
一
四

四
頁
。

（
注
4
6
）
連
用
形
第
一
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
○
●
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
早
く
南
不
二

男
「
名
義
抄
時
代
の
京
都
方
言
に
於
け
る
二
字
四
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
国
語
学
2
7

　
一
九
五
六
・
一
二
）
が
想
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
田
一
博
士
は
、
『
四
座
講
式
の
研
究
』

で
、

　
　
現
在
の
京
都
方
言
で
は
、
こ
の
う
ち
連
用
形
第
一
種
が
生
ぎ
て
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

　
　
○
●
型
で
は
な
く
、
○
●
（
原
文
○
●
は
誤
植
か
）
型
で
あ
る
。
南
不
二
男
氏
は
主
と
し

　
　
て
他
の
種
類
の
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
、
後
世
の
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
と
に
し
て
、

　
　
　
［
B
］
の
類
の
動
詞
の
連
用
形
は
、
第
一
種
・
第
二
種
と
も
に
、
平
安
朝
ご
ろ
に
は
0
●

　
　
型
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
推
定
を
立
て
ら
れ
た
。
（
三
六
七
頁
）

と
述
べ
ら
れ
た
が
、
南
不
二
男
氏
が
扱
わ
れ
た
連
用
形
の
二
種
は
、

　
連
用
形
ω
　
中
止
、
或
い
は
動
詞
ハ
、
モ
に
続
く
も
の
。

　
連
用
形
②
　
名
詞
的
用
法
。

で
、
金
田
一
博
士
の
第
一
種
、
第
二
種
と
は
少
し
異
な
る
。

（
注
4
7
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
（
四
五
三
頁
）
は
、

　
　
滞
留
比
豊
（
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
）

の
声
点
を
（
平
平
平
玉
上
）
と
認
定
し
、
○
0
0
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
注
4
8
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
四
五
三
頁
注
（
5
）
に
見
え
る
よ
う
に
、
和
歌
山
県
の

日
高
郡
龍
神
村
や
田
辺
市
、
お
よ
び
高
知
市
の
方
言
な
ど
で
は
、
カ
イ
テ
（
書
）
・
ヨ
ン
デ
（
読
）

が
○
●
▽
の
型
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
助
詞
「
テ
」
は
本
来
高
く
つ
く

語
で
あ
る
か
ら
、
連
用
形
第
二
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
○
●
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ぽ
、
○
●
▼

の
型
に
な
る
は
ず
で
、
0
●
▽
の
型
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
連
用
形
第
二
種
の
ア
ク
セ
ン

ト
が
○
●
で
あ
っ
た
と
考
え
て
う
ま
く
説
明
で
き
る
。

（
注
4
9
）
助
詞
の
部
分
を
▼
に
改
め
た
。
以
下
同
。

（
注
5
0
）
拙
稿
「
近
代
語
「
て
あ
る
」
L
（
愛
媛
国
文
と
教
育
1
9
　
一
九
八
七
・
一
二
）

（
注
5
1
）
鈴
木
豊
編
『
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
万
世
引
』
（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究

会
　
一
九
八
八
・
三
）
二
四
頁
。

（
注
5
2
）
上
野
和
昭
編
『
御
巫
本
日
本
書
紀
私
記
声
点
付
和
訓
索
引
』
（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研

究
会
　
一
九
八
四
・
四
）

（
注
5
3
）
山
口
佳
紀
「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
語
頭
子
音
の
脱
落
」
（
国
語
学
9
8
　
一
九
七
四
・

九
、
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
（
有
精
堂
　
一
九
八
五
・
一
）
に
収
め
る
）
大
野
晋

他
編
『
岩
波
古
語
辞
典
』
（
一
九
七
四
・
一
二
）

（
注
5
4
）
望
月
郁
子
『
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』
（
笠
間
書
院
　
一
九
七
四
・
三
）

に
よ
る
。

（
注
5
5
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
三
六
八
頁
。

（
注
5
6
）
こ
の
考
え
方
は
、
服
部
四
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
（
前
掲
）
六
三
頁
注
1
4
で
、
近

畿
方
言
の
話
し
こ
と
ば
で
、
カ
イ
タ
、
ノ
ン
ダ
、
ヨ
ン
ダ
と
な
る
型
が
、
文
章
語
で
「
カ
キ
タ

リ
、
ノ
ミ
タ
リ
、
ヨ
ミ
タ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
山
が
次
の
音
節
へ
ず
れ
た

と
さ
れ
た
こ
と
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金
田
一
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』

　
一
一
四
頁
に
は
、
文
語
を
読
む
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
必
ず
し
も
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま

と
ど
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
注
5
7
）
ヤ
行
・
ワ
行
・
ザ
行
・
ダ
行
に
活
用
す
る
四
段
活
用
動
詞
は
存
し
な
か
っ
た
。

（
注
5
8
）
金
田
一
春
彦
「
コ
ト
バ
の
旋
律
」
（
国
語
学
5
　
一
九
五
一
・
二
）
四
〇
頁
に
、
次
の

よ
う
に
見
る
。

　
　
つ
め
る
音
節
、
は
ね
る
音
節
、
引
く
音
節
、
連
母
音
の
あ
と
の
音
節
な
ど
を
そ
こ
だ
け
高

　
　
く
発
音
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。

こ
れ
は
東
京
方
言
の
特
徴
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
桜
井
茂
治
『
日
本
語
旋
律
史
論
』

75

東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
に
つ
い
て



柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
（
国
立
音
楽
大
学
　
一
九
八
九
・
四
　
九
頁
）
は
、
こ
の
金
田
一
説
に
注
目
し
て
い
る
。
平
山

輝
男
『
日
本
の
方
言
』
（
前
掲
）
三
九
頁
も
東
京
方
言
、
九
州
方
言
の
特
徴
と
し
て
同
じ
事
実

を
指
摘
す
る
。

（
注
5
9
）
金
田
一
春
彦
「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
発
生
の
問
題
点
」
（
前
掲
）
一
八
頁
。
同
『
国
語

ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
（
塙
書
房
　
一
九
七
四
・
三
）
　
一
九
〇
・
一
九
二
頁
指
摘
。
奥
村

三
雄
「
近
代
の
音
韻
」
（
『
購
誕
史
2
音
韻
史
・
文
字
史
』
　
大
修
景
　
一
九
七
二
・
九
）
一
六
六

頁
、
同
「
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
分
派
の
時
期
」
（
方
言
研
究
叢
書
3
　
三
弥
井
書
店
　
↓
九
七

四
・
九
）
七
頁
。

（
注
6
0
）
服
部
四
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
四
三
頁
。
金
田
一
「
コ
ト
バ
の
旋
律
」
（
注
5
8
）

四
〇
頁
。
同
「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
発
生
の
問
題
点
」
（
前
掲
）
二
二
頁
。

（
注
6
1
）
国
語
学
会
平
成
5
年
度
春
季
大
会
に
お
け
る
安
部
清
哉
氏
の
発
表
に
対
し
て
、
金
田
一

春
彦
博
士
が
、
西
部
方
言
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

（
注
6
2
）
上
野
善
道
「
地
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
の
た
め
に
」
（
加
藤
正
信
編
『
新
し
い
方
言
研

究
』
　
至
文
堂
　
一
九
八
四
・
五
）
金
田
一
春
彦
「
二
つ
の
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
を
」
（
放
送
文

化
2
8
・
1
2
　
一
九
七
三
⊥
二
）
秋
永
一
枝
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
第
二
版
』
（
三

省
堂
　
一
九
八
一
・
四
）
ω
四
筥
目
①
一
国
．
ζ
母
江
昌
、
．
↓
げ
Φ
智
O
簿
β
Φ
の
Φ
い
曽
p
σ
q
庫
p
ぴ
q
Φ
け
げ
8
β
α
q
げ

↓
ぎ
①
、
、
網
》
ピ
国
d
三
一
く
国
幻
Q
D
一
目
嶋
勺
園
国
ω
Q
っ
一
九
八
七
。

（
注
6
3
）
愛
媛
大
学
の
同
僚
で
、
東
京
都
出
身
の
近
藤
重
明
氏
（
六
歳
ま
で
中
央
区
以
後
二
〇
代

ま
で
千
葉
県
市
川
市
居
住
）
、
松
野
尾
裕
氏
（
二
〇
代
ま
で
杉
並
区
居
住
）
の
御
教
示
を
得
た
。

　
「
集
積
度
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
前
者
が
松
野
尾
裕
氏
に
よ
る
、
後
者
が
近
藤
重
明
氏
に
よ
る
形
。

（
注
6
4
）
こ
の
変
化
は
早
く
服
部
四
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
六
一
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
注
6
5
）
金
田
一
「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
発
生
の
問
題
点
」
　
一
八
頁
。

（
注
6
6
）
こ
の
説
明
は
、
湯
沢
幸
吉
郎
『
江
戸
言
葉
の
研
究
』
（
明
治
書
院
　
一
九
五
四
・
四
）

二
四
一
頁
の
考
え
方
に
従
っ
た
も
の
か
。

（
注
6
7
）
「
国
語
史
上
の
一
画
期
」
（
『
日
本
文
学
講
座
』
　
新
潮
社
　
一
九
二
八
・
一
）
一
〇
九

頁
。（

注
6
8
）
文
部
省
国
語
調
査
委
員
会
『
口
語
法
別
記
」
（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
　
一
九
一
七
・

四
）
二
五
頁
。

（
注
6
9
）
鈴
木
博
「
周
易
抄
の
国
語
学
的
研
究
」
（
清
文
堂
　
一
九
七
二
∴
三
二
二
二
頁
指
摘
。

（
注
7
0
）
服
部
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
五
四
頁
。
都
竹
通
年
雄
「
動
詞
の
連
用
形
と
ア
ク
セ
ン

ト
」
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』
）

（
注
7
1
）
な
お
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
○
●
▽
の
形
は
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン

ト
の
山
を
担
う
形
と
な
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
原
形
併
用
期
以
前
に
存
し
た
形
で
、
恐
ら
く
第

二
類
の
0
0
▽
と
の
ニ
ヤ
ミ
ス
を
避
け
て
、
ま
た
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
後
へ
す
べ
っ
て
、
早

く
○
●
▼
の
形
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
十
津
川
方
言
な
ど

の
○
●
▽
の
形
を
古
い
形
の
残
っ
た
も
の
と
考
え
る
と
、
か
な
り
後
ま
で
○
●
▽
の
形
も
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
く
、
表
1
3
に
は
そ
の
点
を
考
慮
し
て
、
原
形
・
音
便
併
用
期
に
も

○
●
▽
の
形
を
残
し
た
。

（
注
7
2
）
金
田
一
⑧
論
文
は
、
近
藤
政
美
「
愛
知
県
半
田
市
に
お
け
る
サ
行
四
段
式
活
用
動
詞
の

イ
音
便
現
象
と
は
じ
め
の
二
音
節
を
高
く
発
音
す
る
［
●
●
○
］
型
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
」

　
（
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
1
7
　
一
九
六
五
・
一
一
）
を
引
く
。

（
注
7
3
）
た
だ
し
、
「
動
詞
で
連
用
形
の
方
が
終
止
形
や
連
体
形
に
類
推
す
る
と
い
う
の
は
、
普

通
で
は
な
い
」
（
金
田
一
「
愛
知
県
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
」
一
一
頁
）
と
す
れ
ば
、
問
題
が
あ

る
。
金
田
一
博
士
は
、
二
音
節
第
一
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
●
●
▽
の
形
を
、
「
愛
知
県
ア
ク

セ
ン
ト
の
系
譜
」
の
中
で
、
次
の
よ
づ
に
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
「
咲
い
た
」
「
泣
い
た
」
が
●
○
○
型
で
あ
る
の
は
、
●
○
○
型
か
ら
《
滝
の
後
退
》
で

　
　
　
○
●
○
型
に
変
っ
た
の
ち
に
、
第
二
拍
が
イ
で
独
立
性
の
弱
い
と
こ
ろ
が
ら
、
ま
た
●
○

　
　
　
○
型
に
復
帰
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
知
多
地
区
の
方
言
で
こ
れ
ら
が
●
●
0
型
で
あ
る

　
　
　
の
は
、
そ
の
中
間
の
姿
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
方
言
は
内
輪
式

　
　
　
方
言
の
方
に
繰
り
入
れ
た
方
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
四
国
の
愛
媛
県
・
高
知
県
西
南
部
の

　
　
　
方
言
も
、
多
く
の
点
で
中
輪
式
方
言
の
性
質
を
も
つ
が
、
こ
の
点
だ
け
は
内
輪
式
方
言
と

　
　
　
同
じ
で
あ
る
。
「
泣
い
て
」
「
咲
い
て
」
の
ナ
イ
・
サ
イ
の
部
分
が
一
拍
に
な
ら
ず
に
通
し

　
　
　
て
来
た
方
言
な
の
で
あ
ろ
う
。
山
口
県
周
防
大
島
の
方
言
で
は
、
「
咲
い
た
」
「
泣
い
た
」

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
　
が
サ
イ
タ
（
モ
ノ
）
　
ナ
イ
タ
（
モ
ノ
）
と
な
り
、
そ
の
あ
と
に
滝
が
現
れ
る
。
一
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
前
に
　
サ
イ
・
ナ
イ
が
一
拍
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
　
サ
イ
タ
・
ナ
イ
タ
の
滝
が
次
の

　
　
　
拍
の
あ
と
に
す
べ
っ
た
そ
の
状
態
を
保
っ
た
姿
で
あ
ろ
う
。
（
一
四
頁
）

（
注
7
4
）
な
お
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
●
●
▽
の
形
は
、
音
便
が
生
じ
る
前
の
原
形
の
時

代
か
ら
起
き
て
い
た
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
音
便
が
生
起
し
、
第

二
音
節
に
特
殊
音
節
が
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
下
り
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
担
い
に
く
い
と

い
う
性
格
を
現
わ
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
形
が
併
用
さ
れ

て
い
る
問
は
、
特
殊
音
節
が
下
り
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
担
う
●
●
▽
の
型
も
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も
、
労
力
の
節
約
と
い
う
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
形
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
す
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べ
ら
せ
て
○
●
▼
の
形
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
注
7
5
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
三
六
九
頁
。

（
注
7
6
）
秋
永
｝
枝
「
古
今
集
声
点
本
に
お
け
る
一
・
二
拍
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
古
今
集
動

詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
上
　
　
　
」
。
な
お
、
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
（
三
七
三
頁
）
は
●

●
と
す
る
。
こ
れ
は
、
二
拍
の
動
詞
の
場
合
に
、
○
●
と
推
定
さ
れ
な
が
ら
、
一
応
○
●
と
し

て
お
く
と
さ
れ
た
の
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
7
7
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
三
八
八
頁
。

（
注
7
8
）
『
日
本
語
の
歴
史
5
』
　
一
三
一
頁
。

（
注
7
9
）
川
上
秦
勢
い
わ
ゆ
る
低
低
低
型
か
ら
高
高
低
型
へ
の
変
化
」
（
声
声
学
協
会
会
報
囎

一
九
六
五
・
四
）

（
注
8
0
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
四
〇
五
頁
以
下
。

（
注
8
1
）
例
え
ば
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』

（
注
8
2
）
『
日
本
語
の
歴
史
5
』
一
一
三
頁
。

（
注
8
3
）
服
部
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
五
六
頁
以
下
。
ま
た
、
「
原
始
日
本
語
の
二
音
節
名
詞

の
ア
ク
セ
ン
ト
」
で
は
、
「
私
は
、
「
同
一
の
型
（
音
韻
）
は
同
一
条
件
の
下
に
は
、
推
移
す
る

と
す
れ
ば
同
一
方
向
へ
推
移
す
る
」
と
の
一
般
に
認
め
ら
れ
た
仮
説
の
上
に
立
っ
て
居
る
。
」
（
五

六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
注
8
4
）
服
部
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
六
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　

（
注
8
5
）
『
日
本
語
の
歴
史
5
」
に
よ
り
、
助
詞
つ
き
の
形
ば
、
鎌
倉
時
代
は
金
田
一
『
四
座
講

式
の
研
究
』
三
四
五
頁
、
室
町
時
代
は
桜
井
『
中
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
一
一
八

六
頁
。
現
代
京
都
は
平
山
輝
男
『
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
三
〇
頁
以
下
を
参
更
し
て
示
し
た
。

（
注
8
6
）
金
田
一
「
ほ
う
げ
ん
　
方
言
」
（
『
世
界
大
百
科
事
典
2
6
』
　
平
凡
社
　
一
九
五
八
・
七
）

（
注
8
7
）
金
田
一
「
方
言
と
方
言
学
」
『
方
言
学
概
説
』
四
七
頁
。

（
注
8
8
）
0
●
も
○
●
の
範
疇
内
の
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
し
、
第
二
類
動
詞
連

用
形
＋
テ
そ
の
も
の
が
0
●
▽
↓
○
●
▽
の
変
化
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
変
化
を
生
じ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
し
、
あ
る
い
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
は
、
第
五
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
一

般
に
○
●
に
な
っ
て
お
り
、
特
定
の
場
合
に
の
み
○
●
の
形
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
、
す
べ
て
○
●
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
因
に
、
京
阪
式

ア
ク
セ
ン
ト
の
一
つ
、
愛
媛
県
松
山
方
言
で
は
、
疑
問
文
の
時
、
例
え
ば
、
「
コ
ン
ナ
ニ
　
ア

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
　
フ
ッ
タ
ン
」
（
こ
の
よ
う
に
雨
降
っ
た
の
）
の
場
合
に
、
下
降
調
を
と
ど
め
て
い
る
。

（
注
8
9
）
金
田
一
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
六
四
頁
以
下
。

（
注
9
0
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
三
三
八
頁
。
な
お
、
南
北
朝
時
代
に
は
少
な
く
と
も
単

独
で
は
●
○
に
変
わ
っ
て
い
た
。

（
注
9
1
）
金
田
一
『
四
座
講
式
の
研
究
』
三
四
五
頁
。
桜
井
『
中
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研

究
』
　
一
一
八
七
頁
。

（
注
9
2
）
二
音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
に
つ
い
て
の
考
察
を
一
応
終
わ
ら

せ
る
に
つ
い
て
、
右
に
論
じ
た
と
こ
ろ
に
直
接
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
、
残
し
た
問
題
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
二
音
節
第
一
類
の
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
●
○
▽
（
咲
い
て
）

か
ら
○
●
▼
へ
の
変
化
を
起
こ
さ
ず
、
●
○
▽
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
る
方
言
に
つ
い
て
で
あ

る
。
金
田
一
「
愛
知
県
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
」
（
前
掲
）
二
頁
に
よ
る
と
、
東
京
式
内
輪
方
言

で
は
、
そ
の
．
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
全
体
を
視
界
に

入
れ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
連
用
形
＋
テ
の
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
が
不

足
の
た
め
、
後
考
を
期
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
後
名
古
屋
方
言
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
と
、

　
「
咲
イ
テ
」
な
ど
イ
音
便
は
●
○
▽
で
実
現
し
た
が
、
他
の
第
｝
類
動
詞
は
○
●
▼
で
あ
っ
た
。

更
に
く
わ
し
く
調
査
す
る
機
会
を
も
ち
た
い
。

（
注
9
3
）
注
8
5
に
同
じ
。

（
注
9
4
）
注
8
5
に
同
じ
。

（
注
9
5
）
金
田
一
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
六
六
頁
、
金
田
一
語
彙
に
よ
る
。

（
注
9
6
）
金
田
一
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
六
六
頁
に
は
、
三
音
節
第
七
類
名
詞
に
つ

い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
東
京
春
雨
方
言
で
は
、
カ
ブ
ト
（
ガ
）
型
が
多
い
が
、
外
輪
方
言
を
除
い
て
は
カ
ブ
ト
（
ガ
）

　
　
型
も
ま
じ
る
。

と
あ
る
。
こ
の
形
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て
き
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、

他
の
型
に
合
流
し
た
も
の
か
。
『
世
界
大
百
科
事
典
』
に
は
右
の
型
は
見
え
な
い
。

（
注
9
7
）
『
国
語
学
大
辞
典
』
ア
ク
セ
ン
ト
の
項
（
金
田
一
博
士
説
）
一
〇
頁
。

（
注
9
8
）
同
前
。

（
注
9
9
）
「
小
麦
」
の
室
町
時
代
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
平
安
時
代
と
江
戸
時
代
の
形
が
●

○
○
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
推
定
。

（
注
㎜
）
秋
永
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
第
二
版
』
付
七
頁
。

（
注
皿
）
鹿
児
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
平
山
輝
男
『
日
本
語
音
調
の
研
究
』
（
明
治
書
院

一
九
五
七
・
六
）
に
よ
る
。
ま
た
、
駒
走
昭
二
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

（
注
皿
）
普
通
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
ヨ
カ
」
「
ナ
カ
」
か
。

（
注
鵬
）
こ
こ
で
も
、
「
ア
ケ
」
「
シ
リ
」
、
「
ア
カ
カ
」
「
シ
ロ
カ
」
が
普
通
に
行
わ
れ
る
形
か
。

（
注
脳
）
上
野
善
道
「
鹿
児
島
県
吹
上
町
方
言
の
複
合
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
（
日
本
語
音
声
C
三

班
研
究
成
果
報
告
書
『
日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
分
析
』
（
一
九
九
二
）
。
な
お
、

現
代
鹿
児
島
市
方
言
も
吹
上
町
方
言
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
の
御
教
示
を
駒
走

昭
二
氏
よ
り
得
た
。
平
山
博
士
の
示
さ
れ
た
形
を
古
い
姿
と
し
て
位
置
づ
け
て
解
釈
し
た
い
。

（
注
鵬
）
こ
の
姿
に
近
い
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
が
長
崎
方
言
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

（
注
鵬
）
平
山
輝
男
『
九
州
方
言
音
調
の
研
究
』
（
学
界
之
指
針
社
　
一
九
五
一
・
八
）
同
「
日

本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
統
合
　
　
特
に
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
と
し
て

　
」
（
橋
本
博
士
還
暦
記
念
『
国
語
学
論
集
』
（
岩
波
書
店
　
一
九
四
四
・
一
〇
）
同
注
皿
論
文
。

（
注
柳
）
注
鵬
第
↓
番
目
の
論
文
。

（
注
鵬
）
注
鵬
第
三
番
目
の
論
文
一
七
五
頁
・
二
八
八
頁
。

（
注
㎜
）
与
那
国
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
徳
川
宗
賢
「
書
評
　
平
山
輝
男
・
中
本
正
智
著
『
琉

球
与
那
国
方
言
の
研
究
』
（
国
語
と
国
文
学
　
一
九
六
四
・
＝
一
、
『
方
言
地
理
学
の
展
開
』
（
ひ

つ
じ
書
房
　
一
九
九
三
・
一
〇
）
に
収
め
る
）
上
野
「
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
に
よ
れ
ぽ
シ

ラ
ビ
ー
ム
方
言
の
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
動
詞
の
終

止
連
体
形
が
連
用
形
＋
ヲ
ル
に
で
る
形
で
、
第
一
類
○
●
●
と
第
二
類
○
○
○
と
い
う
形
で
あ

っ
た
た
め
に
、
鹿
児
島
方
言
に
起
き
た
よ
う
な
●
●
↓
●
○
の
変
化
が
起
き
ず
、
そ
れ
が
原
因

と
な
っ
て
二
型
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
隠
岐
方
言
の
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
東

京
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
生
ま
れ
た
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
見
ら
れ
る
。

（
注
m
）
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立
に
関
す
る
諸
説
の
あ
ら
ま
し
は
、
桜
井
茂
治
二
型
ア
ク
セ

ン
ト
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
成
立
論
囚
　
　
」
（
研
究
紀
要
（
国
立
音
楽

大
学
）
2
6
　
一
九
九
二
二
二
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
基
層
語
関
与
説
も
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
桜
井
氏
も
基
層
語
関
与
説
。

（
注
m
）
注
期
論
文
一
六
七
頁
ほ
か
。

（
注
麗
）
注
皿
論
文
。

（一

繼
緕
l
年
十
月
十
一
日
受
理
）

78

（
付
記
）
当
然
参
勘
す
べ
き
論
文
を
見
落
と
し
て
い
た
り
、
参
勘
し
た
論
文
に
つ
い
て
も
誤
解
し

て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。
御
寛
恕
の
上
御
教
示
を
お
願
い

し
た
い
。


